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田 文化に対する国民の意識 

火 総理府の調査によれば,「文化」のイメージとして「歴史的遺産が保存され

ていること」「美術・音楽などの芸術が盛んなこと」を挙げる者が多くそれ

ぞれ1位，2位を占め，また「伝統的なお祭・行事・芸能などのこと」と答

えた者も多い（①）。 

日本の文化に対する国民の評価については概して高く，例えば「日本では

文化が大切にされているか」との問いに「大切にされている」と答えた者が 

r割を超え,世界の中での日本の文化水準の位置については,6割を超える

者が「高い方」だと答えている。また,日本の誇りとして,「長い魔史と伝

統」「すぐれた文化・芸術」を挙げた者が上位を占めている（②）。 

ま このような文化に対する国民の意識を反映して，文化活動に対する国民の

欲求は急速に高まっている。例えば,プロの公演の直接鑑賞においても自分

で演じたり作ったりすることにおいても,今後活動を希望する者の割合は実

際に活動を行った者の割合を大きく超えている。この傾向は特に鑑賞活動に

おいて著しい（③）。 

一方,鑑賞活動を行わなかった理由としては，「時間がなかなかとれない」 

をトップに以下「あまり関心がない」「近くで公演をやっていない」「費用が

かかりすぎる」などが上位に挙がっている（④）。 

火 また，国や地方公共団体の文化行政に対する要望では,「文化施設を整備 

．充実する」「芸術文化団体・サークルの育成・援助をする」「文化に関する

情報を提供する」「指導者を養成・派遣する」などが多い（⑤）。 

身近に必要な文化施設としては,3人に1人が文化会館（音楽会や劇の公

演などができる市民会館・県民会館）を挙げている。以下,「公民館や地域の

集会施設」「美術館」「図書館」「博物館」の順となっている（⑥）。 
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1 文化に対する国民の意議 

(o) この 1年間にプロの公演を鑑賞しなかった理由 
	

④ 文化に対する国や地方公共団体に対する要望 

●都市規換別，年齢別の鑑賞しなかった理由（再掲） 
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N 国民の文化活動 

国民の文化活動と＝曇鰹薫 

図 国民の文化活動の現状 

央 近年における国民の文化に対する志向が高まるにつれて, 国民の文化活動

も活発化している。総理府の調査によれぱ，プロの公演を直接鑑賞した者が

約27%, 自分で演じたり作ったりした者が約18％で，男女別ではいずれも女

性の方が行動率は高い（(1）ー①一⑦）。 

年齢別に見ると,115-19歳」の行動率が最も高く，プロの公演を直接鑑賞

した者は 5 割弱, 自分で演じたり作ったりした者は 3 割を超えている。ま

た,20-40歳代でも行動率は高く,50歳代以上では年齢層が高くなるにつれ

て行動率は低くなる（(1）一①19)）。また，総務庁の調査により, 文化活動を

含め「教養・娯楽」を行った者の割合を男女別に見ると, 日曜日及び土曜日

は女性より男性の行動率の方が高いのに対し，平日では逆に女性より男性の

行動率の方が低くなっている（(1）一②）。 

火 分野別の活動者数については，「レコード・テープ・テレビ・ラジオ等に

よる音楽鑑賞」と「趣味としての読書」がそれぞれ 4,000 万人代にのぼって

いる（(2）一①, ②）。 

年齢別では，概ね高年齢層になるほど行動者率は低下する傾向にある。し

かし，「囲碁」「将棋」「演劇鑑賞」「書道」「舞踊鑑賞」などのように40--60歳

代で行動者率が上昇する傾向のあるものもある（(2）ー③）。 

また，文化活動を行った者の割合の大小を都道府県単位で比較してみる

と，「映画鑑賞」「美術鑑賞」「演劇鑑賞」「クラシック音楽鑑賞」「ポビュラー・

鵬副IIの鑑賞」などの鑑賞活動については, 東京都, 神奈川県，大阪府など

人口の大きい都道府県において行動率が高い傾向にあり，また，都道府県の

行動率の差異が比較的大きい。「書道」「華道」「茶道」「囲碁」「将棋」などで

は，特に顕著な傾向は見られず都道府県の行動率の差異も小さい（(z）ー④）。 

文化活動を行った者の男女別構成比を見てみると, 特に，「茶道」「華道」 

「邦舞・おどり」では女性の活動者が 8割以上を占めている（(2）一⑤）。 

文化活動を行った者の 1世帯収入額を見ると，全体として高収入者の占め

る割合が相対的に高いが , 特に「茶道」「クラシック音楽鑑賞」「美術鑑賞」 

「演劇鑑賞」「舞踊鑑賞」などでその傾向が顕著である（(2）ー⑥）。 

2568(--265O) 
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2651〔文政〕 	 2651 



2 国民の文化活助の現状 

都市規換別 

姦の公j寅の直接 ロ●努演じたり・作った 

39.2  
36.5  

27.3 

21.0 
I8.8 18.6 

26.4 

y 国民の文化活動 

(1） 国民の文化活動の現状 （り 

① 文化活動をした者の割合 

(%)40 
ケ）男女別 

(%) 紐の公演の直接口f'-t ')t り・ 

32.2 
30 

26.6 

20.3 21.2 
20 I7.8 

I4.0 

10 

20 

ー 	東京都区部 	10大市 I0万人以上の市 ID万人未満の市 

（資料） 総理府「文化に関する世論調査」62年 7 月 

同 職業別 

(%） ロブロの公演の直接 口自分で演じたり，作った 

50 - 	鑑賞 	 りする 

32.9 33.0 

31.7 32.1 26.9 25.6 
29.0 
	 25 

25.2 
22.6 23 

16.3 15.1 
	 13.5 21 .4 

'9.5 I9.0 17.5 
14.5 14.8 	~ 5.0 

41.7 

町村 

無職の 学生 その他の
主婦 	 無職 

商工・サービス 管理・専門・ 労務職
自由集（自営者 事務職 

（資料） 総理府「文化に関する世論調査」62年I月 

15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- (歳) 

（資料） 総理府「文化に関する世論調査」62年 7 月 

2652 	 〔文政〕2652 	 2653〔文政〕 	 2653 

男女計 	男 	 女 

（資料） 総理府「文化に関する世論調査」62年7 月 

tり 年齢別 

(%） 	 ロフbの公演の直接 国自分で演じたり，作った 
46 - 45'5 	 鑑貧 	 ーリする 
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y 国民の文化活動 	 2 国民の文化活動の現状 

② 趣味・娯楽を行った者の曜日別にみた割合 ② 分野別にみた国民の文化活動 

 

ロ男 囲女 ① 鑑賞活動者数 

   

(%) (MA)
4,500 4358 

40 

30 

20 

一 

18.4 

22.8 

I9.9 

33.8 

24.8 

3,000 

I,500 
I6.6t 

土曜日 	 日曜日 
レテレオ音 

晋雄 
（注） 	趣味・・・・映画・並術・ス・」ミーツ等の観覧・鑑賞,楽器の演奏 	 ド・ラよ貫 

娯楽 	乎芸，華道，庭いじり，ペット等の飼育，麻雀， ドライブ 	 ‘テジる 

観光地の見物，説書 

（資料） 	総務庁「社会生活基本調査報告」昭和61年 
② 参加活動者数 

（万人） 

I .000 

500 

（注） この1年問に活動を行った者の数 

（資料） 総務庁「社会生活基木調査報告」昭和61F 

2654(-..277O) 
	

〔文政〕2654(-2?70) 	 2771〔文政〕 
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W 国民の文化活動 

③ 文化活動をした者の年齢別．分野別の割合 

(%) 
80 

．テープ・テレビ・ラジオ等による音楽艦賞 

趣味としての読書 

ID 

70 

60 

40 

30 

ー“~~～一 

15- 20- 25- 30- 40- 印ー 60- 65- 70- 

映西鑑賞 65.2 67.3' 46.6 33.0 24.6 '5.' 8.8 4.3 

暁 	書 53.' '58.7 54.8 50.3 44.1 36.1 31.9 27.5 20.6 

レコード 78.4 76.9 69.4 52.0 40.1 30.6 22.6 18.3 13.6 

ポビュラー音楽・歌謡曲鑑賞 

~~~~~ Is- 20ー 25- 30- 40- 50- 60- 65- 70- 

クラシック 10.9 8.0 5.9 5.7 6.4 4.8 乙5 '.9 1.0 

ポビュラー 29.4 27.8 16.3 10.1 10.0 7.6 5.2 4.2 2. I 

楽器の演奏 25.8 17.8 13.3 10.7 5.3 3.4 3. I 2.8 1.2 

維西制作 12.1 5.4 3.5 3.4 3.3 乙7 3.' 乙8 1.8 

2 国民の文化活助の現状 

ー～
~~~ '5- 20- 25- 30- 40- 幼・ー '0- 65- 70- 

囲 	碁 2.2 1.2 '.9 3.3 5.2 5.7 4.3 4.2 2.8 

演劇鑑賞 '4.4 10.3 9.3 9.6 ''.9 13.8 13.3 12.0 8.8 

書 	道 11.3 4.5 3.8 4.7 5.6 6.5 7.4 5.8 3.7 

舞踊鑑賞 3.3 3.7 3.3 3.9 4.6 5.8 6.5 5.9 4.5 

~~~~~ '5- 20- 25一・ 30- 40- 50- 印ー 65- 70- 

奏術級賞 16.1 21.5 19.0 17.1 18.7 18.0 14.5 ''.4 6.1 

将 	棋 11.8 7.7 6.8 9.6 6.9 4.2 3.4 2.7 

茶 	道 4.3 5. I 3.8 乙3 乙8 3.2 2.6 2. I '.3 

華 	道 3.4 8.9 9.2 6.8 7.4 6.9 5.0 4.6 2.5 

（資料） 総務庁「社会生活基木調査報告」昭和61年 

（歳） 

(*) 

（歳） 

（歳） 
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種別 囲 碁 将 棋 民 謡 読 書 カ 	ラ オ ケ 

上
 
位
 
5
 県
 

山口 4.9% 神奈川 10.1% 沖縄 3.9% I1 京 53.8% 埼玉 28.3% 
富山 4.7 埼玉 9.6 富山 3.7 神奈川 52.1 山梨 28.3 
沖縄 4.5 兵庫 9.1 宮城 3.4 奈良 48.1 群』l 28.2 
神家川 4.3 千葉 8.9 山形 3.3 京都 41.4 神奈川 21.9 
鳥取 4.3 京都 8.9 禍島 3.3 大阪 47.2 大阪 26.4 

下
 
位
 5
 県
  

i8 2.1% 沖縄 4.5% 番川 0.9% 長崎 32.9% ;ci 18.1% 
山形 2.3 熊木 5.9 高知 0.9 青森 33.3 山ロ 19.1 
高知 2.6 脊森 6.0 滋賀 1.0 秋田 昭.8 WIl 19.2 
茨城 2.7 長崎 6.0 和歌山 1.0 沖縄 路.8 腎森 19.4 
滋賀 2.7 山梨噴支阜 6.3 山ロ L0 山形 34.8 長崎 19.8 

（資料） 総務庁「社会生活基本調査報告」昭和61年 

民 	 謡 

書 	 道 
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力 

趣
 

④ 文化活動をした者の割合が高い県，低い県 

種別 映 西 電 貫 焚 術 鑑 賞 滴 劇 鑑 貫 舞 踊 鑑 質 クラップク音楽躍貫 

上
 
位
 
5
 県
 

東京 44.9% 東京 加.6% 東京 19.9% +1 9.8% Jlt8 	8.3% 
神奈川 40.3 神奈川 21.2 大阪 16.3 岩乎 8.4 神奈川 	7.6 
大阪 路.3 山梨 21.1 愛 11 16.2 宮崎 8.0 京都 	1.4 
31t 36.4 長野 即.1 奈良 15.5 皿児島 7.B 大販 	6.9 
埼玉 35.1 )1':t 20.0 神奈川 14.4 宮誠 6.3 北海道 	6.6 

下
 
位
 5
 県
 

島根 16.1% 1lP8 7.1% 高知 4.59' 2,4k 2.2% 脊森 	3.4% 
鹿児島 19.9 青嫌 9.4 愛捜 4.6 栃木 2.8 神縄 	3.5 
秋田 20.4 *2, 10.1 山口 5.1 斐坑 3.0 島根 	3.6 
福島 加.8 長崎 10.2 長崎 5.1 岡山 3.0 徳島 	3.6 
新潟 加.9 和歌山 n.4 恕島 5.2 高知 3.0 福井・高知・ 

長崎 	3.7 

翻
  

ポピュラー・歌謡

曲の鑑賞 
演 芸 鑑 質 書 遭 準 道 茶 道 

上
 
位
 
5
 県
 

北海遣 15.1% 大阪 3.1% 1i;L 1.2% 奈良 9.8% 富山 5.0% 
葉京 M.5 京部 3.0 鳥恨 7.2 香川 9.5 石川 ‘.6 
神奈川 14.2 奈良 3.0 長野 7.1 鳥取 9.4 奈良 4.5 
宮械 13.5 東京 2.7 兵庫 6.7 広島 9.2 島取 ‘.5 
31* 13.5 神奈川・愛知・ 群皿 0.6 島根 書川 4.5 

滋負 2.5 

下
 
位
 
5
 県
 

島楓 8.5% iSc9lI 0.9% 13I 3.3% 沖机 3.4% I'11 0.8% 
徳島 8.8 山ロ L1 沖縄 3.9 東京 4.9 栃木 1.4 
長崎 8.9 ま械 1.2 青森 4.1 青森 5.0 福島 1.7 
大分 8.9 長崎 L2 鳥取 4.5 斐城 5.0 宮崎 1.1 
沖机 9.2 福島・愛媛 1.3 石川 4.6 栃木・埼玉 5.1 皿児島 L7 

⑤ 文化活勤別，男女別構成比 

囲 	 碁 

将 	 棋 

写真の撮影・引き伸ばし 

オ ケ 

レコード・テープ・テレビ・
ラジオ等による音楽鑑賞 

映 画 鑑 賞 

趣 味 と し て の 読 書 

詩 	 吟 

絵 画 ・ 彫 刻 の 制 作 

美 術 鑑 賞

ポビュラー音楽・歌語曲鑑賞~ 

楽 器 の 演 妻~ 

邦 	 楽 ・ 

演 芸 鑑 賞

ク ラ シ ッ ク 音 楽 鑑 賞

詩・和歌・俳句・小脱などの創作~ 

味
 

●

」
 

し
 

45 	I 	 55 

44 	 56 

42 

、40 60 

40 60 

39 61 

39 61 

（資料） 総務庁「社会生活基本調査報告」昭和61年 

2774 2775 (文政) 	 2775 〔文政〕2774 
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W 国民の文化活助 

⑥ 文化活動をした者の1世帯収入額の構成比 

ロ300万円未満ロI需骨結口溜鶏繊叫l需胃結ロ1000万円以上 
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央 国民の文化活動の活発化を反映して，文化活動に係る国民の支出も増大し

ている。 

総務庁の調査によると,文化活動を含む「教養娯楽関係費」は大幅な増加

傾向を示しており，ここ数年間の1世帯当たりの教養娯楽関係費の伸び率は

消費支出全体の伸び率を上回っている（（①））。 

その結果，昭和63年度において1世帯当たりの教養娯楽関係費は約37万 7 

千円で，消費支出全体の約11％を占めるに至っている．その内訳を見ると， 

「旅行」に要する支出が最も多く，次いで「読書」「耐久財」「月謝」「スポー 

ツ」「会費・つきあい費」「聴視・観覧」などの順となっている（②）。 

教養娯楽関係費の伸び率を項目別に比較してみると，「スポーツ」に係る

支出の仲び率が最も高く，次いで「旅行」「耐多（、財」「聴視・観覧」などの順

となっている．逆に「読書」に係る支出はあまり変化がない（③）. 

また，日本銀行の調査によれば，各国の「教養娯楽費」の支出割合を比較

してみると，日本は西ドイツと並んで他の諸国よりもその割合が高くなって

いるが，これは日本のレジャー関係の相対価格が他の国よりも高いことが―

因であると考えられている。（（④））。 

<
 【

8
"
 

（資料） 総務庁「社会生活基本調査報告」昭和61年 

2881 (ac) 	 2881 〔文政〕2776(-2880) 2776(-2880) 



昭和56年＝ 100 

（全国・全世帯） 

56 

y 田民の文化活動 
	 3 教養娯楽関係費 

① 教養娯楽関係費指数の推移 
	

② 教養娯楽関係費の内訳 	
〔企国・全世帯 昭和63年） 

項 	 目 年間支出額（円） 備 	 考 

消 	費 	支 	出 3,493,464 

数養娯楽関係費 

「爾久財 

I 

i 
届――ー 
I 

、視・観虻一ー‘ー‘ーー 
I 
康存ーーーー’ーーーー 
ぶ菜ーッ 	“ー ― 

プ可一ーーー 
I 	 

融轟豊 
i 

377,453 

46,331 

好,1助 

14,063 

115,670 
27,467 

37,830 

18.945 

69. 952 

ステレオ 	 2,627 

テープレコーダー 	1,918 

カメラ‘同付属品 	4,901 

ビ7/ 	 2,.191 

その他の楽器 	 2.791 

ピデオテープレコーダ- 	5,869 
新聞 	 28,8加 

雑誌 	 3,283 

週刊誌 	 535 

杏籍 	 11.257 

映画・演劇等入場料 	3,299 

文化施設入場料 	 1,556 

教育的月謝 	 9,976 

教義的月謝 	 16.246 

レコード 	 乃0 

テープ（録音済） 	1.幻4 

耐 久 財・・・室内装飾品，ラジオ,テレビ‘ステレオ,テープレコーダー，カメラ・同付属品・

ピ7ノ，他の楽器，子供用乗物用異,ビデオテープレコーダー，パソコソ・ワープ

ロ,他の教養娯楽用耐久財 

脱 	 書・・・書籍・他の印刷物 

聴視 観 覧・・‘受信料，映画・演劇等入場料．文化施設入場料 

旅 	 行・・・電車汽'IC賃，バス代，航空運賃,宿泊料，パック旅行費,旅行かばん 

ス ポ ー ツ・・・運動用J‘頬 スポーツ観覧・ゲーム代 

月 	 蹴…教育的月蹴,教養的月謝，スポーツ月謝，家事月謝，他の月謝規 

会費‘つきあい費,・・諾会費,つきあい費 

他の教養娯楽・・・教養娯楽用耐久財修理代．がん具，フ‘ルム．レコード,テープ（収録されていな

いもの）．テープ（収録されているもの），切花，愛がん動物・園芸用品，手芸村料， 

他の教養娯楽用品，数養娯楽用品修理代，他の入場・ゲーム代，現像焼付代，複

写機使用料,教警娯楽賃借料‘他の教養娯楽サービスのその他 

（資科） 総務庁「家計調査年報」昭和63年 
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④ 各国の教養娯楽費の支出割合 

(10- 	
7 	 9.7 

9.3 

8.7 

2 

（注） 日木の支1鵬恰が大きいのは，レジャー関係の価格が高いこともー因となっている． 

（資料） 日木銀行「国際比較統計」 

N 国民の文化活動 

③ 項目別にみた教養娯楽関係費指数の推移 	
〔昭和56年＝ 100 全国 全世帯） 

	
F"m留rmmmmmmmm器冒m者問にftm ft Aft帯 tAt tttt A Aft tAftft 国民の文化活動選 

56年 57年 58年 59年 60年 61I 62年 63年 

教養娯楽関係費 100 107 110 116 120 122 124 134 

耐久財 100 108 112 119 123 119 131 144 

説書 100 102 100 102 99 102 105 106 

聴視・観覧 100 103 107 120 127 124 127 132 

旅行 100 107 108 120 125 128 129 M5 
スポーッ 100 116 124 129 139 139 140 154 

月謝 100 106 111 112 117 116 110 117 

会費・っきあい費 100 111 119 122 129 132 108 115 

他の教養娯楽 100 108 111 1M 121 125 136 143 

（資料） 総務庁「家計調査年報」昭和63年 

四 国民の文化活動の振興 

☆ 近年，国民の間には心の豊かさを求めて，優れた芸術を鑑賞するだけでは

なく,自ら文化活動に参加し，実践する気運が盛り上がりつつある。 

文化庁としてもこのような状況に対応するため,様々な施策を実施してい

る。 

国民文化祭は,全国各地で行われている,各種の文化活動を全国的な規模

で―堂に会し，相互に競演,交流することにより，ー層の文化活動の進展を

図ろうとすることを狙いとした新しい形の国民の祭典である。 

昭和61年に第1回国民文化祭が東京で開かれて以来,年1回各県持ち回り

の形で，開催されてきた。その規模，内容も，開催地の特色を生かしつつ

年々充実され,平成元年度の埼玉の文化祭では,35種目の公演,シンポジウ

ム等が行われ，参加者は全都道府県から 722団体,15,960人であり,観客は 

46万 5千人に違している。 

開催地は,開催年度の 5年前に内定され,開flitにあたっては，文化庁と関

係地方公共団体，文化団体等が協力して行うこととされている（①）。 

JS 全国高等学校総合文化祭は次代を担う高校生の芸術文化活動の振興に資す

るための全国都道府県代表の高校生による芸術文化活動の発表の場である。 

昭和52年に千葉県で第1回文化祭が開かれて以来,毎年1回,各県持ち回

りの形で開催されてきた。その規模,内容とも年々充実され，平成元年度の

岡山の文化祭では，13種II 0）公演，展示会等が行われ，出演校数L391校,参

加人員 13,122人，鑑賞者数 50,950人に達している。 

文化祭は全国高等学校文化連盟，文化庁，関係地方公共団体等が協力して

実施することとされている（②）。 

火 芸術鑑賞の面では,地域によっては,優れた芸術に接する機会の少ないこ

とを考慮して,文化庁では，オーケストラ，オペラ，バレェ，歌舞伎等の優

れた舞台芸術を地域に巡回する移動芸術祭を実施している。 

また,次代を担う青少年の情操教育のため，青少年芸術劇場，中学校芸術

鑑賞教室,こども芸術劇場を実施している（③）。 

2884(-2960) 	 (文 L) 2884(-2960) 
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N 国民の文化活動

① 国民文化祭 

⑦ 国民文化祭の概要 

1 ．国民文化祭とは 

全国各地で国民一般の行っている各種の文化活動を全国的な規模でー堂に会し，相互に

競演，交流，発表することにより，国民の文化活動への参加の気運を高め，新しい芸術文

化の創造を促すことを狙いとした新しい形の国民の祭典である。 

各県持ち回りで，昭和61年度から文化庁，開催地都道府県，開催地関係市町村等の共催

で開催している． 

また，全国各地において，地方公共団体，文化団体等が行う文化事業で国民文化祭の趣

旨に合致し，その目的に沿った事業を国民文化祭協賛事業として実施する． 

2．主催事業の内容 

〇総合フェスティバル 

オープニソグ・パレード，開会式，閉会式等 

内容は,フマチュ7文化活動の新たな発展の方向性を示すものとする 

〇シンポジウム 

講がi，パネルディスカッション等 

テーマは,アマチュア文化活動，地域文化活動等を含めた日本文化の動向について, 

広く国民の関心を喚起するとともに,その振興の在り方を探るものとする 

〇分野別フェスティバル 

民俗芸能，民謡,オーケストラ,合唱,吹奏楽，演劇，文芸，美術，舞踊，邦楽，生 

活文化等の分野ごとに，都道府県から推薦された団体等を中心として行う公演，展覧会 

等  

4 国民の文化活動の振興 

国民文化祭開償までの事務の流れ 

時 	期 内 	 客 摘 	要 

聞催年の 

5年前以

前 

5年前 

4年前 

3年前 

2年前 

前 年 

開催年 

・国民文化祭の招致にっいて文化庁に脱明を行う

企画書の提山 

事集計画書の提出 

 	聞催中請書の提出 

・国民文化祭開催内定 

・国民文化祭準備検討委員会設置 

・県内文化施設等調査 

・都道府県基木構想策定委員会の設置 

ー・基木構想の素案策定(5J2.*ニ二中間報縄ーーーー．―ー 

・基木構想決定（ 5月） 

・国企画委員会，実行委員会において基木構想を報告 

(5月） 

・開催要項にっいて文化庁と協議 

・都道府県央行委員会,事業別専門委員会の股置  

ー‘聞催場1,i・実施種目・囲催日程等を協議のうえ央施計画

大綱を策定（5刀）* 
・事業別実施計画の策定（11月）*  
・募集要項の作定(5月）* 
・事業別ポス夕ーの作成等PRの実施 

・出演団体の推薦依頼 

・出演団体の決定（11月） *  
・国民文化祭聞催  

‘結果報告（11月）* 
・報告書作成 

	  する 

文化庁は，開催を希望

する都道府県の開催計

画等を勘案のうえ概ね

開催希望年の 5年前の 

4 月頃，開催県を内定 

*（議事にかける嵐序） 

都道府県事業別委員会 

l 
国部門別委員会 

l 
県爽行委員会 

I 
国企画委員会 

I 
国実行委員会 

3‘聞催実耕及び開催県の内定状況 

昭和61年度（第1回） 東京都 (61.11.22--12.1開｛Iめ 

62年1fl (第 211) 	熊木県 (62.10.2'-iO.11FJOffl) 

63年度（第 3回） 兵庫県（63. 10.22-1L3開什め 

平成元年度（第 4回） 埼玉県 (1. 11. 2~11.12開催） 

2年度 (第 5回) 愛媛県 (2.10. 19-10. 28VUfli予定) 

3年度（第 6回） 千葉県 (3.11.16-11.25開f1 予定） 

4年度（第7回） 石川県（未定） 

5年度（第 8回） 岩手県（米定） 

6年度（第 9回） 三重県（ 未定） 
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日数 日数 

ふれあいコンサート 秩父屋台唯子大集合 

さきたま郷土芸能大会 

W 国民の文化活助 
	 4 国民の文化活助の振興 

"）国民文化祭実施概要 

第 	1 	回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 

年 	月 	日 

（会期） 

61. 11, 22-' 12. 1 
(10) 

62, 10,2"-'lO. 11 
(10) 

63 , 10, 22-' 11,3 
(13) 

元年11,2-11,12 
(11) 

りu 	催 	地 東京都 (5区） 熊本県 (8市） 兵庫県（17市町） 埼玉県（21市町村） 

会 	場 

実施事業数 

9会場 

12事業 

18会場 

2刊‘業 

37会場 

43事業 

41会場 

35り‘業 

参 加県数 31都道府県 認都府県 47都道府県 47都道府県 

出演団体数 

県外 

県内 

153団体 

84 
69 

305団体 

164 
MI 

711団体 

344 
3町 

722団体 

343 
359 

出 演者数 

県外 

県内 

6,438人
乙828 
3,610 

8,180人 

2,119 
6,061 

14.1町人 

5,906 
8,201 

15. 960人 

4,363 
11.597 

応募者激

県外 

県内 

（短俳川並等） 

9800点 6,954点 

4,624 
2.330 

14,919点 

8.929 
5,990 

19,466点 

7,656 
441 

観 客 散 

（パレード‘ 

展示含む） 

46,750人 205,780人 434.249人 464.514人 

協 賛事築

央 施県数 19都府県 17都県 16都県 15都県 

協賛事業数 

県外 

県内 

145水業 

128 
17 

181事業 

69 
112 

3n事業 

1認 

234 

202事業 

23 
179 

今後の開催年次計画 

第 5回（平成 2年度） 	愛媛県 

第 6 回（平成 3年度） 	千葉県 

第 7 回（平成 4年度） 

第8回（平成 5年度） 	岩手県 

第 9回（平成 6年度） 	三重県  

⑨ 第 4 回国民文化祭さいたま89事業―覧 

●主催事業 合計35 	
（平成元年11月12日） 

事 	業 	名 日数 事 	業 	名 日数 

オープニングパレード 1 全国落語競演会 1 
開会式・総合フ＝ステイノくル 1 全国祭りぱやし 1 
閉会式・グランドフイナーレ 1 邦楽・邦舞 さきたまの祭典 2 
文化フオーラム 「道と文化」 1 吟詠剣詩舞道祭 1 
サラリーマン文化シンポジウム 1 埼玉会館 1 
まんがッンポジウム 1 

埼玉国際舞踊祭89 
熊谷会館 1 

国際食文化シンポジウム 1 さいたま大舞踏会 1 
全国絵画展 7 89 	Jazz 	Dance Festival 1 
彫刻プロムナード 11 文芸大会 1 
全国書道展 7 日本の詩全国コソクール 1 
全国写真展 6 全国児童文学祭 1 
合唱・吹奏楽祭 1 S川TAIIA 映像フエステイバル 2 
オーケストラ音楽祭 1 

さいたま大茶会 
稲荷山公闘 1 

日本民謡フエステイバル 1 喜 多 院 1 
全国ャング・ミュージ，ク・フエステイノ《ル 1 さいたま・盆栽大フエ7 7 
現代童謡祭 1 生活文化フエステイバル 6 
オペラ名曲コンサート 1 創作フアッショソショー 1 

さきたま演劇祭 

民話劇 1 まんがフエステイバル 3 
人形劇 1 アバンギャルド・べージエント 2 
現代劇 1 

●記念小業 合計3 
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W 国民の文化活動 
	 4 国民の文化活動の振興 

② 全国高等学校総合文化祭

の 概 要 

全国高等学校総合文化祭は, 芸術文化の振興に資するため, 全国都道府県代表の高等学

に相互の交流を深めることを目的として，昭和52年度から発足したもので，平成 2 年度で第

事業は定着するとともに，新しい分野も活発な展開を見せている。  

回 数 年 開｛推 県 期 	日 
参 加 校 数 
参加人員数 

（観覧を含む） 

テ ー マ 

第 I 回 52 千 葉 県 
7月31日 

~8月 3 日 
(4 日間） 

93校 
9,000人 

第 2 回 53 兵 庫 県 
8月 2 日 
~8月 8日 

(7日間） 

475 
20,450 

第 3 回 54 大 分 県 
8月 1 日 

~8月 7 日 
(7日間） 

494 
33,588 

質
 
朴
 

友
清
 
見

楚
 

第 4 回 55 石 川 県 

8月 5 日 

~8月10日 

(6日間） 

597 
30,773 

友
 
乳
 

清
創
 
純

造
 

第 5 回 56 秋 田 県 
7月29日 

~8月 2 日 

(5日間） 

527 
35,553 

友
 
愛
 

明
向
 
朗
上
 第 6 回 57 栃 木 県 

7 月29日 

~8月 3日 
(6日間） 

653 
55,070 

っくる喜び
ふれあう心 
ひろがる未来 

第 7 回 58 山 口 県 
8月 2 日 

'-'8月 4 日 

(3日間） 

654 
44,126 

友情 創造
かがやけ背春 

第 8 回 59 岐 阜 県 
7 月31日 

~8月 3日 
(4 日間） 

909 
73.558 

かたろう友情 
っくろう文化 
ひらこう未米 

第 9 回 60 岩 手 県 
8
  
月
？
く
 

2
8
6
 

日
月
日
 

仁
‘、
ー
 
 

7

川
刊
 
 

756 
49, 272 

創造一いまここ
に青春のあかし

を 

第 10 回 61 大 阪 府 
8
  
月
、
く
 

5
8

4
 

日
月
日
 
日

、
  

8
m
m
 
 

1,129 
71,729 

全国から大阪へ 
ーそして未来へ 

第 11 回 62 愛 知 県 
8月 4 日 
~8月 7 日 

(4 日間） 

1,399 
75,963 

今，愛知にっど

う創造の心 

第 12 回 63 熊 本 県 
8
  
月
、
く
 

3
8
5
 

日
月
日
  

7
m
山
 
王

？
  

1,081 
91,588 

熊本で 
未来へ放とう
文化の矢 

第 13 回 フじ 岡 山 県 
8月 2 日 
~8月 8 日 
(7日間） 

1,391 
50,590 

創造のかけ橋 
岡山から未来へ 

校生徒による芸術文化活動の発表を総台的に開催し，創造文化活動の向上を図るととも 

14回を迎える。この間, 高等学校総合文化祭は年々充実し，当初12種目でスタートした 

都 	 門 

6 種目（演劇，合唱，吹奏楽 ,邦楽，マーチングバンド・バトントワリング，吟詠） 

8種目 （演劇, 合唱，吹奏楽，邦楽 , マーチングバンド・バトントワリング,吟詠, 

美術工芸, 書道） 

8種目 （演劇，合唱, 吹奏楽 , 邦楽 , マーチングバンド・バトントワリング,吟詠． 

美術工芸，書道） 

9種目 （演劇，合唱, 吹奏楽，邦楽，マーチングバンド・バトソトワリング，吟詠． 

美術工芸，書道，写真） 

10種目 （演劇, 合唱, 吹奏楽・管弦楽 , 邦楽, 郷上芸能，マーチングバンド・バトン

トワリング, 吟詠, 美術工芸，書道，写真） 

10種目 （演劇，合唱，吹奏楽，管弦楽, 邦楽 , 郷土芸能，マーチングバンド・バトン
トワリング, 吟詠剣詩舞，美術工芸, 書道, 写真） 

9種目 （演劇, 合唱，吹奏楽・管弦楽，邦楽，マーチングバンド・バトントワリン

グ，吟詠剣詩舞，美術エ芸，書道, 写真） 

9 種目 （演劇, 合唱，吹奏楽・管弦楽 , 邦楽，マーチングバンド・バトントワり二ノ

グ，吟詠剣詩舞，美術工芸，書道，写真） 

n種目 （演劇，合唱，吹奏楽・管弦楽，邦楽，郷土芸能,マーチングバソド‘ノくトン

トワリング，吟詠剣詩舞，美術工芸，書道, 写真，文芸） 

11種目 （演劇，合唱，吹奏楽，器楽・管弦楽，邦楽，マーチングバンド・バトントワ

リング，吟詠剣詩舞，美術・工芸，書道, 写真, 映像） 

12種目 （演劇，合唱, 吹奏楽 , 器楽‘管弦楽, 邦楽,マーチングバンド・バトントワ
リング，吟詠剣詩舞，美術・エ芸．書道，写真，郷土芸能‘放送文化） 

12種目 （演劇 , 合唱, 吹奏楽 , 器楽・管弦楽, 邦楽，マーチソグバソド Iノくトソトワ
リング , 吟詠剣詩舞，美術・工芸, 書道，写真，郷土芸能，放送文化） 

13穏目 （演劇，合唱，吹奏楽，器楽・管弦楽，日本音楽，マーチングバンド・バト

ントワリング，吟詠剣詩舞，美術・エ芸, 書道, 写真，郷土芸能，放送文化, 
ダンス） 

今後の開催年次計画 

第14回（平成 2年度） 山梨県 第16回（平成 4 年度） 	沖縄県 

第15回（平成 3年度） 香川県 第17回（平成 5年度） 	埼玉県 
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W 国民の文化活動 
	 4 国民の文化活動の振興 

什）第13回岡山大会概況 

開 	催 	部 	門 
出 演・ 出 品数 

全 国 	（岡山県） 

生徒係員数

教職員等係員数 
観覧者数 

総 	合 	明 	会 	式 

8/2 ・ 	岡 山 市 民 会 館 

91校 ( 50w) 
869人（ 759人） 

113人 

105人 

2454 

パ 	レ 	・・ー 	ド 

v2 	県庁通り約 1.3 m 

好校（ 15校） 

1,875人（ 808人） 

258人 

115人 

中止 

合 	 唱 

8/3 	岡 山 市 民 会 館 

53校 C 	19w) 
1,941人（ 479人） 

147人 

31人 

3009 

吹
  

奏敷
 
楽
館
 

 
8
/
3
 

倉
 
市
 
民
 
会
 

 

5
9
 

校
人
 
く

く
 

4
I
 
2
2
 

め

刃
  

2
 
7
2
4
 
4
 

 

釘1人 

51人 

4000 

器 	楽 	・ 	管 	弦 	楽 

8/6 	津山文化セン夕ー 

駒校（ 24榛） 

1,100人（ 228人） 

124人 

54人 

2175 

●ーチソグバソド・バトントワリング 

8/3 	岡山市総合文化体育館 

44校（ 	8校） 

1,631人（ 352人） 

126人 

62人 

4966 

日
  
本
岡
 
音

市
 
楽
館
 

 
8
/
5
 

山
 
民
 
会
 

 

m校（ 13校） 

724人（邸人） 

54人 

58人 

1727 

吟 	詠 	剣 	詩 	舞 

8ノ‘ 	岡山市立市民文化ホール 

101w C 25w) 
410人（ 56人） 

84人 

24人 

1178 

演 	 劇 

8/6-8 	倉 敷 市 民 会 館 

11校 ( 	3t) 
423人（ 43人） 

178人 

85人 

2610 

（平成元年8月） 

部 	門 	の 	内 	容 	（ 	概 	略 	） 

第ー部は式典一三県交流・海外交流（韓国・現代高校）などをスマートに展開．第ニ部はダンス・

合唱・演劇・郷土芸能・オーケストラ・映像を総合して「飛期」への憧れをステージ・ポ＝ム

として熱演．7ンコールの拍手が鳴り止まなかった．TV中継も好評． 

台風12号の余波による雨のため，8月 2日午前 9時20分中止を決定．出場校の大半と全係員は持

場にっき，多くの観客も心待ちしていたため，決定予定時刻から2時間以上も天候の回復を待った

が，雨の止む気配もなく，涙をのんで中止した， 

各校が演奏時間8分以内で美しい旋律とノ、ーモニイーを披露．岡山県からは，この大会のために

編成された 225名の混声合唱と 174名の女声合唱，80名の女声合嘱が出演．フイナーレでは次A 

に手を粗み肩を組んだ感動の大合唱が1時間余り統いた． 

前日の交流会に参加した 2000名の盛り上がりが，そのまま当日の発喪にっながり,ノくンドカラー 

の魅力も存分に発揮され，っめかけた観客も十分に堪能．フ‘ナーレでは就実高校が本大会委嘱

作品「下津井節変奏曲」を滴奏，満員の会場は感動で包まれた． 

ギ夕ー．・マンドリン，管弦楽，ハンドべルなどの水準の高い演奏と迫力あるステージが満員の聴

衆を魅了した．岡山からの，この大会のために編成された選抜オーケストラゃ清心女子．作陽‘岡

山城東の演奏も絶賛の拍手をあびた． 

ダイナミ，クなサウンドと軽ゃかなりズム・準ゃかな演技で観客の目と耳を魅了した．特に 1800 

本のべンライトの揺れる大合唱による閉会式 .1300人による前夜の交流会など．数4の演出と係

員の努力が全国から集まった参加者に感銘を与えた． 

1団体7-8分，毎曲中心ながら古典から現イtI廿はでの幅広いプログラム．岡山県からの管・弦・打

の全ノ‘ート和楽器による邦楽7ン・り・ソブルの他,今大会初登場の奈良県・天理高校の雅楽「蘭陵

王」などが多くの観客の耳目をあっめた． 

吟詠・詩舞・剣舞・構成吟などにすIどらしい喉と鮮ゃかな舞を披露．岡山からはフイナーレを飾

る構成吟「岡山県中世人物風土記」を40分にわたり力強く演じ好評を博した，会場は，高校生か

らお年寄りまで幅広い層の観客に恵まれ大盛況のうちに閉幕した． 

全国二千数百校から遺ぽれた9プロック代表11校が高校演劇日本ーをかけて競演し，中部日本代

我の椙山女学園高校が文部大臣賞を獲得，専門家による講留会，劇作家の別役央氏による記念講

演，700人の大合唱がわきあがる交流会も大会を盛り上げた． 
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W 国民の文化活助 
	 ‘ 国民の文化活助の振興 

聞 催 	部 	門 
出 演・ 出 品数 

全 国 	（岡山県） 

生徒係員数

教職員等係員政 
観 寛者数 

郷 

8/4 
土 	芸 	能 

津山文化セン夕ー 

19& C 	8校) 
302人（ 127人） 

1関人 

55人 

1707 

美 	術 ・ エ 	芸 257校（四校） 71人 4532 
8/2-6 岡 山 県立美術館 好6点（ 246点） 31人 

書 道 202佼（ 54校） 129人 鉛相 

8/2-6 県総合文化センター 383点（ 232点） 50人 

写 真 201校（ 31校） 108人 即加 

v2~6 倉敷 市立災術館 271点（ 76点） 29人 

放 送 	文 	化 132w C 	17) 町人 2070 
8/5・6 三 木 記念 ホ ー ル 174点（ 28点） 40人 

ダ ン 	 ス 238C C 	20校) 57人 1084 
8/6 岡山市立市民文化ホール 284人（ 259人） 28人 

合 計 1,391校 C 376校) 乙057人 釘4昭 

13.122人（ 4.173人） 別8人 

(ID 1 「田演・出品数」欄の（）内の数は,内激， 

2 参加校数は，延べ校数．実参加校数は，8昭校（内，岡山県96校） 

3 係員数は．央激．なお，敦護係は各部門の集計に含むが，総合案内j'i係の教職員30人と 

4 総合開会式の観覚者政は,前日の公開リハーサルの観客を合む． 

部 	門 	の 	内 	容 	（ 	概 	略 	） 

太鼓‘神楽・民謡踊り・人形浄瑠璃・「横仙歌舞伎」などの郷土芸能・伝統芸能を北は岩手から

南は沖縄までの高校生が演じ，幅広い年齢層でうまった客席は拍手でっっまれ，終了後の会場前

広場の「ハイャ節」の踊りの輪に引き継がれる盛会ぶりだった． 

絵画・デザイン・彫刻・エ芸など 476点を,従来とは異なりジャソル別・傾向別に展示・岡山か

らの42枚による共同制作の巨大監画も好評，京都国立近代美術館長小倉忠夫先生の講演「美衛と

人生」 もホールを埋め尽くした聴衆に深い感銘を与えた． 

認3点の作品を展示．岡山県からは，「生活に生きる書」として，扇子・団扇なども出品．浅野貞

雄先生の説得力に富んだ講評ゃグループ別に「部活動のあるべき姿」などの熱心な討臓を行った

交流会も内容も濃いもので，超満員の会場に感動が広がった． 

若い視点がとらえた 271点を展示．撮影会は，倉敷・美観」也区と高校生の演じる「備中神楽」を

被写体に中村昭夫先生などの指導のもと，400名が参加，英伸三先生の講演「写真部活動のあ

り方」も満席の会場に発見と共感の渦を巻き起こした． 

7ナウンス・郷土ゆかりの作家の作品の朗説・映像の便りビデオレ夕ー・ビデオ作品の技術的に

もハイレべルの発表が満員の会場で行われた．交流会の「お国自慢を方言で」に大いに沸き，岡

山盲学校の朗脱発喪が奨励賞に輝いたのも特筆すべきことである． 

全国高校総合文化祭では，協賛租目として初登場，舞台いっぱいに，各校独自のテー’を迫求し

た創作ダンスが20ステージ繰り広げられた．他県では休育系の活動となっているため県外からの

参加は少なかったが,今後の発展●こ大きた一石を投じた． 

7イデ47の斬新さ，乎作り主義，観覧者の多さ，きめ細ゃかな運営．広報活動の充実，デザイ

ン委員会の活躍，参加候補校制度により取り粗んだ岡山からの発衰の完成度の高さ等が評価され

た．大会期問中の宿泊者数は，岡山7382人，倉敷5119人,津山14弱人． 

生徒61人は各部門の集計には含めず,合計欄のみに迫加した． 
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N 国民の文化活動 
	 4 国民の文化活動の振興 

③ 巡回公演 

什）事業概要（昭和63年度突績） 

（】） こども芸術劇場 

こども（10歳～13歳）の豊かな情操の涌養と健全な成長に資することを目的として，昭

和49年度から突施 

予算額 	144,197千円 

公演回数 50回 

公演種目 オーケストラ，音楽劇，バレェ,児童劇,合唱 	 計 5種目 

(2) 背少年芸術劇場 

背少年（14歳～19歳）の健全な育成と地域芸術文化活動の推進を図ることを目的とし 

て，昭和42年度から実施 

予算額 262,584千円 

公演回数 51回 

公演稲目 オペラ,新劇，能楽，文楽I オーケストラ‘バレェ，歌舞伎，邦楽・邦 

舞，寄席芸能 	計 9種目 

(3）中学校芸術鑑賞教室 

中学生に対し優れた芸術を鑑賞する機会を確保し,豊かな創造性，情操の涌養に資する 

とともに,その芸術文化活動に充実向上を図ることを目的として，昭和59年度から実施 

予算額 147,367千円 

公演回数 58回 

公演種目 合唱,オーケストラ，ミュージカル，演劇，邦楽‘邦舞,文楽 

計 6種目 

(4）移動芸術祭 

地域に質の高い舞台芸術鑑賞の機会を提供することにより,芸術の普及と向上を図り， 

芸術文化の調和ある発展に寄与するととを目的として，昭和39年度から実施 

予算額 328,627千円 

公演回数 143回 

公演種目 文楽,歌舞伎，新劇，オーケストラ,邦楽・邦舞，ォペラ‘バレエ，t 

楽，モグンダンス， ミュージカル，寄席芸能 	 計11種目  

(4) 事業実績 

1 公演種目 （平成元年度） 

（移動芸術祭） （こども芸術劇場） （青少年芸術劇場） （中学校芸術鑑賞教室） 

(I）能 	楽 (1) オーケストラ 	（I) オ ペ ラ （I） 合 	唱 

に）文 	楽 (2) 音 楽 劇 	(2) 新 	劇 (2) オーケストラ 

(3)歌 舞 伎 (3) バ レ ユ 	(3) 能 	楽 (3) ミュージカル 

(‘〕析 	劇（'） 児 童 劇 	(4）文 	楽 (4) 演 	劇 

(5）オーケストラ （5） 合 	唱 	（5） オーケストラ （5) 邦楽・邦舞 

⑥ォ ペ ラ 	 （6） バ レ ユ (6） 文 	楽 

(i）邦 	舞 	 (i) 歌 舞 伎 

(8)バ レ エ 	 （8) 邦楽・邦舞 

区分 	 年度 60 61 62 63 

移 動 芸 術 祭 15団休 150公演 15団休 151公演 15団体 lM公演 15団休 143公演 

こども芸術劇場 5団体 64公演 6団件 58公演 5団体 56公滴 6団俳 50公演 

背少年芸術劇場 12団体 63公演 12団体 60公演 11161体 56公演 9団体 51公演 

中学校芸術鑑賞教室 6団体 30公演 8団休 44公演 6団体 46公演 7団休 58公演 

3 昭1Q63年度巡回公演事業観客数調 

(1) 移動芸術祭巡回事業 104.089人（ 1公演当たり 728 人） 

(2） こども芸術刺場 	47.535人（1公演当たり 951人） 

(3) 青少年芸術劇場 	48.447人（1公演当たり 950人） 

(4）中学校芸術艦賞教室 55,145人（l公演当たり 951人） 

4 事業にかかる級客総数 

255,216人（1公演当たり 845人） 

(31種目 37団体 302公演） 

オペラ‘バレェ，能 

計11種目 

白）モダンダンス 	 （s) 寄 席 芸 能 (9）モダンダンス

⑩ミュージカル

⑩寄 席芸能 

2 巡回公演実績（過去 4年間） 

（参考：4 事業合計） 

予算額 882,775千円 

公演回数 302回

公演種目 31種目 
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W 国民の文化活動 

（ウ）制作団体等ー覧 

（ュ） 移動芸術祭・同巡回公演（春季公演）制作団体 
	

（平成元年度） 

種 	 目 制 作 団 体 名 演 	 目 摘 	要 

新 	劇 ,， 現代演劇協会 

「セールスマンの死」 

作 
翻訳 ：沼郡治治 

公演 	劇団 昂 

ス夕，フ 	16名 

キャスト 	14名 

オーケストラ 

,， 東京フ‘ルノ、ーそ

ニー交響楽団 

口，シーニ： 

「どろぼうかささ的序曲 

ペートーペソ： 

ビアノ協奏山第 5 番 

変水長調「皇帝」 

ペートーペン： 

交響曲第 2番＝長調 

指揮 	尾高忠明 

ピアノ 	花房晴焚 

スタ，フ 	5名 

卿 東京交響楽団 

モーッ7ルト： 

歌劇「フ‘ガロの結好」序曲 

ラロ：スべイン交●曲 

ペ一トーペン： 

交．曲第 8番へ長国「田園」 

指揮 	秋山和慶 

パイオリン 前価汀子 

演奏者 	74名 

スタプフ 	6名 

（り 移動芸術祭・同巡回公演（秋季公演）制作団体 
	

（平成元年度） 

趣 	 目 個 作 団 体 名 演 	 目 摘 	要 

能 	楽 柵） 能楽臨会 

億 	（観世流） 

「羽衣ー和合之舞」 

狂甘（大蔵流〕 	「秩大名」 

2
6
 

 
出ス
 
演

夕
 
者
 
ッ
 
名
名
 

フ
  

文 	楽 ，” 文楽協会 

短城反魂香 士佐将監I打居の段． 

新版歌祭文 野崎村の段 

人形浄瑠璃 	文楽座 

出演者 	33名 

ス夕ヴフ 	17名 

歌 舞 伎 松竹株式会社 

松竹大歌押伎 

山演者 松木幸四郎他 

55名 

ス夕プフ 	27名 

新 	劇 柵 文学座 

「愛と偶然の戯れ」 

作 ・りボー 

訳 鵜山 仁 

2
07
  

ス
 
中
 
夕
 
ャ
 
●

ス
 
フ
 
ト
 
名
名
 

オーケストラ 

卿 読売日木交響豪団 

グリンカ：歌劇「ルスランと 

リュドミーラ」序曲

グりーグ：ビ7ノ協奏曲イ短調

チ中イコフス中ー： 

交響曲第 5 番ホ短凋 

指揮 

ピ7ノ 	伊輝 恵 

執奏者 	81名 

ス夕，フ 	S名 

大阪プイルハーモ＝・ー 

交．楽団 

ロ，シーニ：歌劇「絹のはしご」 

序曲 

メンデルスゾーン： 

パイオりン協奏曲作品64 
チ十イコフス中ー： 

交響曲第6番「悲憶」 

指揮 	手塚幸紀 

パイオリン 

千住真理子 

演奏者 	85名 

スタ，フ 	5 名 

4 国民の文化活動の振興 

租 	 目 制 作 団 体 名 演 	 目 摘 	要 

オ 	ペ 	ラ 伽二期会オペラ振興金 

オペラ 「カルメン」 全 4 幕
作曲 ビ・ビー 

訳詞 宗近 昭 

補筆 村田健珂 

指揮 	佐藤功太郎 

演出 	粟山昌良 

管弦楽 

東京ッテ‘・フイノレハ 

ーモニック管弦楽団

関西フ‘ルハーモニー 

管弦楽団 

合唱 	ニ期会合唱団 

ノくレュ（スペイン舞踊〕 

ス,，フ 	140名 

中十スト 	10名 

邦 	舞 ⑩ 日本舞踊協金 

長唄「都風流」 	長唄「ニ人椀久」 

地唄「珠取海女」 	長唄「五月用」 

長唄「俄獅子」 

っ
一
 
【

ノ
】
 

 

出
ス
 
演

夕
 
者
 
ッ
 

4
6
 

名
名
 フ

  

パ 	レ 	＝ “日本舞台芸術姫典会 

チ＋イコフス中ー： 

「くるみ割り人形」全幕 

（ワッリー・ワイノネソ版） 

チ十イコフスキー記念

東京パレュ団 

指揮 	ミ，ッエル・ケノ‘ル 

演奏 東京シテ‘‘フ 

」ルハーモニック管弦

楽団 

ス夕ッフ 	85名 

中ャスト 	60名 

モダンダンス 囲 現代舞踊協会 

アキ＝・力ンダ作品 

「パルパラを踊る」（音楽：パルメラ） 

小島章司作品 

17・レ・グ・り・γ」（フラメンコ音楽〕 

金井英三枝作品 

「嵐が丘ー・恋と激と幽ー」 

(.，サム及び,与ハの曲使用） 

ス
キ
 
夕
 
十
 
プ
 

ス
 
プ
 
ト
 

2
4
 
1

1
 

名
名
 

ミュージカル 柵コマ・プロダ●シ．ン 

「7ニーよ統をとれ」 

音楽・台詞 アーウイソ・パーりン

台本 ハーパート・フ」ルーズ 

ドロシ‘・フイルーズ

翻訳 倉栃 健 

歌詞 大場公之 

ス’，フ 	21名 

中ャスト 

鳥団歌雑外35名 

寄 席芸能 軸 落語芸術鴎会 

落語 桂米丸 社文治 

ものまね 江戸家猫入 

奇術 松旭斎入皿子・美江子

浸才 新山ひでや・えっや 他 

出演者 	12名 

ス夕，フ 	1名 
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4 国民の文化活助の振興 

(c こども芸術劇揚制作団体 	
（平成元年度）  

種 	 目 伽 作 団 体 名 演 	 目 摘 	要 

オーケスト， 
伽名古量フ‘ルハーモニー 

交 	響 	楽 	団 

ス，ペ：喜歌劇「軽騎兵」序曲 

ペートーペン：交響曲第5番ハ短餌 

（「運命力第1楽章 

グりーグ：「ペールギュント」 

第人組曲 

ムソルグス中ー：交響詩 

「禿山のー夜」 

●ハン・ッュトラウス： 

ポルカ「狩り十「皇帝円舞曲」 

●ーゼフ・ッュトラウス： 

「かじやのポル力」 

解説講師 飯守審次郎 

指揮 	販守零次郎 

演奏者 	72名 

ス’プフ 	4名 

音 楽 劇 助ニ期会オペラ振興会 

「へンゼルとグレーテ,り 

（グリム童話より）べ，テ台本 

フンパーデ‘ング 作曲 

田中信昭・中山悌ー 共訳 

栗山昌良 台詞 

東京室内歌劇場 

ス夕 7フ 	53名 

キャスト 	I名 

合 	喝 金業‘l合 東京配声合悩団 

〈第1部〉（世界の名曲〕 

へソデル：ハレルャ，ラ，ソ】山びこ 

バプハ：主よ人の望みの喜びよ 

く第 2 都〉（日本の歌〕 

滝廉太郎：花 山田耕邦：との道 

成田為三：浜辺の歌 

柴田南雄：迫分節考 

く第 3 郎〉（全員合唱） 

ミュラー：ゆかいに歩けぱ 

く第‘部〉（みんなの歌） 

りチャード・ロジャース：ューデ 

ルワイス 

山本直純：歌えパンバン 7メり 

力民鶴：峠のわが家，線路は統く 

よどこまでも，佐藤真：大地讃親 

指揮：人尋和美 

ピ7ノ：坂井和子 

バ 	レ 	＝ 牧阿佐美バレュ団 
「コ，ペりアバ全幕）ドりーブ作曲 ス

 
キ
 
プ
 

ス
 
フ
ト
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児 童 劇 企薬組合 劇団仲問 

「バンビ」〈森の生話の物語>2幕

原作：フエりフス・ザルテン

脚色：L．ダ＝ーリナ 

訳 ：大井数雄 

台木・演出：篠崎光正 

、
‘8
  

ス
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ス
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ト
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(ci) 青少年芸術劇場制作団体 

（平成元年度） 

種 	 目 伽 作 団 体 名 演 	 目 摘 	要 

億 	楽 ⑩ 億 楽 協 会 
億 	（喜多流）「瓜塚」 

狂甘（大蔵雄）「神鴨」 

派追人員 	34名 

文 	楽 叩 文 楽 協 会 

（解説）義太夫節にっいて 

人形にっいて 

「曽根崎心中」 

近松門左術門 作 

野掃松之輔 脚色・作曲 

人形浄瑠璃 	文楽座 

山消者 	32名 

ス夕，フ 	18名 

歌 舞 伎 松 竹 株式 金 社 

歌舞伎のみかた 

汐汲 

与話情浮名横櫛 源氏店 

出演者 

市川圏十郎外39名 

ス夕ッフ 	妬名 

邦楽・邦舞 叫日本舞踊協会 

清元「三社祭」 	箪曲「六段の調」 

地唄「入千代獅子」 	済元「子守」 

清元「古野山」 

派避人員 	50名 

寄席芸伯 叫 落 語 協 会 

（出演者）古今亭皿菊．入船亭扇柵， 

入船亭月I遊，林家小正楽， 

ふじゆきえ・はなこほか 

出
ス
 
演

タ
 
者
 
グ
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名
名
 フ

  

新 	劇 脚演劇集団 円 
「りア王」 

原作：ッ昌イクスピ7 
ス夕，フ 	14名 

中＋スト 	22名 

オ ペ 	ラ 闘日本才ペラ撮興会 

オペラ「蝶4夫人」全 3幕 

（宇幕スーパー付き原語上演） 

作曲；プ，チー＝ 

解脱講師： 市条年章 

ス夕，フ 	如名 

キ＋スト 	46名 

管弦楽：折星日本交，楽団 

バ 	レ 	＝ 岡日木パレエ協会 

アダソ作曲「ジゼル」全 2幕 解説講師： 粕谷辰雄 

ス,，フ 	101名 

中ャスト 	48名 

演奏： 東京交響楽団 

オーケストラ 

“新星日木交響楽団 

りスト：交脅詩「前奏曲」 

グリーグ：ビ7ノ協奏曲イ皿調

ドポルザーク】交卿曲第9番 

ホ短調「新世界より」 

指揮： 	大友直人 

ピアノ： 	迫 昭嘉 

演奏者 	77名 

スタ，フ 	5名 

“札幌交響楽団 

ス，べ：喜歌劇「詩人と農夫」序曲

モーッ7ルト： 

オーポ＝協奏曲ハ長凋

外山雄三：日木民編による曽弦楽入門

チャイ＝プス＋ー： 

幻1馴事曲「ロメオとジ．●エ，ト」 

指揮 	三石輸ー 

才ー求ュ 	岩崎弘昌 

演奏者 	74名 

スタ，フ 	7名 

2976 	 〔文政〕2976 
	 "”〔文政〕 

	
2g77 



y 国民の文化活動 

(.） 中学校芸術鑑賞教室制作団体 

（平成元年度） 

種 	 目 制 作 団 体 名 演 	 目 摘 	要 

合 	喝 伽ニ期会オペラ振興会 

日木の名曲 

（「荒誠の月」「浜辺の歌」など） 

世界の名曲 

（「英しく腎きドナウ」「 7ペ・マ 9 ,.Jなど） 

オペラハイライト 「カルメン」 

声の紹介，合同潰奏ほか 

キャスト及びス夕プフ 

38名 

ミュージカル 軸 劇団 乎 繊 座 
ミュージカルによる民話 

「皿になった竜のきI幻 

ス夕ププ 	lI名 

キャスト 	12名 

演 	蘭 
佃東京演劇 

7ンサンブル 

「走れメロス」 ス夕 Vフ 	10名 

キャスト 	18名 

オーケスト’ 
関 新日木フ‘ルハー 

モ＝ー交’」褒団 

スッペ：喜欧劇「軽騎兵」序曲

モーッアルト： 

「アイネ・クライネ・ナハトムジ一ク」 

より第ー楽章

プラームス：ハンガりア舞曲第 5 番

スメタナ：交響詩「わが祖国」より 

「モルダウ」仕か 

生徒との合岡演奏など 

聞催校の校歌 

指揮と話： 乎塚幸紀 

演奏者 	66名 

ス,プフ 	7名 

文 	楽 軸 文 楽 協 会 

（解脱）義太夫節にっいて 

三味線にっいて

人形にっいて 

「釣女」初代鶴浄遭入 作曲

楳茂都陸平 振付 

人形浄瑠璃 	文楽座 

出演者 	26名 

ス夕，フ 	12名 

邦楽・邦舞 岡日木舞踊協会 

長呪「勧進帳」（故奏） 

長唄「越険獅子」（舞踊） 

長肌「藤娘J（舞踊） 

長，l「五蜂橋」（舞踊） 

（突習と解説）長唄の楽器紹介 

時代と扮装 

扇子の使い方 

おじぎのしかたほか 
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V 生活文化 
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生活文化とは,簡単に言えぱ，衣・食・住など生活に係る文化を言うと考

えられている。現在，我が国社会では，着実な経済発展を背景として,技術

革新，国際化，情報化の進展に加え,長寿化，自由時問の増大等大きな構造

的変化が生じてきている。これらの変化は，生活様式,あるいは価値観の面

でも若年層を中心に種々の変化を引き起こしてきており，新しい生活文化の

創造への引きがねにもなりうるものである。また,国民の文化活動は，服飾， 

デザイソ,食文化など幅広い範囲に及んでおり，その内容も多彩なものとな

りつつある。 

 

生活文化 

  

IIIl,I'II'lIIIIご’I聞lII'＝に‘7冒‘I，' 

  

   

口 余 暇 活 動 

（リ 労働時間 

士 労働者1人平均年間労働時間は，高度成長期には着実な減少をみたが,昭

和50年代以降はIまぼ 2,100時問前後で推移している（(i）一①）。週休 2日制普

及率をみても同様の傾向がみられるが,昭和62年実績では約 4分の 3の労働

者が何らかの週休 2日制の適用を受けている（(1）一②）。我が国の労働時問

を諸外国と比較してみると，年間労働時間で200-500時間,労働日数で20' 

30日程度我が国の方が長い（(1）一③）。経済企画庁の調査によれば，仕事とレ

ジャーに関し，「仕事が第一」と考える者の割合は，長時間労働者の方が短時

問労働者よりかなり多くなっている ((1）一④）。 

政府では，平均年間労働時間 1,800時間程度を実現するべく，施策の充実

に努めているところであるが，参議院国民生活に関する調査会においても， 

労働と余暇に関し，中高年勤労者余暇対策の確立，連統休暇の取得促進，特

別有給休暇制度の導入等の提言を行っている（(1）ー⑤）。 

3181 (icEd) 	 3181 



V 生活文化 1 余暇活動 

③ 労働時間等の国際比較

⑦ 労働時聞の国際比較 

0 	 500 I,000 1,500 	 2,000 (ft#IIli) 

2,432 

年間総突労働時間 

（注） 原則として製造業生産労働者についての，1987年の散 

（資料） EC及び各国資料 

労働省労働基準局賃金時問部企画課推計による． 

る． で 

（注） 1 調査産築計, り‘巣所規拠30人以上。 

2 昭和30, 35, 40年はサービス業を除く． 

3 年平均月間央労働時間を12倍したものである‘ 

（資料） 労働省「毎月勤労統計調査」 

② 週休 2 日制普及率の推移 "）年間休日等の国際比較 

74. I 
69.9 

76.5 78・0 77・6 

週休 2 日制適用労働者数の割合 

60 61 62（年） 50 55 

働 

252 
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① 労働者 1 人平均年間実労働時間の推移 

2,315 

2.140 

2,239 

2 ,108 アメリカ 

2,102 	2.111 
年間所定内労働時問 、 2,039

N 2,064 
イギリス 

、ーーー，一一 1 ,946ー．. L932一一一．I .93と． 
I ,937 

西ドイツ 

‘ 	 ● 	 l I 

昭和30 	35 	40 45 60 	61 	62 	63(年) 
フランス 

（時問） 
2,400 

2,300 

2,200 

2,I 00 

2,000 

1,900 

l 

. '  III． ' 

（注） 1 原則として製造業生産労働者についての政字である． 

2 欧米の年休は，付与日数である． 

3 アメリカ．イギリス，西ドイツについては , 完全週休 2 日制とした． 

（資料） EC友び各国資料 

労働省労働基準局賃企時間部企画課推計による． 

アメリカ

イギ I) ス

西ドイツ

フランス 

47.6 
ク土・一一・ーーーーー 

27.1 28.2 28.5 
21.4 
．・’ーー…………………ー 	 完全週休 2 日湖通用労働看数の割合 

17.9 

4.5 
4.4 

0  0 
昭和45 

6.1 6.2 7.3 
．ーーー．ーーー．・ー・ー・ー．ー・ーー‘  

兜全週休 2 日棚採用企桑数の割合 

（注） 1 調査産業計，企業規換30人以上， 

2 昭和58年以前は各年 9月末．59年以降は各年12月来現在． 

（資料） 労働省「賃金労働時間制度等総合調査」 

~ 
年 	 365（日） 
休週休日及び祝日等の休日 

230. I 
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115え 

220 
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週休 2 日翻採用企業数の割合 
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（資料） 範済企画庁「労働時問短縮がライフスタイルiこ汲ぼす影響について」 元年‘I月 
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V 生活文化 1 余暇活動 

④ 仕事とレジャーについての意識と行動 

 

⑤ 国民生活に関する調査報告〔抜粋〕 

ー労働と余暇ー 

  

平成元年六月 

仕半か大切 
どららかといえば
仕事が大切 

ど、らかこ
いえばレジ 

叫方大切ヤーが押 Fー 

参議院国民生活に関する調査会 

四 提甘 

余暇問題は，すぐれて個人の自由裁皿に属するものであるが,国を初めとする行政の役

割も大きく，人4が主体的に自らの余暇を開発・創造していくことを支援することが必要

である． 

当調査会は，このような余暇の本質の上に立って，「労働と余暇」に関し，特に重要と思

われるものについてここに提言する． 

(t） 中高年動労者余暇対策の確立 

30-'50歳台の中高年動労者は,自由時間,余暇享受能力等の点で，最も余暇機会に恵ま

れない層である。そのため,健康促進，充突した老後生活の実現を目的とした学習機会の

提供等中高年動労者を特に対象とした余暇対策を確立し，余暇意識の高揚と,余暇活動の

活発化が促進されるようにすべきである。 

(2) 連統休暇の取得促進 

我が国では年次有給休暇の消化率が極めて低く，労働時間短縮のためには,年次有給休

暇の完全消化の定着を図ることが重要である。労働者,特に壮年層の心身両面における疲

労の回復．自己啓発のための自由時間の確保．家族そろって余暇活動に親しむことによる

家庭生活の充突を図っていくためには,労働者が希望する時季に年次有給休暇の一部を連

統して取得できることが望ましい。このような職場環境の気運を醸成していくため，あら

かじめ労働者の休暇予定を踏まえた業務計画を作成するなど,連続休暇の取得を促進する

ための指導を強化すべきである． 

(3） 特別有給休暇制度の積極的導入 

労働時間の短縮は，労働による肉体的疲労の回復のためだけでなく，労働者の社会的， 

文化的活動への参加を保障し，また自らの能力を啓発する機会を与え,精神的に豊かな生

活を保障するための重要な方策である。このような労働者の生活の質的向上という観点か

らは,学習休暇制度やリフレッツュ休暇制度など勤統年数に応じた特別有給休暇制度の積

極的導入が図られるべきである。 

(4) 有給病気休暇の普及促進 

我が国の社会においては，年次有給休暇を病気時に備えて留保しておく慣行があり，こ

れが年次有給休暇の完全消化を妨げている面がある．このため，今後，年次有給休暇を積 
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V 生活文化 

極的に余暇活動に振り向けていくことができるよう,有給病気休暇の普及促進を図るべき

である． 

(5) 週休2日制の導入拡充 

労働時間短縮の基本となるのは完全週休二日制の確立である．特に中小企業では‘級営

基盤の弱さ，同業他社との競争や取引先との関係などが，週休二日制導入等の妨げとなっ

ていることが多く，個別企業の努力だけでは労働時間短縮を進めにくい状況にある。この

ため，生産性向上，経営基盤の拡充がこれまで以上に図られるとともに，大企業・発注元

の特別の配慮や，業界ぐるみ,地域ぐるみでー斉に労働時間短縮を進める努力が必要であ 

り，国としても各種の支援措置を強化すべきである． 

1 余暇活動 

(2） 自由時問 

火 余暇活動の重要性については，余暇憲章等により国際的にも広く認められ

ているところである （(2）一①）。 

我が国において余暇活動の阻害要因として大きいものは，平日の自由時間

の不足，費用がかかり過ぎる点であるが，何の妨げもないが余暇活動を行っ

ていない層も多い（(z）一②）。費用の点を諸外国と比べてみると,我が国は, 

余暇活動が高価なものとなっている 《2）一③）。 

国の自由時問充実対策関係予算の推移をみると，近年着実な伸びを示して

いる （(2）一④）。 

火 雇用者の生活行動時間の近年の変化をみると，余暇活動を行っている時問

がかなり増えているが，男子有業者についてその内容をみると,新聞,雑誌

や付き合いに費やす時間が多いのが分かる （(2）ー⑤,⑥）。 

自由時間の過ごし方に関し，現在やっている人が比較的少ないが，これか

らやりたい人が多いものとしては,海外旅行,書道，華道等のけいこごと, 

などが挙げられている（(2）一⑦）。 

また,ビジネスマンについて，自由時『肋‘増えた場合の行いたいことは, 

日木人では，旅行，滞在型レジャーの希望が特に強く，次いでスポーッ，読

書等，芸術鑑賞の順である。在日外国人では旅行,滞在型レジャー,スポー 

ツ，芸術鑑賞の順となっているが,日本人ほど，旅行と芸術鑑賞の差はない。 

さらに,自由になるお金が増えた場合の行いたいことは，日本人では旅

行，貯蓄，リゾートマンツョン等，スポーツの順であり，在日外国人では・

旅行，リゾートマンション等,スポーツ,芸術鑑賞の順である 《2）ー⑧）。 

3186(-3270) 	 (文政) 3186 (-3270) 
	 3271 (文E) 	 327! 



V 生活文化 
	 l 余暇活動 

① 余暇憲章〔要旨〕 
	

義の下で彼ら自身の参加によりその責任を実行する権利を有する． 

	

1976年 4月ペルギーのプ I) ュ 'ft 七ルで叩催された世界余暇謙章会膳にて採択 
	

第 8糸 コミュニケーツョン手段については，余暇活動に関するあらゆる政策の中で十分 

に考慮されなけれIポならず，また，コミュニケーション手段はこの憲章に含まれる 

基本原則に適合するように行使されなければならない． 

（前文） 

人の活動は，社会の創造的かつ調和ある発展と人類の進歩に寄与すべきものである。 

労働と余暇の関係は調和のとれたものでなけれぱならない，このためには・余暇におい

ても，労働においても，社会的な公平が保たれ，また，それぞれの場において個性の発揮 

が可能となる必要がある． 

たとえ，働く権利,労働の人間化，満足しうる生活水準という 3条件が与えられても・ 

それは人間として最小限度の意義を与えるものにすぎず，それだけでは僧人の自己実現を

保障するのに十分とはなりえない． 

（条項） 

第1条 人は自由時間を持つ権利を有する。人はまた，社会関係を創り,構成し・動かす 

者として，自らの自由な選択の下に余暇活動を行う資格を付与されている・ 

第 2条 自由時間は怠惰な時間であってはならない。余暇活動を明確に特徴付けるもの

は，その活動において，自発的な熱意により自己突現を図ることが可能であり,ま

た，創造的な方法で個性を発現できるところにある． 

第 3条 自由時間の用途はそれぞれの社会で異なっている．しかしながら・何れの社会に

も共通していえることは，自由時間が,特に，心身の発達，自然や文化との触れ合

い,社会生活の強化,社会参加や準仕活動や祝祭の奨励，自己発見的な旅行の評価

や国際的な理解のために使われることが重要である． 

第 4 条 家族，学校及びすべての教育者は,子供が遊びという積極的な余暇活動を始める

際に決定的な役割を果たさなけれぱならない。 

第 5条 病気,年齢,失業,臨時雇用により生じる自由時間は,社会保障が整備されるこ

とによって，有意義な余暇活動に使うことができる。活動能力の全部又はー部を

失っている人も皆,社会生活に参加するため自らの創造的能力を発揮する権利を有

する。これを実現できるような社会が作られなければならない・ 

第 6条 公的機関は,個人の自由かつ効果的な余暇活動を保障しなけれぼならない。公的

機関は．立法，予算，投資，適切な施設の供給．余暇活動の活性化及び人的組織の 

形成を通じてこれに貢献する。 

公的機関は,余暇活動の開発が創造の自由及び人間の尊厳と両立しない虚偽の需 

要や娯楽に向けられる場合には，その開発を抑制させることを保証する・ 

第I条 余暇活動の法的及び物的諸条件を実現することが国家及びすべての公共団体の任

務であるとしても，これら公共部門は余暇に関する組織を独占するものであっては

ならない。政治的,社会的及び宗教的な諸団体のほか‘主として市民自身が民主主 

3272 	 〔文政〕3272 	 3273〔文政〕 
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生活文化 

② 余暇活動の阻害要因  

1 余暇活動 

④ 自由時間充実対策関係予算の推移 

0 弘 SI 	52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 	62 63 (年度) 

（資料） 経済企画庁資料 

（資料） 余暇聞発七ンター「余暇活動についての調査」昭和62年 

（山典） 労冊省 161年労働白書」 

③ バカンス，旅行に要する費用 

阻 	名 

パカンス,旅行

に要する費用 

内 	 容 

1日当たり支出 

する費用の全家 

庭平均（試算） 

フランス 
2.306フラン 

118. 800円 

パカソス27.4日 （全家庭平均）に支出する費用 

の全家庭平均 	 (1979年） 
L3叩円 

西ドイッ 
1. 383マルク 

128,600円 

バカンス 6週間（最もー般的な動労者のバカン

ス旅行）を過ごすための中流家庭が支出する費 

用の平均 	 (1983年） 

3.1叩円 

日 	本 
39. 300円 

国内旅行（平均宿泊日数 2.2日）に支出される 

1人当たり費用 	 (1昭‘年） 

（注） 

17.9加円 

（注） 1日当たりに支出する費用の1人当たり平均である． 

（資料） 通商産集省資料 
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⑦ 自由な時間の過ごし方に関する世論調査 

現在やっているもの 
これからやリたいもC) 

(%) 
復数回答 

H〕テ レ ビ を み る 

(2)家 族 と だ ん ら ん す る 

(3）スボーツ活動・健康づく り 

(4)読書・調べもの・図書館に行く 

(5)友人 と のつ き あ い・交際 

(6）ス ポ 

	(62.0 
	(35 3 

(59.6 
	(67.9 

	151.9 
	(42 5 
	(51.3 

観 戦 	(25 7 

	159.2 
	(47 8 

(7）盛り場での娯楽（映画，飲食．買い物など） 

(8）山や海での遊び・レクリエー・ション 

(9）何も しないでブラブラする 

（川日 帰 り 旅行， ハ イ キ ン グ 

(II) I 泊 以 上 の 国 内 旅 行 

	I 46 3 
	117.1 

	I;lg 
( 41.5 

	(10.5 
事】 139,3 
	135.3 

(36.6 
	(54.6 

歩 	122.0 (12)散 
	(30.3 

((31観 賞（映 画 ・ 演 劇 な ど） 

（団バチンコ，マージャン，ギャンブルなど 

(Is)帰 

(28.9 
	(32.8 

	(27.3 

	126 5 
省 

	188 

	JIl 4 

（旧美 術． 音 楽， 文 芸 

（切ゲーム（囲碁，将棋， トランプなど） 

（旧圏 

（峨毎 	外 	旅 	行 

（抑工芸・手芸・ そ の他創作

引）ポランティア，団体活動．地域活動 

110.9  
	I 58 6 

1 9.3 
	(21.0 

(25.8 
I  35 I 

	(20 8 
	1160 

い8 .l7

( 23 0 

[ 1 6.

9 (18.  1 

V 生活文化 

⑤ 雇用者の生活行助時間の変化（週平均 1 日当たり） 
	

（単位：時間．分） 

区 分 
, I 	子 女 	子 

昭和56年 61年 増減差 昭和56年 61年 増減差 

1 
睡 

身 

食  

次 	活 	動 

眠 

の 回 り の用吐‘ 

り‘ 

10.32 
7.58 
0.49 
L45 

10.04 
7.45 
0.49 
L29 

-0.28 
-0.13 

0.00 
-0.16 

10.28 
7.35 
1.叩 

1.46 

10.10 
7.26 
1.12 
1.32 

-0.18 
-0.09 

0.05 
-0.14 

2
 

活
 

動
事
動
児
他
 

次
 

事
 

仕
通
家
そ
 
育
 

の
  

8.34 
7.14 
1.05 
0.07 
0.08 

8.45 
7.25 
1.01 
0.10 
0.11 

0.11 
0.11 

-0.04 
0.03 
0.03 

9.38 
6.08 
0.51 
2.09 
0.30 

9.33 
5.55 
0.47 
2.19 
0.32 

-0.05 
-0.13 
-0.04 

0.10 
0.02 

3 
験 

休 

交 

そ 

次 	活 	動 

極 的 余 暇

養 型 余 暇

際 ・付 き 合い 

の 	他 

4.54 
0.55 
3.10 
0.25 
0.25 

5.11 
0.51 
3.13 
0.31 
0.35 

0.17 
-0.04 

0.03 
0.00 
0.10 

3.54 
0.32 
2.42 
0.19 
0.22 

4.17 
0.33 
2.46 
0.25 
0.33 

0.23 
0.01 
0.04 
0.06 
0.11 

（注） 三次活動の区分は次のと軸りである・ 

積極的余暇： 「学習・研兜」，「趣味・娯楽」，「スポーツ」,「社会半仕」 

休義型余暇：「テレビ・ラジオー新聞・雑誌」．「体養・くつろぎ」 

そ の 他：「通勤ー通学以外の移動」，「受診・療養」‘「その他」 

（資料） 総務庁「社会生活基木調査」 

⑥ 年齢階級別男子有業者の余暇活動等の内訳別構成比（週平均 1 日当たり） 

年齢階級 

テレビ・ラ

ジオ‘新聞 

‘雑誌 

移 	動 
趣味・ 

,l 	楽 
スポーッ 

交 際・

付き合い 
その他 

日 	木 

1986年 

20-24歳 

25-29 
30-39 
40-49 
50-.59 
的-64 

45.0 
47.5 
50.6 
52.3 
57. 1 
57.6 

1
 
S
7
9
9
9
4
 

 

9
0
9

8
7
7
  

●
 

・
 

●
 

・
 

．
 

‘
 
 

13.0 
13.2 
12.0 
11.8 
10.8 
10.8 

6
0
7
6
9
0
 
 

4
S
4
4
2
3
 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

．
 

■
 
 

19.5 
15.7 
13.3 
12.7 
10.8 
9.3 

8.4 
l8 
9.5 
9.7 

10.5 
11.9 

フ ラ ンス 

1985年 

18-24 
25-54 
55-64 

40.1 
42.9 
46.6 

16.8 
14.9 
10.9 

14.1 
14.5 
15.0 

7.9 
9.1 
8.3 

18.1 
13.8 
14.3 

3.0 
4.8 
4.9 

（注） 余暇活動等とは余暇，交際・付き合い‘その他の自由時問のことである（総務庁「社会生活基 

木調査」）. 
（資料） 労働省「昭和62l 労働経済の分析」 

3226 
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1 余暇活動 

Qりけいこ ごと（書道・茶華道など）l二些 17 I 

（掛政 治 活 動 ・ 宗 教 活 動fl2.5U 4.3 

(24）そ 

（均無 

（資料） 範済企西庁「人生80年時代における労働と余暇」昭和61年 5月 
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(M. A．方式）(%) ―日本人ビジネスマンー 

(M.A．方式）(%) 一日本人ビジネスマンー 

山 60 	50 	40 	30 	2 
自由にむるお金の主な使い道 

―在日外国人ビジネスマンー→ 

10 70 	60 	50 	40 	30 	20 
自由時間の現在の主な使い道 

（資料） ニッセイ基礎研究所「7ンケート結果にみるビジネスマンの消費生活ー可処

分所得と可処分時間の使い方の現状と今後」（「調査月報」昭和63イF-12月） 

〔文政〕3278 	 3279(-3360)〔文政〕 3278 3279(-336の 

V 生活文化 

⑧ ビジネスマンの自由時間と収入の使い方についての現状と今後の希望

⑦ 自由時間の主な使い道と今後行いたいこと（主要項目） 

10- 

70 

60ー 

* 
テレビをみる 

鳥 

滞在型 
レジャー 

* 

娩書‘讐’研究警活動芸讐賞健康 1tIt*1t* 活勤 

I 	 ☆ 

子供と糾．れあい 
	 刻作活勤 

* 

☆．  
外食・シ．ッビング 

* 
地域・社会活動 

● ● 	 I 	 ' 	 ' 	 ' 
70 	60 	50 	40 	30 	20 	10 

自由時問の現在の主女使い道 

(4） 自由になるお金の使い道と収入が増えたら行いたいこと （主要項目） 
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口 食 文 化 

.T.. 食生活について,健康に気をつけて食事をしている者の割合は 7割を超え

ており，食生活を重視している者の割合も約 8割に及んでいる（①，②）。食

生 こ関する情報源については，テレビ番組，ー般雑誌から情報を得ている

者の割合が多い（③）。 

タ食を家族で一緒に食べる回数は，1週問で平均約 3.7 回となっている 

（④）。  

飲酒については,男性の場合，ビール，ウイスキー,日本酒の順で，女性

の場合，ビール，ワイン，ウイスキーの順でよく飲まれている（⑤）。年齢別

にみると,年齢層が上がるに従い日本酒を好む割合が増えている（⑥）。 

子供の食物の噌好についてみると，好きなものでは,カレーライス，ハソ

バーグ，ラーメン，嫌いなものでは，ビーマン,にんじん，魚が上位を占め

ている （⑦）。 

☆ 飲食店数は,ここ数年増える傾向にあり，昭和62年で約 144万の施設があ

る（⑧）。栄養土，調理師の免許の交付数は，漸減傾向にあったが，昭和60年

以降やや増加している（⑨）。栄養，調理関係の課程を置く専修学校,各種学

校数は近年横ばいであるが，生徒数は増える傾向にある（⑩）。 

大 厚生省の調査によると,全国平均の食品摂取量は，米類,果実類カにこ数

年米減少傾向にある（⑩）。栄養素等摂取量については，炭水化物がやはり数

年来減少傾向にある（⑩）。 

学校給食実施状況をみると，昭和63年現在,小学校では約兇％,中学校で

は約85％の学校で実施されており，そのうち，米飯給食は小，中学校とも約 

98％の学校で実施されている（⑩,⑩）。また,全国で郷土食を生かした学校

給食の実施が試みられており，近年，多彩な献立が目につくようになってい 

る（⑩）. 

3361〔文政〕 	 3361 



V 生活文化 

① 食生活についての意識 
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② 食生活の重視度合い 
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（資料） 博報堂「ライフボりューム調査」 

（資料） 博報堂「ライフボリューム調査」 

	 ③ 食生活の情報源 
	

(%) 

情 	報 	源 
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代
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女性年齢別 

2
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代
代
代
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20.5 
44.1 
51.0 
41.6 

35.4 
39.7 
20.0 
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61.0 
70.3 
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L2 
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41.8 
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（資料） 博報堂「ライフポリューム調査」 

3362 	 〔文政〕3362 
	 3363〔文政〕 

	
3363 



2 食 文 化 

3364 
	

〔文政〕3364 

ウ
 
イ
 
ス
 
キ
 

本 

ク
 

ヤ
 
ン
 

フ’ 

Jレ 

プ
 
ラ
 
ン
 
デ
 
ー
 

⑤ ふだんよく飲む酒の種類 

(%)100 

g 

50 

I2.4 
1.9 

ル 

（注） サソプル数 男性 924, 女性 871 

（資料） 博報堂「ライフポリューム調査」 
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V 生活文化 

④ タ食を家族でー緒に食べる回数（週間） 

サ
 
ン
 
プ
 
ル
 
数
 2000 

人
人
ト

婦
生
業
 

卿

m
即
稲
即
卿
 

ふ

一主
」
 

動

H
パ
 

ル
 
・
業
 
業
 

タ 食 

職 築 別 

（資料） 博報堂「ライフポリューム側査」 

7.2 30.3 22.2 19.7 19.1 1.6 3.66 

6.4 36.6 24.6 18.5 12.5 1.5 3.31 

10.1 31.0 34.0 18.6 13.2 3.1 3.31 

5.8 26.8 29.2 19.2 16.7 2.5 3.64 

1.6 32.3 21.9 18.3 25.5 0.5 4.04 

13.8 33.7 22.1 16.7 12.1 1.7 3.04 

7.2 23.0 17.5 26.0 24.7 1.5 4.13 

⑥ 酒の年齢別しこう度 

20 30 40 50 60 (*) 
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(%)100ー 

50 

（資料） 博報堂「ライフポリューム調査」 
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621[L 60年 58年 50年 45年 

ー般食堂，レストラソ 790,307 791,002 779.086 

仕出し屋・弁当屋 72,725 70,492 67,012 

旅 	 館 93,446 95,992 97,390 

そ 	の 	他 484,032 463,345 441,389 

合 	 計 1,440,510 1,420,831 1,384,877 1,050.429 829,984 

（資料） 厚生省「衛生行政業務報告」 

⑨ 栄養士, 調理師の免許交付数 

62年 的年 55年 50年 45年 

栄 	養 	士 17,401 19,259 19,197 17,506 16,603 

調 	理 	師 66,775 62,804 82,621 107,990 63.902 

合 	 計 84.176 82.063 101,818 125,496 80,505 

（資料） 厚生省「衛生行政築務報告」 

⑩ 専修学校，各種学校で栄養，調理関係の課程を置く学校数，生徒数 

元年度 60年度 55年度 

学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 

専 修 学 校 261 31,741 259 27,712 188 22,411 

各 種 学 校 10 434 15 1,553 27 2,716 

合 計 271 32,175 274 29,加5 215 25,127 

（資料） 文部省「学校基本調立」 
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⑧ 飲食店の営業施設数 

⑦ 子どもの好きな食物，きらいな食物 
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子どものきらいな食物（ 3種自由記入） 

全体 
3
年
 

4
男
 

3
年
 

4
女
 

5
年
 

6
男
 

5
年
 

6女
 
中
学
男
 

中学女 

1 	ピーマ二ノ 

2 にんじん 

3 	愈l 
4 	しいたけ 

5 な す 

6 ね ぎ 

7 野 業 

8 玉ねぎ 

9 肉の脂身 

10 納 豆 

11 	FJ 
12 野菜いため 

13 	セPI) 

I4 	トマト 

15 	らっきよう 
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（注） 首都圏の小学生3-.6年．中学生1.2年‘ 694 人対象・質問紙法・ 1978 年3 月調査 

（資料） 子ども調査研究所 
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咽）食品群別摂取量の年次推移（全国平均~人 1日当たり 

昭和 

50年 

昭和 

55年 

昭和 

58年 

昭和 

59年 

昭和 

60年 

昭和 

61年 

昭和 

62年 

穀 類 
米 	類 248.3 225.8 211.9 214.3 216.1 212.1 208.8 

小 変 類 90.2 91.8 95.3 93.8 91.3 93.7 91.9 

い 	も 	類 60.9 63.4 63.1 60.6 63.2 62.5 61.3 

油 	脂 	類 15.8 16.9 18.0 18.4 17.7 16.8 17.4 

豆 	 類 70.0 65.4 69.9 66.2 66.6 65.3 64.4 

緑 黄 色 野 菜 48.2 51.0 61.1 73.1 73.9 70.9 71.1 

そ の 他の 野菜 198.5 200A 198.0 189.8 187.8 189.2 183.5 

果 	実 	類 193.5 155.2 166.4 145.0 140.6 137.0 137.9 

海 	草 	類 4.9 5.1 5.7 53 5.6 55 5.5 

調味噌好飲料 119.7 109.4 113.3 117.4 113.4 113.3 121.2 

魚 	介 	類 94.0 92.5 93.4 91.5 90.0 90.5 92.7 

肉 	 類 64.2 67.9 70.7 71.3 71.7 70.8 69.1 

卵 	 類 41.5 37.7 40A 40.3 40.3 41.2 40.1 

乳 ・ 乳 製 品 103.5 115.2 129.4 124.0 116.7 117.9 121.5 

（資料） 厚生省「国民栄養調査成横の概要」昭和62年  

2 食 文 化 

⑩ 栄養棄等摂取量の年次推移（全国平均 1人1日当たり） 

昭和 

50年 

昭和 

55年 

昭和 

58年 

昭和 

59年 

昭和 

60年 

昭和 

61年 

昭和 

62年 

エネルギー 	Kca I 2,226 2,119 2,147 2,107 2,088 2,075 2,053 

たん白質 	g 81.0 78.7 80.9 79.3 79.0 78.9 78.5 

うち動物性 	S 38.9 39.2 40.9 40.4 40.1 40.1 40.1 

脂 	質 	g 55.2 55.6 58.6 58.0 56.9 56.6 56.6 

うち動物性 	g 26.2 26.9 28.3 28.1 27.6 27.9 27.6 

炭水化物 	g 335 309 307 299 298 295 291 

カルッウム 	I昭 552 539 580 562 553 551 551 

鉄 	 Dig 10.8 10.4 10.9 10.7 10.7 10.7 10.5 

ナトリウム 

（食塩換算） 	g 
13.5 12.9 12.4 12.2 12.1 12.1 11.7 

ビタミンA 	川 1,889 L986 2,190 2,177 2,188 2,169 2,119 

ビ夕ミンBl 	皿g 1.39 1.37 1.37 1.34 1.34 1.35 1.34 

ビタミンBl 	pig 1.23 1.21 1.29 1.26 1.25 1.26 1.25 

ビタミンC 	mg 138 123 134 130 128 124 122 

（責料） 厚生省「国民栄養調査成競の慨要」昭和62年 
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⑩ 学校給食実施状況 

区 	 分 全 国 総 数 
完 全 給 食 

実 施 数 百分比 

小 学 校 
学 	校 	数 24,901 23,546 94.6 
児 	童 	数 9,872,520 9,688,210 98.2 

中 学 校 
学 	校 	数 11,266 7,484 66.4 
生 	徒 	数 5,896,080 3,539,097 60.0 

特殊教育

諸 学 校 

学 	校 	数 931 708 76.1 
幼児・児童・生徒数 95,825 76,599 79.9 

夜間定時制

高等学校 

学 	校 	数 856 543 63.4 
生 	徒 	数 133,211 88,834 66.7 

計 
学 	校 	数 37,妬4 32,281 85.1 
幼， 巳・児童・生徒数 15,997,636 13,392,740 83.7 

特校

殊一

教再

育掲

諸’マ

学 

小学部 
学 	部 	数 884 672 76.0 
児 	童 	数 32,131 23,210 72.2 

中学部 
学 	部 	数 877 666 76.0 
生 	徒 	数 26,756 19,953 74.6 

高等部 
学 	部 	数 580 506 87.2 
生 	徒 	数 34,925 31,685 90.7 

幼稚部 
学 	部 	数 175 151 86.3 
幼 	児 	数 2,013 1,751 87.0 

（参 考） 

幼 稚 園 

闘 	 数 15,115 4,020 26.6 
幼 	児 	数 2.041.820 579.067 28.4 

（資料） 文部省休育局調べ 

補 食 給 食 ミ ル ク 給 食 計 

突 施、数 百分比 実 施 数 百分比 実 施 数 百分比 

201 0.8 674 2.7 24.421 98.1 
32,169 0.3 99,801 1.0 9,820,180 99.5 

128 L2 2,015 17.9 9,627 85.5 
39,646 0.7 1,286,664 21.8 4,865,407 82.5 

2 0.2 30 3.2 740 79.5 
207 a2 1,884 2.0 78,690 82.1 
295 34.5 7 0.8 845 98.7 

32,225 24.2 263 0.2 121,322 91.1 
626 1.6 2,726 7.2 35,633 昭ョ 

104,247 0.6 1,388,612 8.7 14,885,599 93.0 
3 0A 25 乙8 700 79.2 

116 0.4 757 2.4 24,083 75.0 
I 0.1 23 2.6 690 78.7 

52 0.2 561 2.1 20,566 76.9 
1 0.2 8 1.4 515 88.8 

39 0.1 471 L4 32,195 92.2 
4 2.3 155 88.6 

95 4了 1.846 91.7 
1,054 7.0 1,361 9.0 6,435 42.6 

142,199 7.0 158,010 7.7 879,276 43.1 

食 文 化 

（昭和63年 5 月 l日現在） 
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⑩ 米飯給食実施状況 

区 	分 
昭和邸年 5月現在 昭和62年5 月現在 

学 校 致 実鮪率 児童・生徒欧 実施帯 学 校 散 実施率 児童・生徒散 央施串 

小 学 校 
22.941& 

(23.546校) 
91.4% 

9,489.914人 

(9.688.216A) 
98.0% 

22.90Ot 
(23.526w) 

97.3% 
ュ821.552人 

(10.033.951人) 
97.9% 

中 学 校 
7.349 

(7.484) 
98.2 

3.493.888 
(3.539.097) 

98.7 2
9
4
郡
  

98.1 
3.581.849 

(3,632,295) 
98.6 

夜間定時制

高等学校 
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C 	542) 
98.5 

84.855 
(86.003) 

98.7 
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99.4 
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(76.599) 
99.7 
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99.1 っ
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〕
 

7
7
  

7
57
6
 

 

8
1
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3
 
1
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97.7 
13.148.235 
(13,392,746) 

98.2 3
1

.4
1
5

(
3
2
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0
3
)
 

 

97.6 
13.564.093 
(13,828.446) 

98.1 

（注） ( ）内は．回年 5月 1日現在の完全拾食爽施状況の数であり‘央施率は完全輪食に対する比 

率である． 

（資料） 文部省体育局調べ  

⑩ 郷土食を生かした学校給食献立例 

都道府県名 献 	 立 	 例 

北海道 パン．牛乳，さけのグラ夕ン，コーンソテイ一‘果実 

岩手県 くりごはん，牛乳，さけのくるみみそソースかけ‘すきこんぶ撤付け‘とろろ汁‘ 

果物 

宮城県 どはん，牛乳，焼き魚，ひき毘布煮付け，かきなます, 果物 

山形県 ごはん，牛乳, すいとん，魚の風味揚げ．おひたし 

橋島県 赤板，牛乳, おくずかけ‘赤魚のかすづけ焼き，菊とわかめの酢のもの，白玉も 

ちあえもの 

茨城県 どはん，牛乳，っみれ汁，納豆, さらしねぎ，和風サラダ 

群馬県 パインパン, 牛乳，ッュー・マイ，塩もみ，意ぼうと．果実 

埼玉県 ごはん．牛乳, ますの塩焼き，具汁，おひたし 

千業県 どはん, 牛乳，肉パウズ，野菜のビーナッッあえ，っみれ汁, っぼ漬け，みかん 

棄京都 深川めし，牛乳, みそ汁‘おひたし，ささかまのうま無, みかん 

神奈川県 コッペパン，牛乳, いちどジ＋ム．豆腐のクリーム撒，フレンチサラダ 

新潟県 高原菜めし，牛乳, さけフライ，梅肉あえ．かき卵汁，果物 

富山県 業めし, 牛乳，だいこんのそぼろ無, 魚の変りソースかけ．浅漬け，果央 

石川県 どはん，牛乳，さぱのみそ炊き, 合いまぜ，もずく汁‘梅干し‘フルーッ 

福井県 ごはん，牛乳，こに物，ぜんまいのしらあえ，みかん．たくわん 

山梨県 かぼちャのほうとう，牛乳, わかさぎのごまあげ，うめサラダ，くだもの，にぼし 

長野県 せりごはん, 牛乳，かきフライ，せんキャべッ, みかん，けんちん維, まゆ玉 

岐阜県 麦ごはん．牛乳，虹ますの甘露意, ほうれんそうのあぶらえあえ，ずいきのかす 

汁, 果央 

静岡県 五目野司，牛乳，ぶどう豆‘かきたま汁Iぼんかん 

三皿県 ごはん，牛乳‘こぶ汁，茶わんむし, 朝熊こな漬け 

滋賀県 減量フル一ッパン，牛乳‘七草すいとん，白身魚きのこソースがけ, ョ一グルト 

大阪府 てまきごはん，牛乳，けんちん汁，ブロッコリーのおかかあえ‘魚フライ 

兵肌県 ごはん‘牛乳，ひじき豆腐‘かす汁, 果央 

奈良県 ごはん, 牛乳‘さわらのたった揚げ，かす汁‘そくせき漬け 

和歌山県 資どはん‘牛乳，高野無，きゆうりもみ, 金山寺みそ 

鳥取県 きんにくまんどんぶり‘いかり揚げ．牛乳, じねんじよ梅肉あえ，牛乳かん 

島根県 ごはん，牛乳，わかさぎの南蛮潰け．みそ汁，破香あえ 

岡山県 変ごはん‘牛乳，虹ますの甘露煮，お浸し，きのこのおろしあえ,ざぶ意,みかん 

山ロ県 ふぐ雑炊．牛乳．むしカステラ，ちしャなます‘みかん 

徳島県 どはん, 牛乳, ちくわのチーズ婚げ，甘酢あえ‘みそ汁, 果実 

香川県 いなかずし，牛乳, だいこんサラグ．豆腐汁, 果実 

愛皿県 山菜野司，牛乳，みそ田楽．すまし汁 

高知県 ぎんぶろうずし，牛乳‘ぶりのてり焼き，お浸し，果央 

福岡県 ごはん, 牛乳，水炊き, あさりの佃無, みかん 

佐賛県 ごはん，牛乳，ガメ薫．手巻きのり，ひきわり納豆 

長崎県 かきごはん‘牛乳，ぬっペ，なます 

熊木県 たこめし，牛乳，けんちん意‘すまし汁，がね揚げ 

鹿児島県 しめじどはん‘牛乳, 豚汁，いりなます風, みかん 

沖縄県 どはん，加工乳．イナムドチ，昆布いため，田楽, っけもの，ヒラミレモン 

（資料） 社団法人全国学校栄養土協議会「郷土食を生かした学校給食献立集（第 5 集） 

ー昭和62年度ー」 
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団 デザイン，フアッション 

デザイン業に係る事業所数，従業者数は，近年急速に増え,昭和61年実績

で約7,800事業所,従業者数約37,000人となっている（①，②）。また,年間

売上高も急上昇しており，昭和60年実績で約 1,100億円となっている（③）。 

デザインの分野別の年間売上高では,グラフィックデザインの占める割合

が大きく，その割合も増加してきている（④）。 

衣類別の平均保有枚数では，スーツ 7.5枚，セータ- 10.4枚，下着巧.5枚

などとなっている（⑤）。 

また,衣類に関する意識をみると，服装は個性発揮の手段のひとつと思う

者の割合は 8害りを超えており,特に女性では 9割がそう思っている（⑥）。衣

生活の項目別の重視度は，仕事着，遊び着，アクセサリーの重視度が高く， 

部屋着,寝着の重視度は低い。下着の重視度は部屋着，寝着の重視度より高

くなっている （⑦）。 

3471〔文敢〕 	 3471 
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① 事業所数の推移 
② 従業者数の推移 

3 	デザイン，ファッツロン 

協l (%)200 

I90 
I90 

デザイン業 
デザイン業 

I80 
I80 

lb0 
170 

I60 
160 

I50 
ISO 

I40 
M0 

ービス業 
130 

は0 

ーーサービス業 に0 
に0 

産業 110 
.........．・・・・・・・・・・全 	産 	業 

110 
にに．にーー．..．ー・ー一に二二・・・・・・・・・・”ー””ー‘4 

二二．・・・・・・・・・・・‘ー””ー 

100 
100 56 	 61 	（年） 53 56 61 	（年） 

\\
\

\ 

事 	業 	所 	数 

53 年 56 年 61 	年 

全 	産 	業 6,060,183 6,488,329 6,708,759 

サ ー ビ ス 業 1,335,228 1,463,788 1,604,408 

デ ザ イ ン 業 4,231 5,718 7,801 

（資料） 総務庁統計局「事業所統計調査報告」 

\\
\ 

従 	業 者 	数 

53 年 56 年 61 	年 

全 産 業 47,948 ,691 51 ,545,087 54 ,370,454 

サ ー ビ ス 業 9,275 ,083 10 ,547.841 12 ,162,500 

デ ザ イ ン 業 19 ,874 28,053 36,719 

（資料） 総務庁統計局「り‘業所統計調査報告」 
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3 デザイソ, フ7 ツツロン 

	

③ 年間売上高 
	

⑤ 衣類別保有枚数 
	

（単位】人，%) 

48年 49I 54年 57年 60年 

売上高（百万円） 30.597 62.271 73.172 86. 420 110,579 
前回比（%) 203.5 117.5 118.1 128 .0 

（資料） 通商産巣省調査統計部「特定サービス産集央態調査：デザイン業」 

④ デザイン分野別年間売上高 
	

（単位】百万円，%) 

49年 54年 57I 60年 

構成比 構成比 構成比 構成比 

インダストリアル 

デザイン 
3,923 6.3 4,231 5.8 3,80 1 4.4 7.076 6.4 

クラフトデザイン 810 L3 233 0.3 623 0.7 454 a4 
パッケージデザイン 2.179 3.5 3,485 4.8 4.821 5.8 9.065 8.2 
グラフイック 

デザイン 
32.319 51.9 44.880 61.4 52.266 60.4 69,085 62.6 

デイスプレイ 

デザイン 
4.234 6.8 4.645 6.3 6,182 7.2 4,895 4.4 

インテリ7デザイン 8,095 13.0 6.764 9.2 &594 a5 乙440 6.7 
テキス夕イル 

デザイ：ノ 
2,491 L0 3.254 4.4 2,387 2.8 2.594 乙3 

フγッッロ：ノ 

デザイン 
2.429 3.9 1.356 L9 3,437 4.0 1,221 

その他のデザイン 4.608 7.4 3.143 4.3 6,148 7.1 5.744 5.2 
デザイン 

コンHナノレ夕ント 
1.183 L9 1.180 1.6 1.161 1.3 3,005 2.7 

計 62. 27 1 100.0 73,172 100.0 86,420 100.0 110.579 100.0 

（資料） 通商産業省調査統計部「特定サービス産業実態調査：デザイン薬」 

区 	 分 
サンプル

数 

ス ー ッ 
セー夕一 

遊びに出

かける時の

ジャケット 

（上着） 

下 	着 

（パンッ 

のみ） 

全 	 体 2000 z46 10.37 4.43 15.49 

性 	別 
男
女
 
性
性
 

 

1029 
971 

7. 56
7. 35 

7・83 
13.02 】lI 

13.01 
18.12 

男性年齢別 

代
代
代
代
代
代
 

 

1
02
03
04
05
06
0
 

 

価

2
3
1
2
0
3
2
2
6
 

1
7
1
9
3
 

 

3.63 
4.73 
7.95 
9.04 
8.98 
9.23 

5.09 
6.93 
9.36 
8.54 
＆叩 

l43 

3.47 
4.00 
4.14 
4.39 
4.22 
4.18 

11.29 
13.49 
13.53 
13.24 
12.32 
13.34 

女性年齢別 

1
02
03
04
05
06
0
 

 

代
代
代
代
代

代
  

100 
196 
187 
220 
162 
106 

3.89 
8.05 
7.22 
8.53 
7.06 
6.34 

6.27 
12.26 
13.10 
15.36 
15.20 
12.29 

3.87 
5.38 
4.29 
4.78 
4.92 
4.89 

141919631967 162319161614 

職 集 別 

男 性 勤 め 人

女性フルタイム動め人 

女 性 パ ー 	ト 

専 	集 	主 	婦 

学 	 生 

自営業・自山業 

卿
 
1
2
9
 

1
2
0
 

4
4
3
 

2
4
0
 

3
8
8
 

 

8.45 
10.41 
6.79 
6.81 
3.23 
7.79 

089492149050 8131313511 

4.13 
5.15 
4.66 
4.58 
3.94 
4.73 

451544025068 132319171215 

（資料） 博報堂 「ライフポリューム調査」 

3474 
	

〔文政〕3474 
	

3475 C文Ed 	 3475 



伽v、馴 

eかf 

る
、中
 
心

剥鄭

敏
●欧
 
句る
 
】零
 

 

..U)a)  器  

ロ．め叩

的，一的  

U). a)N.  

一，。中

ト．
り”
 
《

da)  

a) a) 

 
ロ．”中 

一
d" hN

中 

Cena)  

ト‘《的  

N.N。  

山‘叩”  

N，中m  

en. a)a)  

a). ena)  

,．い加 

ト．．的  

U). 0) a) 
 

1Q 榊  

'C' 4. 4.  

司
魯榊
 
瞬

Jゼ
嶋鄭 旦

J 

妻。  

N.a)の 

器  

い．中叩

ト．い”  

り．トり  

a). U)a)  

Caa)a)  

q叩m  

Ca  
。．加の 

ト．，中 

ロ．い，  

,．
め中
 
『ぐ

中 

い．N。  

m.，め

円
●の
 
ト

A0)  

『，0)  

,a)a)  

a). a)  

a). a)a)  

●

d中  

'C' 4.  

司昇ふ
 
瞬

Jま
異一 せ 

+4 

春◆
 
ゆ奪
 

 

U). Ca a)  

一
・
” 
 

り‘中叩  

。．一。  

ト．り”  

め‘”ト  

「N

ト
 
「

U, a)  

a) a) 0) m

‘田 

a)  
10 a)a)  

~
 
‘
h
 
N
 
，
 
‘
り
 
．
 

.
 
	
.
 
	
.
 
	
.
 
	
.
 
	
.
 

N
 
ャ
 
ャ
 
中
 
t一

 ‘
h
 

”
 
め
 
”
 
叩
 
’
 
め
 

N．山的 

の．い的  

a).a) 
 

司魯
魯
 
瞬

J
り 心》 加 

eQ  
昇ぐ 

v》一 

奏◆ 

め I.- N.  

CaU) 

U
0;  

●

．冒 

m，中．  

叩．叩ト  

Caena)  

a)d 40  

中．《a)  

口． お  

40. a) I-  

N.mm  

中，叩ト 

N
ド叩
 
ト

AI-  

N．いト  

,．ぐ叩  

。．い中  

m．叩ト

め．トト  

,.0) C-  

い．。叩  

m．めト  

a)《a)  

司魯
昇
 
瞬

I-) 

心‘ル 

eQ 奪 

嚇ぐ 足 

+4 

春十 

ト．，的 

器  

N‘，的

ト．”叩

め．いト  

a). U, a)  

01．《10  

ト」め  

”．一中  

m.Nの

め．り。  

a). ena)  

。ドト
 
『叩

m  

叩．。ト  

0). a)  

h8 

Nd的 

一．U)a)  

9m。  

ト．，的  

en. a)a)  

,.,a)  

春
 
司魯
 
瞬

- 

心‘  

れ条 裂

4.' 

昇 

●

．a)en  

諮  U) a) 

 
Ca. U)  

m．中一  

a)C- Ca  

U). Caen  

m．めm  

O，めm  

N《，m  

a). .c. en  

。ド
N md
ぐ  

a)  
。．いm  

中．mm  

m．ロ，  

”．いN  

m‘めN  

《一中m  

い．Nm  

ト．中N  

異
 
ド
 
剥る案
 

Jぐ春 

v
ニ句 ニ

昇く 

柳J皿

十”一  

《．,N  

誌  

り．m 

ト．C-  

,, a)  

め．m一

ト．m一 

い．。一  

m，
認
 
ぐ．

一”  

。―めN  

40. Caen  

Ca. a)en  

a). ,C.,  

a)  
a)' U)  

口．めm  

m.Nm  

中．ト《  

中，Ca  

。．中N 
 

い．mN  

'C.. .Ca  

ゆト  

,eJ 心44  

旺入搬
 
ニ！

山  

J×cJ 

伽
【 秦《  

円田  

《．。N  

U). a)en  

N.Nm  

中．中”  

en, Caen  

a). en  

a). CaC.  

Ca. 'C' 'C.  

一． 昌  

'C.. 'C.  

m．ト一  

《‘の一

ロ，mN 

『曽  

a)  
い． ョ 

中．トN  

い．NN  

0). enen  

『mm  

m.mN  

中．●N  

qC.,  

eQ 冒  

>10 

且
tJ p

旦‘ 

v
禦嶋
 
ニ馨

v 

Hト  

。．m一  

10, C.,  

(.0《  

I -  
m．
三
 
ト．

ゆ  

'C'
.Ca  

en. a)Ca  

ha)  

い．s 

叩．
三
 
ト．

り  

a). 'C.  

N．。一  

C.ACa 

 

'C.. U,  

一‘  」  

'C.. en  

ロ．●N  

".m一 

h昌  

'C' 

い．m一  

《．C.  

一一心 Q 

●心是

リ授秦  

J・喰eQ  

春句'p 

ゼ掛 敏昇 

 

a). a)C.  

a)U) 

0)  

C. en 

 
《．中m  

CD. 0) C.  

a). a)en  

C.''C'  

N．い”  

a)a)U) 

 

。一m"  

U). 'C. C.  

a). U, en  

《．CC.  

ト．で

叩．《m  

《．Nm  

中．ロ・  

C.. c0 C.  

U,. C.  

一．一，  

一．m. 
 

'C' a)C. 

 

』、． m 〔叫拭〕ll、” 

v一．e 

二4:.' 

柳。太  

4:: 剥'p  

い冨秦 

K唱eQ 

畔阻  

en. C.  

一・一一
 

 

U). a)  

,. Co  

ロ．ャ《  

一． a)  
《‘
a) h

C-  

C- a) 

い．ト  

01. a)  

一，a)  

只三  

m.g 

。・ト 

N．ョ  

C.. C.  

叩．N一 

い．”一 

いd 

中．Ca  

「'C.  

eQ 憐 

ニ。耀 

J。 

v・．  
叫息
 
撒敏
 
剥剥
 

ト．中，  

U)  
Co 

a)  
《． 胃 

m
．口り  

a). C- 'C'  

中dm  

a)  
ト．。い  

C..CO  

a)Co C.  

a). CD en  

只中中  

U) 

口．いm  

中．中い

ト．．り  

a). a)U)  

一．U)C.  

い．》い  

Ca.U)  

《．a) 'C'  

司騒賢
 
いャ慧
 
司齢軍
 
瞬郎

剥
 
心

9剥 

製eQ
4' b

昭  

U). C. a)  

一」一
 

 

m．お 

N
．中ト  

”．トト  

C.. enCD  

m．い《  

!. ena)  

C.  
N.O叩  

N．い叩  

,．い中  

U). 01 a)  

a). en01  

en田 

●

．Nm  

en. CO C'.  

a)'a)  

CO. 01 a)  

CaCa 01  

a) 	'C
' a) 

留
昌

U)CD 

eQ  
敏eQ
網
 
皿童
 
剥脅
 

ト瞭'p  

せ宮eQ 

e伽  

《． 胃 器  

C. a) 

 
N．
冨
 
口．

錦 

,  
中． CM  

U, 

N.s  

ト．。い  

。．トり  

CaCa 'C'  

mド一  

《．ト・ 

ト．Nm  

a)C., en  

Nミ 

h《m  

一． 'C.  

ト．冒 

N．冨  

'C' . C.  

争
 	
入
 
、
 
	

吏
 
報
 8。N  

a)-
Caa)  

買
ミ

§
§

三
昌
 目

邑
芭

§
誉
畳
 層

C)CM員
ミ
昌
園
 

,N中  

”。CO  

り●en  

最 畑 

剥 R 

馴 叔 

ど
ビ

ど
ギ

ど
ビ

 

g
8

吊
g

昌
8
 ギ

ヒ
半
掌
ど
ど
 

ョ
昌
吊
昌
吊

8
 

線● 皿 ・雑加皿

一 ー v、 剥 叔

く 脅 裁 馴 R  

く脅富4'C' 、A、I" 馴4c  

慮
 
柑
 
擦
 
皆
 
訓
 
朴
 

誕
鴛
月

畏
畏
議
 

に
工

に
 

R
夫

R
 

ロ
 O
 
a
)
 

8
8

8
 

民 担 

民電普訓ER  

霞量排単4,c  

艮 馨 登 

霞 登 普  

●

』●”〔槌以〕 

「粗胃‘ー‘●そト、小」剖蜂竺 （真嵐 ） 

，、．叫 

入．トトトト．入ヤ、、 ” 

〔次．く【翠掛） 纏顧eレニい巳駁樽 ⑥

ど桝肥剖 ， 



生活文化 

⑦ 「衣生活」のジャンル別現在の重視度 

次の衣生活の項目について，現在どの程度重視し，また，どの程度満足していますか． 

（各項目どとにひとつずつ回答） 

サ
 
ン
 
プ
 

ル
 
散
 

普 	段 	着 

（部 屋 着） 

学校や仕事などの外

出着（スーッ，フオー 

マルウエ7) 
皿
 
視
 

血
視

せ
ず
 

皿
 
視
 

皿
視
せ

ず
 全 	 体 2000 31.0 69.0 76.2 認．4 

性 	別 
男
女
 
性

性
  

1029 
911 

24.1 
38.3 

75. 8
61.7 

「
m
 

 

28.3 
18.2 

男性年齢別 

1
02
03
04
05
06
0
 

 

代
代
代
代

代
代
 

助

知

m
2
2
6
1
7
1
船
  

25.7 
26.0 
26.1 
19.5 
25.7 
21.5 

74.3 
74.0 
73.9 
80.1 
14.3 
78.5 

64.8 
69.7 
16.4 
77.4 
61.8 
63.4 

35.2 
30.3 
23.2 
22.6 
31.6 
斜．4 

女性年齢別 

1
02
03
04
05
06
0
 

 

代

代
代
代
代
代
 

 

100 
1船 

181 
220 
162 
106 

35.0 
37.2 
40.1 
36.4 
42.0 
38.7 

65.0 
62.8 
59.9 
63.6 
58.0 
61.3 

82.0 
85.7 
83.4 
85.0 
75.3 
70.8 

18.0 
14.3 
16.6 
15.0 
23.5 
21.4 

職 業 別 

男 性 勤 め 人 

女性フル夕イム動め人 

女 性 パ ー 	ト 

専 	業 	主 	舟 

学 	 生 

自営集・ 自 由業 

即

m
1
2
0
4
4
3
2
4
0
3
8
8
 

 

22.5 
25.6 
42.5 
41.1 
29.6 
31.7 

77.4 
74.4 
57.5 
58 一 9 
70,4 
68.3 

77.5 
84.5 
85.0 
80.8 
74.2 
71.6 

22.1 
15.5 
15.0 
18.5 
25.8 
28.4 

（資料） 博報堂「ライフポリューム調査」  
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（レジャーウエ7) 
インナーウエ7 
（下 着） 
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（パジ＋・・ガウソ） 

7クセサりー，小物 

（靴‘メプグ，ネク声イなど） 
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せ
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せ
ず
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0
  

鉛.4 
23.4 

35.3 
56.2 

64.
43.  l 

17.2
32.3 

82.6 
61.0 

m
町
  

46.9 
30.0 

81.0 
71.0 
64.0 
58.0 
53.2 
54.8 

19.0 
29.0 
35.5 
42.0 
46.2 
45.2 

26.7 
32.0 
33.0 
38.9 
40.4 
39.8 

73.3 
67.5 
67.0 
60.6 
59.6 
60.2 

12.4 
14.7 
15.8 
17.3 
22.2 
22.6 

87.6 
85.3 
83.7 
82.7 
77.2 
77.4 

33.3 
55.4 
61.6 
58.0 
49. 1 
45.2 

66.7 
44.6 
38.4 
41.6 
50.9 
54.8 

95.0 
84.2 
72.7 
73.2 
67.9 
67.0 

5.0 
15.8 
26.7 
25.9 
30.2 
33.0 

55.0 
61.2 
52.9 
57.7 
59.3 
46.2 

45.0 
38.3 
46.5 
41.8 
40.7 
53.8 

33.0 
33.2 
33.2 
28.6 
31.5 
37.7 

66.0 
66.8 
66.3 
70.0 
67.9 
62.3 

80.0 
71.4 
田．4 
66.4 
71.0 
65.1 

19.0 
28.6 
31.6 
33.2 
29.0 
34.9 

62.5 
79.1 
78.3 
71.8 
83.8 
65.7 

37.2 
加．9 
20.8 
27.5 
16.3 
33.8 

35.1 
66.7 
56.7 
54.0 
38.8 
45.4 

64.5 
33.3 
43.3 
45.4 
61.3 
54.6 

18.5 
30.2 
31.7 
31.4 
20.4 
23.5 

81.3 
69.8 
67.5 
68.2 
79.2 
75.8 

60.4 
72.1 
70.0 
65.2 
57.9 
56.7 

羽．4 
27.9 
30.0 
34.8 
41.7 
43.3 
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地域活動＝」＝些薫i( 

央 国民の文化活動の盛り上がりに対応して各地域においても次第に, 現代舞

台芸術を中心としたイペントが盛んになってきている（①）。 

これら現代舞台芸術を中心としたイベントは，毎年または定期的に行わ

れ, 地域の恒例行事として定着化しつつあるものが多い。 

また,Jt通的な特徴としては，それぞれの分野，地域で優れた指導者が積

極的に活動していること，必ずしもその地域の歴史，在来の文化に由来しな

いものも多いこと，地方公共団体が財政, 人的な面で支援を行っていること

があげられる。 

例えば，富山県利賀村は，かつてはいわゆる寒村であったが, その地に優

れた演劇指導者が世界各国から劇団等を集め，利賀フェスティバルを始めた

ところ, 利賀村等の支援もあって，次第に盛んになり，1万人を超える観客

を集めるようになった。 

福井市の，ふくい国際ビデオ・ビエンナーレは，市民と市が中心となっ

て, 福井市に新しい文化を育てようと努力した結果である。 

このように，大都市または外国からの派遣公演を見るというような受身の

形ではなく,各地で地域に適した特色ある文化を自ら育て,発展させるという

動きが起きており,今後の文化振興のーつの柱となるものと考えられている。 

央 我が国には，各地の伝統的文化の公開の場でもある「おまつり」が，数多

く行われている（（②））。中には，観光化を図り，多くの観光客を集めているも

のもあるし, 人口減または地域の社会構造の変化等により, 衰退しつつある

ものもあり，態様は様4である。 

文化庁においても, 文化財保護の観点から，価値あるものについて重要無

形民俗文イヒI目・に指定し，また, 衰退のおそれのあるものについて，記録作成

等の措置を講じている。 

いずれにしても「おまつり」の存続，発展は地域の住民等の支持，参加が

重要な要素となっていると考えられ，衰退しつつあるものについては, 単な

る保存ではなく, 地域住民の支持を得られるようその活性化を図ることも今

後の課題であろう。 
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① 地域文化活動の事例 

く音 楽〉 

〇大分県 「大分県民オベラ」 

市民参加によるオペラを上演． 

〇大分県渦布院町 「音楽祭」 

各地から著名な音楽家やオーケストラ等を招へいして音楽祭を開催。 

〇岩手県花巻市 「花巻市民音楽祭」 

合唱を中心に児血劇や郷土芸能をおりまぜながら, 宮沢賢治の音楽や詩の世界を市 

民の手で再現。 

〇神奈川県藤沢市 「藤沢市民オペラ」 

市民参加のオペラを上演。「市民オペラ」 の全国的先駆け。 

〇兵庫県 「神戸国際フルートコンクール」 

フルート単独の本格的国際コンクール 

〇長野県 17スペン・ミュージック・フェスティバル」 

7スペン音楽協会の全面的協力により，「自然と人と音楽との調和」を目指した国 

際的音楽祭。公開スクーリングや, 国内一流演奏家によるコンサートを行っている。 

〇福岡県 「北九州国際音楽祭」 

フィソランド‘クフモ室内楽音楽祭をモデルとし, 世界一流の7-ティストを招い 

て開かれるクラシック （特に室内楽）音楽祭． 

〇岡山県 「倉敷音楽祭」 

倉敷市民会館をメイン会場に，ー流7-ティストによる公演と倉敷美観地区におけ 

る市民参加の街角コンサートが一体的に繰り広げられる。 

〇新潟県大島村 「チロル音楽村（ギター中心）」 

心のふる里づくりと, 芸術の里づくりを目指し，「新堀芸術学院」とー体となって． 

活発な音楽・芸術文化活動を展開。 

〇愛知県 「名古屋国際音楽祭」 

く舞 踊〉 

〇埼玉県（浦和市） 「埼玉国際創作舞踊コンクール」 

国内外からのバレエ・モダンダンスの創作舞踊コンクールを実施。 

〇秋田県秋田市 「現代舞踊フェスティバル（含コソクール）」 

全国からモダングンスの祭典を突施。 

〇秋田県 「あきた全国舞踊祭」 

秋田県芸術舞踊協会主催による舞踊コンクール 

く演 劇〉 

〇富山県利賀村 「世界演劇祭一利賀フェスティバル」 

プロ・アマを問わず，世界各地の劇団を招待して公演．辺地でありながら，観客は 

1万人を超える． 

〇岩手県遠野市 「遠野物語ファンタジー」 

「遠野物語」を題材に，市民の手により演劇化して公演． 

〇青森県黒石市 「児童劇団公演」 

市民による児童劇団活動を公演． 

〇愛知県名古屋市 「むすめ歌舞伎公演」 

むすめ歌舞伎の保存，育成のための公演。 

く映 像〉 

〇大分県渦布院町 「映画祭」 

優れた映画あるいはユニークな映画を数日間にわたり上映． 

〇広島県広島市 「ヒロシマ国際アマチュア映画祭」 

「平和と生きる尊さ」を追及した映像作品を募り, 公開する． 

〇北海道タ張市 ゆうぱり国際冒険ファンタスティック映画祭 

過疎振興策として始められた国際映画祭。SF，ロマン，ホラー，アクツョン，及 

びサスペンスをテーマとした劇場映画及びビデオ作品を上映． 

〇熊本県 くまもと映画祭 

毎年2-'3月，熊木市で行われる大規換な映画祭．なお，平成 2年度は同時期にア 

ジア映像祭を計画している． 

く美 術〉 

〇兵庫県神戸市 「神戸須磨離宮公園現代彫刻展」 

都市における彫刻のあり方を追及し, ビエンナーレ方式で開催。コンクール入選作 

品と招待作品とで構成される。 

〇名古屋市 「国際パブリックデザイン」 

〇福井県 「ふくい国際ビデオ・ビエンナーレ」 

ビデオアートを中心とした国際的展覧会, フェルティバル。国内外のビデオ7-ト 

の傑作を上映，公開するほか，世界的評価の高いビデオアーティストを招待。 

〇岐阜県高山市 「飛騨高山ビデオ映像祭」 

全国のビデオカメラ愛好者を対象に, 飛騨高山を始め，全国各地の文化と生活を映 

像で綴ったビデオ作品を公募‘表彰。 

〈その他〉 

〇山形県天童市 「天童市民創作劇場」 

市民が参加し，製作した手作りのオペラ‘演劇舞踊，合唱を公演。 

〇北海道東川町 「国際写真フェスティバル」 

「写真の町」 をキャッチフレーズに, 世界に開かれた町づくりを目指して毎年，写 

真展，シンポジウム，撮影会等を開催。東川賞を設置し, 優れた写真作品（作家）に 

対し授与。 

〇滋賀県 「陶芸の森（世界陶芸祭）」 

信楽焼を素材に，陶芸館，産業展示館，創作研修館, 多目的広場，野外展示場, 遊 

歩道を備えた公園の整備。1991年には「世界陶芸祭」を計画， 
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② 日本のまつり 

(O＝瓜要無形民俗文化財 〇＝記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財） 

名 	 称 所 	在 	地 央 施 時 期 備 	考 

北
 
海
 
道
 

 

Oアイヌ古式舞踊（ま 

りも祭り） 

オロチ，ンの火祭り 

（モョロ祭） 

上川神社祭 

北海道神宮祭典 

	  及び阿寒郡阿寒町 

旭川市, 白老郡白老町‘沙流 

郡平取町，静内郡静内町‘浦 

河郡油川町‘帯広市，釧路市 

網走市 

旭川市

札幌 

10月第 2 日曜（まり

も祭り） 

7月第4 土曜 

7 月21日 

6月14 (-16日） 

まりも祭り

は阿寒郡阿

寒町 

青
 

森
 

県
  

O青森のねぶた 

O岩木山の登拝行事 

O下北の能舞 

0入戸のえんぷり 

O弘前のねぷた 

0市部駒踊 

0平内の鶏舞 

恐山大祭（地蔵会， 

いたこ祭） 

川倉地蔵祭り（費の 

川原） 

三戸祭 

人戸祭 

	 弘前市 

青森市 

東津軽郡・88津軽郡・中津軽

郡・樹津軽郡及び訓綱t軽郡他 

青森県下北郡東通村

入戸市‘新羅神社 

十和田市洞内 

	 三戸郡階上村 

むっ市円通寺 

北津軽郡金木町 

三戸郡三戸町三戸, 大神宮

八戸市, 新羅神社 

8月 2日～7日 

7月末～ 8月15日 

（旧） 

(10月3日） 

1月 3 日 （-5日） 

2月17日（-20日） 

8月1日（-7日） 

9月 2日 

8月13日（-15日） 

7 月加日 （-2‘日） 

6月23日（旧） 

9 月11日（-13日） 

8月加日（-23日） 

岩
 
手
 
県
 

＠永井の大念仏剣舞 

O早池峰神楽 

＠毛越寺の延年（摩多

羅神祭） 

O室根神社祭のマッリ

パ行事 

Ohi屋の田植踊 

0背笹のしし踊 

I, 

0円万寺神楽 

0川西の念仏剣舞 

0古央式三番 

〇煤孫の火乗神楽 

Qq.ャグチ十グ属っこ

蘇民祭り（蘇民将来） 

岩手県紫波郡都南村 

稗貫郡大迫町再l池峰神社（例

大祭） 

西磐井郡平泉町 

東磐井郡室根村，同大東町‘ 

同千脱町，同川崎村，火船戸

市, 宮城県気仙沼市及び木古

郡唐桑町 

紫波郡紫波町山難 

遠野市．入幡神社 

遺野市，六神石神社

花巻市膝立 

胆沢郡衣川村大字下衣川 

西磐井郡平泉町平泉字衣関 

和賀郡和賀町煤孫 

岩乎郡滝沢村，蒼前神社 

水沢市, 黒石寺 

8 月13日 

8 月 1日 

1月20日 

9月17日～19日（旧） 

1月15日に近い日 

曜日 

8月15日 （-17日・ 

9月15日） 

8 月18日 （I日） 

9月25日・1月1日 

他 

5月,8月盆 

5月1日～ 5 日の 1 
日 

1月 1日・ 9月15日 

5 月 5 日（旧） 

1月 7 日（-8日） 

岩
 
手
 
県
 

 

（旧） 

釜石まっり 釜石市‘尾崎神社，山神社 10月15日（-19日） 

駒形神社祭 水沢市 9月19日 

花巻まっり 花巻市 9月 5 日（-7日） 

平来秋の藤原祭 西磐井郡平泉町‘中尊寺ー毛 11月 1日 （-3日） 

越寺 

平泉藤原祭り（延年 西磐井郡平泉町，中尊寺・毛 5 月 1日 （~5日） 

の舞） 越寺 

宮
 

城
 

県
  

O秋保の田植踊 仙台市秋保町湯元 4 月15日（~日） 

” 	長袋 8月14日（-16日） 

” 	馬場 4 月認日 （-29日） 

0小迫の延年 栗原郡金成町，勝大寺・白山 3月 3日 （旧） 

 	神社 

0牡鹿法印神楽 石巻市湊字牧山 夏 

0能神楽 仙台，大崎人幡神祉 9月14日 

0川前鹿踊・川前剣弾 宮誠郡宮城町字芋沢 7月 7 日 （旧） 

青葉神社祭 仙台 5月24日 （-25日）・ 

10月 9日 

塩釜神社例祭 塩釜市 7 月10日 

塩釜みなと祭 塩釜市, 志波彦神社 8 月 5 日 

七タ祭 仙台 8 月 6 日 （-8日） 

どんと祭（松焚祭） 仙台，大崎入幡神社 1月14日 （15日） 

花祭り 塩釜市．塩釜神社 4 月25日 

帆乎祭り 塩釜市, 塩釜神社 3月10日 

松島燈艇流し 宮城県松島町 8月16日 

秋
 

田
 

県
  

O秋田の草灯 秋田市 8月 5 日 （-7日） 

O男鹿のナマハゲ 男鹿市，赤神神祉，南秋田郡 12月31日・ i月16日 

若美町 

O刈和野の大綱引き 仙北郡西仙北町刈和野 1月15日 （旧） 

O大日堂舞楽 鹿角市入幡平，大日霊貴神社 1月 2 日 

＠東湖入坂神社祭のト 市秋田郡天王町, 同男鹿市船 1月 6 日，7月 7 日 

ウ＝ン行事 越 他 

O西馬音内の盆踊 雄勝郡羽後町 8 月16日 （-18日） 

O保呂羽山霜月神楽 平鹿郡大森町，波宇志別神社 11月 7 日 

O六郷のカマクラ行事 仙北郡六郷町 	  2月11日（-15日） 

0秋田万歳 秋田市 不定 

〇おやま難子 仙北郡角館町，神明社薬師堂 9月 7 日 （-9日） 

0毛罵内の盆踊り 鹿角iかト和田毛瓜内 8月21日（-25日） 

0小滝のチョウクライ 由利郡象潟町小滝 6月15日 

ロ舞 

0綴子の大太鼓 北秋m郡謄巣町，報子神社 7 月14日（15日） 

0中里のカンデッコあ 仙北郡西木村 I月15日（I日） 

げ行亭 

0根子番楽 北秋田郡阿仁町 不定 

0能代のナゴメハギ 能代市宇浅内‘中浅内，黒岡 12月31日 

0荒処の沼入り党天行 平鹿郡平鹿町醍醐字荒処 5 月I日 

事 

花輪ばやし 鹿角市花輪町 8月19日（20日） 

発天祭 秋田．三吉神社 1月17日 

横乎の発天 機乎市‘旭岡山神社 2月17日 
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山
 

形
 

県
  

O黒川能（王紙祭） 東田川郡櫛引町黒川，春日神 2月1日（ 2 日） 

社 

O杉沢比山 飽海郡遊佐町, 熊野神社 8月 6 日（15日・20 
日） 

O林家舞楽 寒河江市，慈思寺 5月 5 日 

西村山郡河北町，谷地人幡宮 9月14日（15日） 

0新山の延年 飽海郡平田町，新山神社 9月 3日 

0高寺入講 東田川郡羽愚町高寺，雷電神 5月 8 日 

社 

O萩野仁［Ii山獅子踊 新庄市大字萩野字仁田山 8 月26日 

0遊佐の7 . Isゲ 飽海郡遊佐町 1月 6 日 

上杉神社祭 米沢市 4 月29日（ '5月 3 
日） 

黒森歌舞伎 酒田市，日吉神社 2月15日（~17日） 

酒田山王祭 酒田市‘日枝神社 5 月20日 

さくらんぼ祭り 寒河江市 6 月10日 （ '30日） 

析庄まっり（唯子） 新庄市，最上公園 8月器日（--26日） 

鶴岡化物祭り 鶴岡市, 太宰府神社 6 月 5 日 

天童桜まっり 天童市，舞鶴公園 4 月15日 

羽黒社田植祭 東田川郡羽黒町 5 月 8 日 

羽黒山松例祭 東田川郡羽黒町．羽黒山神社 12月卸日 （~1月1 
日） 

羽黒山花祭 東田川郡羽黒町．出羽三山神 7月15日 

祉 

花笠祭り 山形 8 月 6 日 （~8日） 

山形まっり 山形市内 11月1日 （~3日） 

福
 

島
 

県
  

O金沢の羽山どもり 福島市松川町 11月16日～18日 

〔旧） 

＠御宝殿の稚児田楽と いわき市，熊野神社 7月31日（ 8月1日） 

風流 

＠相馬野馬迫 相馬市・原町市‘相馬郡小高 7 月器日（ '25日） 

町他 

O田島祇凧祭のおとう 南会津郡田島町 7月18日 （~21日） 

や行事 

〇石井の七福神と田檀 ニ木松市 1月14日 	（--'16日） 

踊 

0御田植 東白川郡棚倉町，都4古別神 1月 6 日 

社 

0鹿島日古神社のお浜 相馬郡鹿島町 中年 4 月2】・22に近 

下り い日昭 

0小浜長折の三匹獅子 安述郡岩代町，諏訪神社 4 月27日 

舞 

0古寺山自米楽 

0津島の田植踊 

須賀川市大字上小山田 

双業郡浪江町津島・市津島・ 

1月 2 日（旧）3 日 

1月14日（~17日） 小正月 

赤宇木 

0広瀬熊野神社の御田 安述郡岩代町 1月 6日 

植 

〇南須釜の念仏踊 石川郡玉川村 4 月 8 日（東橋寺）・ 

8 刀14日 

安験国造神社祭 郡山市 9 月万日（ '29日） 

福
 
島
 
県
 

空也念仏踊り 

I, 

相馬盆踊 

ニ本松提燈祭

三春だるま市 

河沼郡河東村広野I入華寺

河沼那河東村広野，入葉寺

相馬市 

二本松市, ニ本松神社

田村郡三春町 

8月 5 日 

9月11日 

8月14日（~16日） 

10月 4 日 （~6日） 

茨
 

城
 

県
  

0綱火（高岡） 

O綱火（小張） 

O日立風流物（日立祭） 

0あんIま難子 

0大串のささらと大野 

のみろく 

0大畑のからかさ万灯 

0金砂田楽 

0五所駒滝神社の祭事 

〇祭頭祭 

0常陸大津のお紛祭 

0那珂湊の獅子とみろ 

く 

0真家のみたま踊 

悪たれ祭 

潮来あやめ祭 

黄門祭 

神幸祭 

提燈竿もみ祭り 

筑波山がま祭 

常磐神社例祭 

筑波郡伊奈町，愛宕神社

筑波郡伊奈町，愛宕神社

日立市，神峰神社 

’嵐蔽8$JhI*tfJ.' ** 	tL一 

東菱城郡常澄村‘大串稲荷神

社 

新治郡新治村大字大畑 

久慈郡金砂郷村 

真壁郡真壁町 

鹿島郡皿島町，鹿島神宮 

北茨城市大津町

教城県那珂湊市 

新治郡人郷町真家 

西茨航郡岩間町，愛宕神社

行方郡潮来町 

水戸 

鹿島郡鹿島町, 鹿島神宮

古河市 

筑波郡筑波町，筑波山神社

水戸 

曳
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栃
 

木
 

県
  

O烏山のii!あげ行事 

O川俣の元服式 

0栃窪の天念仏 

0奈佐原文楽 

0Jiの天祭 

0百村の百堂念仏舞

秋季渡御祭 

強飯式 

泣き相撲 

日光東照宮渡御祭 

〔百物揃, 千人行列， 

輪王寺の延年舞〕 

日光和楽踊り 

弥生祭り 

那須郡烏山町

塩谷郡栗山村

鹿沼市栃窪 

鹿沼ill奈佐原町 

那須郡南那須町 

黒磯市百村 

日光市，東照宮 

日光市, 輪王寺三仏堂 

鹿沼市，生子神社 

日光市 

日光市，古河電気エ業株式会

社 

日光市，ニ荒山神社 

7 月25日 （~27日） 

1刀21日 

4 月7 日～ 9日 

（旧） 

不定 

9月1日 

4 月23日 

10月17日 

4 月 2 日 

9月19日以後の日曜 

5 月17日 （18日） 

8月 5 日・ 6 日 

4 月16日 （~17日） 

 
一
 

一
 

一
 

群
 
馬
 

県
  

0片品の狼祭 

0下長磯の式三番 

0尻高人形 

草津温来祭 

だるま市 

群思県 

前橋市長磯町 

吾姿郡高山村尻高 

吾姿郡輩津町 

高崎市，少林山違磨寺 

4 月15日 

不定 

8月1日（-'-3日） 

1月 6 日・ 7 日 

】
 

一
 

 

O猪俣の百入燈 児玉郡黄里町 8月15日 
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M 地域活動 

埼
 

玉
 

県
  

O秩父祭の屋台行事と 

神楽（秩父夜まっり） 

O鷲宮催馬楽神楽（春 

季祭） 

秩父市‘秩父神社 

北葛飾郡鷲宮町，鷲宮神社 

1231 3 U

4 Fl IOU

71131LR

1031 
0 	" 	（夏越祭） I, 

(-6 U)

.5315 

0 	" 	（秋季祭） I, lOU

1011 0凹戸の式三番 進田市, 愛宕神社 14 U

431 0白久の串人形 秩父郡荒川村 iI 3
2311 〇玉敷神社神楽 北埼玉郡騎西町 13

15H 	1231 
H

731 14
1 

大潟祭り 大宮市，氷川神社 

2H
1231 lOU
43118 川越観音祭（ささら 川超市．高沢山観音寺 

一  
獅子舞） 

H

1011 川超祭 川越市，氷川神社 (15 H)
(20 

14 H

731 川瀬祭 秩父市，秩父神社 19H
7 	H)(- 22H 熊谷団扇祭 熊谷市，入坂神社 ) 31 20 H

1131 毛呂の流鏑馬 入問郡毛呂山町 , 出雲伊波比 

神社 

3 H

831 氷川神社祭 大宮市 1 H

931 ほろかけ祭 川越市，古尾谷八幡神社 15H 

千
 

葉
 

県
  

O鬼来迎 ー 匝瑳郡光町虫生、広済寺 8月16日 

0おどり花見 成田市，三宮菅生神社 4 月 3日 

0加茂の三番隻と花踊 安房郡丸山町加茂，賀茂神社 8月1 日 （ 2 日） 

0白間津ささら踊 安房郡千倉町白間津 7月14日（-'16日） 

5年毎 

0洲崎踊 千葉県館山市洲崎 6月13日・8月加日 

~(22日） 

0多古のしいかご舞 

0六座念仏の称念仏踊 

番取郡多古町多古

印膳郡印西町武西 

7月25日（お日） 

1月16日・2 月15日・ 

3月他 

御田植祭 佐原市，香取神宮 4月第1土‘日曜 

成田不動尊紙園会 成田市，新勝寺 7月 7日～9日 

東
 

京
 

都
  

0板柵の田遊び（徳丸） 板橋区，北野神社 2 月11日 

O板摘の田遊び（下赤 板橋区，諏防神社 2 月13日 

塚） 

0小河内の鹿島踊 西多摩郡典多摩町川内 9月15日・ 4 月 

0江戸の里神楽 台東区蔵前 4-3-8 ・品川区東 不定 

大井2-16-7・荒川区西日暮里 

6-15-6・稲城市矢野口 2434 

0槍原村の式三番 西多摩郡愉原村 9月第 1 土眠・ 9月 

14日 

0鳳風の舞 ー西多摩郡日の出町平井 9月末の日曜 

浅草お富士さま植木 台東区，富土浅問神社 5月31日（ 6月1日） 

市 

浅草観音，四万六千 台東区 7月 9日（10日） 

日 （繰おずき市） 

浅草三社祭 東京都台東区，浅草神社 5月第 3 日限を中心 

とする金曜～月曜 

1 	イベント‘まつり 

浅草鳥越祭り 台東区‘鳥越神社 6月第 2 日曜 

入谷朝顔市 台東区, 真源寺 7月 6日 （~8日） 

うそかえ神事 ユ東区, 亀戸天神社 1月別日（25日） 

大国魂神社 府中 5月 5日（ 6 日） 

御会式 大田区‘池上本門寺 10月12日 

亀戸天神祭 江東区 8月25日 

神田祭 千代田区，神田神社 5月'4日（-15日） 

鬼子母神会式 豊島区 10月12日（-'18日） 

義士祭 港区，来岳寺 12月14日 

くらやみ祭（六所祭） 東京都府中市 5月 5日 

孔子祭 文京区‘渦島聖堂 4月第 4 日曜 

山王祭 千代田区，日枝神社 6月10日（-16日） 

芝神明祭（だらだら 港区, 芝大神宮 9月11日（-'21日） 

祭）（生菱市） 

白鷺の舞 台東区, 浅草寺 11月 3日 

浅草寺亡者送り 台東区 1月18日 

大東京祭 10月 I 日 

高尾山春季大祭 入王子市，高尾山有喜寺楽王 4 月21日 

院 

だるま市 調布市，深大寺 3月 3日 （ 4 日） 

年の市（羽子板市） 台東区‘浅草観音 12月17日（-19日） 

投津推現祭り 文京区, 根津神社 9月21日（22日） 

拠若忌 墨田区，木母寺 4 月'5日 

入王子天王祭 入王子市，入雲神社 11月23日（24日） 

火渡り祭 入王子市，高尾山有喜寺薬王 3月第 2 日I是 

院 

深川祭 江東区，深川入幡宮 8月15日 

べったら市 中央区，宝田恵比寿神社附近 10月19日（20日） 

ぼろ市 世日l谷区 1・12月15・16日 

粗 開 台東区, 報思寺 】月12日 

都 明治神宮祭 渋谷区 11月 3日 

湯島天神大祭 文京区 5月下旬の土・日曜 

0. - ッ中ラコ 三浦市，海市神社 1 月15日 

神 
0山北のお峰入り 足柄上郡山北町皆瀬川 10月16日 

0足柄ささら踊 南足柄市 8月14日（へ-16日） 

ほか 

0鹿島踊 足柄下郡沿河原町古浜，素鷲 8月 2 日 

神社 

奈 0滑立獅子舞 足柄下郡箱根町仙石原，金時 5月 5 日 

神社 

足柄下郡箱根町宮城野，諏訪 7月15日 

	 神社 

芦の湖湖上祭 足柄下郡箱根町 7月31日 

川 江の島天王祭 藤沢市，江の島神社 7月14日 

大山夏祭 伊勢原市 7月27日 

面掛行列 鎌倉市，御霊神社 9月18日 

鎌倉まつり 鎌倉市 4 月第 2 日曜～第 3 

日曜 

貴船神社船祭（貴船 足柄下郡真鶴町 , 貴船神社 7月刀日（28日） 

祭） 

3718 
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M 地域活動 
	 1 イペント , まつり 

神
 
奈
 

川
 
県
 

国府祭 

鶴岡祭（流鏑馬・宵 

宮祭） 

箱根大名行列 

箱根大文字焼 

浜降祭 

平塚七タ祭 

横浜みなとまっり 

中郡大磯町，六所神社

鎌倉市，鶴岡人幡宮 

足柄下郡箱根町 

足柄下郡 

高座郡寒川町，寒川神社

平塚市 

5月 5 日 

9月15日 （16日） 

11月 3日 

8月16日 

7月15日 

7月 7 日 

5月 3日 

新
 

潟
 

県
  

O青梅の竹のからかい 

O捜子舞 

0糸魚川の舞楽（喧雌 

祭） 

O根知山寺の延年 

0能生の押楽 

0弥彦神社燈寵おしと 

舞楽 

0佐渡の人形芝居 

0大の阪 

0五所神社の御田植神 

事 

0白山神社の田遊び神 

事 

0山北のポ夕モチ祭 

石船神社例祭 

押合祭り 

謙信公祭 

新穂の鬼太鼓 

鎮魂祭 

西頚城郡青海町 

柏崎市，黒姫神社 

糸魚川市，天津神社 

糸魚川市，日古神社 

西頭城郡能生町，白山神社 

西摘原郡弥彦村 

両津市‘佐渡郡 

北魚沼郡堀之内町 

佐渡郡赤泊村下川茂 

佐渡郡畑野町火宇大久保, 白 

山神社 

岩船郡山北町中浜・杉平・岩石 

村上市 

南魚沼郡大和町，浦佐毘沙門 

堂 

上越市, 春日神社 

佐渡郡折秘村 

西茄原郡弥彦村．弥彦神社 

1 月15日 

9月15日 

4 月10日〔11日） 

9月 1 日 

4 月24日 

7月25日 

不定 

8月14日（-16日） 

2月 6 日 

2月 3日 

12月 2 日 

10月18日 

3月 3 日 

9月16日 

6 月24日 

n月 1 日 

富
 
山
 
県
 

＠越中の稚児舞（熊野

神社） 

" 	（加茂神社） 

" 	（越中の舞楽 

（明日）) 
＠高岡御II‘山祭の御車

山行事 

0()津浦の夕テモン行

事 

0五箇所山の歌と踊 

0利賀のはっうま行事

おわら風の盆

入尾曳山祭 

婦負郡婦中町中名 

射水郡下村加茂 

下新川郡宇奈月町 

高岡市，関野神社 

魚津iり 

東覇波郡 

東嚇波郡利賀村 

婦負郡八尾町，町営グラソド

婦負郡人尾町, 入幡社 

8月25日 

9月 4 日 

4 月18日 

5月 1 日・（ 9月 3・ 

4 日） 

8月 7 日（ 8日） 

4 月23・24日，8月 

15日ほか 

1月15日 

9月1日 （~3日） 

5月 5 日 

石
 

川
 
県
 
 

0青柏祭の曳山行水 

0奥能登のあえのこと 

O尾口のでくまわし 

O熊甲二十日祭の枠旗

行亭 

七尾市‘大地主神社

珠洲市，岡輪島市，同珠洲郡

内加町，同鳳至郡能部町，穴

水町，門前町及び柳田村

石川郡尾口村，鶴米町

鹿島郡中島町 

5月13日（-15日） 

2 月 9 日‘ 12月 5日 

2月上～中旬 

9月加日 

石
 

川
 

県
  

0能登のア・メハギ 

" 
I, 

0鵜川菅原神社のイド 

リ祭り 

0加賀万才 

0白蜂のかんこ踊（白 

山開山祭） 

加賀百万石祭 

九谷茶碗まっり 

九谷祭り 

御陣乗太鼓 

竹割り祭り （竹割神 

事） 

蛸島早船狂曾 

平国祭（おいで祭） 

富米八朔祭（くじり 

祭） 

連如忌 

珠洲郡内蒲町 

鳳至郡門前町 

輪島市 

鳳至郡能都町・穴水町 

金沢市油水 

石川郡白峰町 

金沢市 

能美郡寺井町, 狭野神社・九

谷神社 

能美郡寺井町寺井，九谷神社

輪島市, 奥津姫神社 

加賀市，石部神社 

珠洲市．高倉彦神社 

羽昨市，気多大社 

羽昨郡富米町, 人幡神社・住 

古神社 

鳳至郡能都町，光誓寺 

節分（2/3) 
1月 6 日 

1 月14日（20日） 

11月 1 日（~8日） 

不定期 

7月17日 

6月12日（- 14日） 

5月 3 日 

6 月 4 日（ 5 日） 

7月31日（ 8月 1日） 

2月10日 

9月10日 

3月18日 （～認日） 

8月31日 

‘月23日（-26日） 

福
 

井
 

県
  

0敦賀西町の綱引き 

0水海の田楽・能舞 

0睦月行亭 

0字波西神社の神り‘芸 

飽 

0糸崎の仏舞 

0国山の神事 

0野大坪万歳 

0日向の綱引き行事 

0六斎念仏 

勝山左義長 

気比神宮祭 

神明神社祭 

放生会 

三国祭 

若狭のお水送り 

敦賀市 

今立郡池田町，鵜甘神社 

丹生郡清水町 

三方郡三方町気山 

福井市糸崎町 

福非市国山町 

武生市味真野町 

三力郡美浜町 

遠敷郡上中町三宅・瓜生 

勝山市 

教賀市 

福井 

小浜市，人幡神社 

坂井郡三国町桜谷, 三国神社 

小浜市（入幡社，神宮寺, 若 

狭神宮） 

1月15日 

2月15日 

 	2月14日 

4月8日 

4月18日 

1月3 日 

正月 

1月15日 

8月13日（14日） 

2月24日（25日） 

9月 4 日 

5月 9 日 

9月14日 

5月19日（-21日） 

3月 2 日 

山
 
梨
 

県
  

0天津司舞 

0ー之瀬高柵の春駒 

0無生野の大念仏

信玄公まっり 

古田の火祭 

甲府, 諏訪神社・天津町神社

塩山市 

市都留郡秋山村 

甲府市 

富士古田市，富土浅間神社 

4 月10日に近い日曜 

1月14日 

1月16日・ 8月16日 

4 月12日前後の土・

日 

8月26日 

一
 
一
 
一
 

長
 

野
 
県
 

 

O雨宮の神事芸能 

O天竜村の霜月神楽 

（お潔め祭） 

" 	（冬祭） 

"（大河内の例祭） 

O遠山の霜月神楽 

0雪 祭 

更埴市, 爾宮坐日古神社 

下伊那郡天竜村, 天照皇大神

社 

下伊那郡天竜村，諏訪神社

下伊那郡天竜村．池大神社

下伊那郡上村・南信濃村

下伊那郡阿南町新野 , 伊豆神 

4 月29日 

I 月 3日 

l 月 4 日（ 5日） 

1 月 5 日 

12月上旬～中旬 

1月14日（15日） 
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M 地城活助 

	 1 イベント，まつり 

長
 

野
 

県
  

	 社 

〇跡部の踊り念仏 佐久市 4 月第1日曜 

0伊奈の人形芝居 飯田市滝江・下伊那郡阿南町 不定期 

西条‘同上郷町池の尻 

0駒ケ岳神社の太々神 木曽郡上松町 5月 3 日‘ 7月第1 

楽 土曜 

0下伊那大河内のッカ 下伊那郡天竜村大河内 3月 3 日（旧） 

オイ行事 

〇新野の盆踊 下伊那郡阿南町折野本町，市 8 月14日 

神神社 

0武水別神社の順人行 更埴市 12月10日（-15日） 

事 

0和舎の念仏踊 下伊那郡阿南町, 林松寺・熊 7月13日〔-16日） 

浅間温来たいまっま 

野神社 

松本市浅間温泉，浅間神社 10月 3 日 

っり 

ウ，ストソ祭 南安曇郡安曇村上高」也 6月第1日限 

おびんずる回し 長野，善光寺 1月S 日 

戸阻山の神祭り 上水内郡戸隠村中社‘戸隠神 3月 9 日 

社中社 

岐
 

皐
 

県
  

O南宮神社の神事芸能 不破那垂井町宮代 5月 4 日（ 5 日） 

O下呂の田の神祭 益田郡下呂町‘森人幡神社 2月1‘日 

O高山祭の屋台行事 高山市．日技神社 4 月14日（15日） 

'I 高山市，人幡神社 10月 9 日（10日） 

O長滝の延年 郡上郡白鳥町，白山長滝神社 1月 6日 

0能郷の能・狂言 本巣郡根尾村，白山神社 4月13日 

O古川祭の起し太鼓・ 古城郡古川町．気多若宮神社 4月19日（20日） 

屋台行事 

O真桑人形浄瑠璃 木巣郡真正町上真桑字本郷 3月加日 （21日・25 
 	日） 

0寒水の掛踊 郡上郡明方村寒水，白山神社 9月 8 日 （ 9 日） 

0郡上踊 郡上郡人幡町 8 月13日（- 16日） 

はか 

0久田見の糸切りから 加茂郡入百津町 4 月第 1土・日曜 

くり 

0水無神社の神事芸能 大野郡宮村ー之宮 5月】日 （ 2 日） 

0東津汲の鎌倉踊 揖斐郡久瀕村東津汲，白裁神 4 月15日 

	 社 

どぶろく祭 大野郡白川村‘人幡神社 10月14日（15日） 

長良川鵜飼開き 岐皐 5月11日 

長良川祭 岐阜市，神明神社 7月16日 

静
 
岡
 
県
 

 

O遠江森町の舞楽（天 周智郡森町 4 月第1土・日 

宮神社） 

" 	（小国神社） 周智郡森町―宮 4 月17日（18日） 

" 	（山名神社） 周智郡森町 7月15日に近い土・ 

日 

O徳山の盆踊 

O西浦の田楽 

榛原郡中川根町 

磐田郡水窪町西浦，所能山観

音堂 

8月15日 

1月18日（-19日） 

q日） 

0藤守の田遊び〔猿田 志太郡大井川町字藤守‘大非 3 月17日 

静
 

岡
 

県
 

楽） 人幡宮 

0伊豆・駿河の水祝い 熱海市下多賀・沼津市江浦 1月 2 日 

0獅子木遣と神ころが 焼津市．焼津神社 8月12日（13日） 

し 

0滝沢入坂神社の田遊 藤枝市，入坂神社 2月17日 

0新居のこと入日行事 浜名郡新居町 2月 8 日（12月8 日） 

0懐山のおくない 天進市懐山 1月 3 日 

0三日堂ひよんどり 引佐郡引佐町渋川寺野, 宝蔵 1月 3 日 

寺観音堂 

0有東木・平野の盆踊 静岡, 東雲寺・少林寺 8月14日（15日） 

遺州大念仏 浜松市，宗円堂 8月13日（-15日） 

按針祭り 伊東市 8 月 8 日（-10日） 

黒船祭

尻摘祭 

下田市，城山公園

伊東市，音無神社 

5月17日 （18日） 

ll月 9 日 

廿日会祭 静岡，浅間神社 4 月 5 日 

富士浅間流鏑勝祭 富士官市，浅間神社 5月 4 日 （~6日） 

愛
 

知
 

県
  

0尾彊津島天王祭の車 津島市，同海部郡佐屋町 7月第 4 土・日限 

楽舟行事 

O豊柵神明社の鬼祭 

O花 祭 

豊橋市 

北設楽郡東栄町・豊根村・津 

2月10日（ll日） 

lた・1ル・3（古戸花祭 

具村 保存会） 

1/3・1/3・4（下粟代 

花祭保存会） 

" 	（坂宇場 

'I 	) 

1/3 	（中在家 

I, 	) 

1n.3・lA（足込 

'I 	) 

1/4 	（河内 

II 	) 

1た・1/5・6（上黒川 

I, 	) 

1乃・1/2・3（津共 

'I 	) 

1た・ 	” 	（東蘭目 

'I 	) 

1/7' 	” 	〔御園 

'I 	) 

" 	（下恐Iり 

'I 	) 

1/12'v3・4（山内 

I, 	) 
V16・Iノ‘・5（間黒 

I, 	) 

12/2 	（中段楽 

'I 	) 

北設楽郡束栄町月 1/7・1/22・認（月 

I, 	) 
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0三河の田楽（鳳米寺） 

" 	（黒沢） 

（田峰） 

0絞渡の夜念仏と盆踊 

0大海のほうか 

0設楽のシカウチ行事 

0水法の芝馬祭 

0知立のからくり 

0知立山車文楽 

0鳳来町のほうか 

0三河万歳 

南設楽郡鳳米町 

南設楽郡鳳来町七郷ー色

北設楽郡設楽町 

東加茂郡足助町 

新城市 

北設楽郡東栄町布川 

” 	月 

小林 

” 古戸 

用設楽郡鳳米町 

能登瀬 

一宮市 

知立市西町 

知立市山町 

愛知県市設楽郡鳳米町 

II 

西尾市上町上屋敷 

Iv12・】n・3（小林 

,, 	)  
1v14・lV14・15（布 

川 ” ) 
1 月 3日 

1月 6 日（旧） 

2月11日 

8月10日・8月15日 

8月1‘日（15日） 

1月 2 日（旧） 

1月（旧）の最初の 

日曜 

1月 5 日 （旧）の近 

くの日曜 

2月（旧）2 の午 

4 月22日 

8月 1 日（旧） 

5月 2・3日（隔年） 

5月 3日〔隔年） 

v14・15（登喜和述） 

v14（ー色念仏放下

保存会） 

V13・14（名号放下

保存会） 

（源氏若連会） 

（壮信友） 

不定（正月） 

名古屋，熱田神宮

犬山市

北設楽郡設楽町‘ 

豊川市

豊川市 

6月 5日 

7月22日 

津島神社 11月第3土曜 

4 月21日 

11月認日 

10月10日～加日の金 

土・日曜 

1月11日 

訪神社 	8月26日 （27日） 

熱田祭 

犬山川祭 

参快祭 

豊川稲荷春祭 

豊川稲荷秋祭 

名古屋祭 

踏歌神事 

三河ー色大提燈祭 

名古屋，熱田神宮 

幡豆郡ー色町, 諏訪神社 

O安乗人形芝居 

O伊勢太神楽 

0御頭神事 

0志摩加茂五郷の盆祭 

行事 

0御田植祭 

0勝手神社の神事踊 

伊勢神宮月次祭 

神楽祭 

御田祭 

桑名石取祭（石採祭） 

神嘗祭 

志摩郡阿児町，安乗神社 1月 2日〔旧） 

8月14日～15日 

桑名市，増田神社 	 12月24日 

度会郡御開村高向，高向大社 2 月15日 

鳥羽市松尾町，河内町 	8月14日（15日） 

志摩郡磯部町, 伊雑宮 	6 月24日 

阿山郡伊賀町山畑 	 10月10日 

伊勢市 	 12月15日〔-25日） 

伊勢市，皇大神宮 	 4 月 5 日（~7日） 

伊勢市，猿田彦神社 	 5月 5 日 

桑名市，春日（桑名）神社 8月第 1 土・日曜 

伊勢市，伊勢神宮 	 10月15日（-17日） 

M 地域活助 
1 イペント，まつり 

多度祭 桑名郡多度町，多度大社 5月 4 日 （ 5 日） 

滋
 

賀
 

県
  

0長浜曳山祭の曳山行 長浜市，入幡神社 4 月13日 〔-16日） 

事 

0おはな踊 犬上郡甲良町大字北落，日吉 8月21日 

神社 

〇太鼓踊 坂田郡山東町大字朝日 9月23日（24日） 

0近江のケンケト祭り 守山市，甲賀郡土山町, 甲賀 5月 3日（滝樹神社 

・長刀振り 町，蒲生郡蒲生町及び竜王町 献鶏頭おどり保存会 

・弥栄会・杉之木神社 

ケンケト踊保存会） 

5月 5 日 （小津神社 

長刀踊保存会・下新 

川神社神事保存会） 

4 月23日近くの日曜 

（高木神社ケンケト 

帯掛保存会・けんけ 

と祭保存会） 

0油日の太鼓踊 	 甲賀郡甲賀町大宇油日 5月 1 日 

近江神宮祭 大津 4 月20日 

左義長祭り 近江入幡市，日牟礼入幡宮 3月中旬の土・日 

御修法 大津，延暦寺 4 月 4 日（-'11日） 

千団子祭 大津，三井寺 5月16日 

鍋冠祭り 坂田郡米原町朝姿，筑摩神社 5月 3日 

湘刻祭 大津，近江神宮 6月10日 

京
 

都
 

府
  

O議園祭の山鉾行事 京都，入坂神社 7月17日 

（山鉾巡行） 

0京都の六斎念仏 京都市 8月15・16日（梅津 

六斎保存会） 

8月25日（吉祥院六 

斎保存会） 

8月30日（久世六斎 

念仏保存会） 

8月25日（空也念仏 

郡保存会） 

O嵯峨大念仏狂言 京都 I 清涼寺釈迦堂 4 月第 2 土・日曜 

（釈尊御身拭式） 3月15日 （お松明（浬 

'S 葉会）にも 

行う） 

0壬生大念仏狂言 京都，壬生寺 4 月21日（-29日） 

Oやすらい花 京都，今宮神社 4 月第 2 日曜（今宮 

やすらい会） 

I, 京都市北区上賀茂」也区・玄武 5月15日（上賀茂・ 

玄武やすらい踊保存 

会） 

（川上やすらい踊保 

存会） 

O涌出宮の宮座行事 相楽郡山城町 2月15日（-17日） 

	 （居龍祭） 3月21日・ 9月30日 

0久多の花笠踊 京都市，思古淵神社 8月24日 

葵祭り 京都‘下鴨神社・上賀茂神社 5月 IS日 
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M 地城活動 1 イペント，まつり 

京 

あがた祭り（県祭り） 

愛宕千日詣り 

嵐山三船祭 

嵐山の万燈流し 

嵐山もみじ祭 

石清水入幡宮祭 

（石清水祭） 

宇治市，県神社・宇治神社 

京都，愛宕神社 

京都．準折神社 

京都，臨川寺 

京都，渡月橋昨 

級喜郡入幡町 , 石清水入幡宮 

6月 5 日 

7月31日（ 8月1日） 

5月第3日曜 

8月16日 

11月第 2 日曜 

9月】5日 

牛 祭 京都‘広隆寺 10月12日 

御神楽祭 京都，石清水入幡宮 12月15日 

おけらまいり 京都，入坂神社 12月31日 

お松明（浬葉会） 京都，清涼寺（嵯峨釈迦堂） 3月15日 （嵯餓大念 

仏狂言） 

御田植祭 京都 , 松尾大社 7月23日 

，砥園祭 京都．入坂神社 7月 1 日 （-29日） 

北野瑞皿祭 京都, 北野天満宮 10月 4 日 

古祥天聞扉 相楽郡, 浄瑠璃寺 10月 1 日（-'11月30 
日） 

北野祭 京都‘北野天満宮 8月 4 日 

京都薪胞 京都，平安神宮 6 月 1 日（ 2 日） 

鞍馬の火祭 京都‘由岐神祉 10月22日 

競馬（賀茂競馬） 京都, 上賀茂神社 5月 5日 

虚空蔵十三詣り 京都 , 嵯峨法輪寺 4 月13日 

五大力尊仁王会 京都，醍醐寺 2 月23日 

時代祭 京都 , 平安神宮 10月22日 

白川女花行列 京都，北白川天神宮 4 月 6 日 

千燈供養（虫供養） 京都，化野念仏寺 8月23日（24日） 

千日粛り 京都 , 清水寺 8月10日 

梅花祭 京都，北野天満宮 2月25日 

竹伐り祭り 京都，鞍思寺 6月即日 

（竹伐り会） 

大文字送り火 京都 8月16日 

大根焚き 京都，了徳寺 12月 9日（10日） 

（鳴滝大根焚き） 

裸 踊 京都，法界寺 1月14日 

花供養 京都，鞍馬寺 4 月18日（-24日） 

東木願寺報思講 京都市 11月22日（～認日） 

伏見稲荷火焚祭 京都 11月8日 

報思講 京都，西本願寺 1月 9 日（-16日） 

松尾大社神幸祭 京都 4 月第‘日曜 

松尾大社例大祭 京都 4 月 2 日 

万燈会 京都．六波羅蜜寺 8月8日（-10日） 

宮津燈龍流し 京都府宮津市 8月16日 

妙法写騒会 京都，鞍馬寺 8月1日（~3日） 

八瀬赦面地踊り 京都 , 秋元神社 10月11日 

O御田植祭 大阪，住古大社 6月14日 

O聖霊会の舞楽 大阪，四天王寺 4月22日 

0上神谷のとおどり 堺市,桜非神社 10月 5日 

愛染祭（ゆかた祭） 大阪．四天王寺 6月30日（~7月 2 
日） 

生国魂神社夏祭 大阪 7月12日 

大
 
阪
 
府
 

今宮十日戎 大阪，今宮戎神社 1 月 9 日 （-Il日） 

呉服祭 池田市．呉服神社 10月17日（18日） 

四天王寺彼岸会 大阪 9月21日 

住古祭 大阪‘住古大社 7月31日（ 8月 l 日） 

千日島 大阪，四天王寺 8月 9 日 

天満宮天神祭 大阪 7月別日（25日） 

どやどや（修正会） 大阪，四天王寺 1 月14日 

彼岸会 大阪，四天王寺 3月18日（-24日） 

火渡祭 

踏欧神亭 

堺市, 石津戎神社

大阪，住古大社 

12月14日 

1月 4 日 

枚岡神社秋祭 東大阪市 10月14日 

水無淑祭 三島郡島本町広瀬, 水無瀬神 12月 7 日 

宮 

兵
 

庫
 

県
  

0上鴨川住吉神社の神 加東郡社町 10月 4 日（ 5日） 

事舞 

O但馬久谷の菖瀦綱引 美方郡浜坂町 6月 5日 

き 

0青垣の繍三番里 氷上郡青垣町沢野, 人幡神社 10月 9 日（10日） 

0阿万の風流大踊・小 三原郡南淡町阿万上町 1月・5月・9月の 

踊 第1日曜 

0大杉のざんざこ踊 義父郡大屋町 8月16日 

0車火蔵神社の翁舞 神戸 1月14日 

尻ひねり祭 西宮iii, 西宮神社 6月14日 

湊川神社例祭（楠公 神戸 5月24日 （-26日） 

祭） 

みなと祭 神戸 10月21日（ --22日） 

奈
 

良
 

県
  

O春日若宮おん祭の神 奈良，春日大社 12月16日（--18日） 

亭芸能 

0麗目立 山辺郡都郭村大字上深川，人 10月12日 

柱神社 

0十津川の大踊 古野郡十津川村 8月13日 （15日） 

0嚇 舞 奈良，奈良豆比古神社 10月 8 日 

0茅野のとんど 御所市，古祥草寺 1 月14日 

0阪本踊 古野郡大塔村 4)129日・ 8 月 15' 
23目 

0篠原踊 吉野郡大塔村篠原 I 天神社 1 月25日 

〇当麻寺線供義 北葛城郡当麻町 5月14日 

甘茶会 奈良，興福寺 4 月 3日 

石上神宮祭（渡御祭） 天理市 10月15日 

うちわまき 奈良，唐招提寺 5月19日 

大茶盛り 奈良，西大寺 4 月第 2土・日／10 
月第 2日曜 

御田植式 奈良，春日大社 3月15日 

鬼追式 奈良，興福寺西円堂 2月 3日 （節分） 

鬼走り（修正会） 五条市．念仏寺陀4堂 1月14日 

蛙飛び行事（進華会） 古野郡‘『野町．金峰山寺蔵王 7月 7日 

堂 

嘉古祭 桜井市，談山神社 10月11日 

春日祭（申祭） 奈良，春日大社 3月13日 

春日万燈雄 I, 8月15日 
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古祥金〔古祥天聞扉〕 

御神火まつり（執道

祭） 

神楽始め 

証酒まつり（光仁会） 

聖武天皇祭 

（聖武さん） 

神武さん 

聖霊会（お太子さま） 

僧形入幡神座像開扉

薪 能 

談山神社幸祭 

奈良遷都祭 

奈良西九条頭屋祭 

（蛇まつり） 

ニ月堂修ニ会 

裸 脂 

花会式 

橿原祭り（紀元祭） 

雄会式 

法会式と鬼迫い 

牡丹まつり 

万燈龍 

文殊院会式

文殊会 

山焼き 

夢般本尊開扉 

夢殿本尊（救世観音） 

開扉 

吉野蔵王堂花供会式

古野神宮祭 

采女祭り 

開山忌（鑑真像聞扉） 

古祥天開扉 

三枝まつり 

（ゆりまつり） 

執金剛神開扉 

だだ押し 

多武峰談山神社秋祭 

り（けまり祭） 

ニ月堂お水取り 

奈良，薬師寺 

桜井市, 大神神社 

奈良，春日大社 

奈良，大安寺 

奈良，東大寺大仏敗 

橿原市, 橿原神宮

生駒郡．法隆寺

奈良，東大寺

奈良, 興禍寺 (12日） 

桜井市 

奈良‘奈良県庁前

奈良，倭文神社 

奈良，東大寺 

桜井市，長谷寺

奈良，薬師寺 

橿原市，橿原神宮

奈良, 法華寺

奈良，薬師寺

桜井市, 長谷寺 

奈良, 春日大社 

桜井市．安倍文殊院

奈良，興福寺

奈良，若草山

生駒郡，法隆寺 

吉野郡古野町 

古野郡吉野町 

奈良‘狙沢池, 乗女神社 

奈良，唐招提寺 

奈良，薬師寺 

奈良．串川神社 

奈良，東大寺三月堂

桜非市，長谷寺 

桜井市, 談山神社 

奈良 , 棄大寺 

1月 1 日 （～巧日） 

元日 

1 月 3日 

1 月23日 

5月 2 日 

4 月 3 日 

3月22日（-24日） 

10月 5 日 

5月lI日（12日） 

4 月15日 

3月21日（春分の日） 

10月16日 

3月1 日（-14日） 

1月 9 日 

3月10日（-4月5 
日） 

2月11日 

4月1日（-7日） 

4 月5日 

4月加日（~5月19 
日） 

2月3日節分（8月 

15日） 

3月25日（26日） 

4 月25日 

1 月15日 

4 月11日（~5月 5 
日） 

10月22日（-'-11月 3 
日） 

4 月11日 （12日） 

9月27日 

8月15日 （旧） 

6月 5 日 （~7日） 

10)-)20日 (--11JJIO 
日） 

6 月17日 

12月16日 

2月14日 

11月第 2 日曜 

3月11日（13日の午

前1時半すぎ） 

O杉野原の御田舞 

O那智の田楽 

有田郡清水町杉野原 

東牟婁郡那智勝前町，熊野那

智大社 

2月（隔年） 

7 月14日 

和
欧
山
県
 

\1 」也域活動 
1 イベント，まつり 

和
 

歌
 

山
 

県
  

0花園の御田舞 

0大瀬の太鼓踊 

0御坊の奇血祭 

〔※戯瓢踊〕 

0古座の御舟祭 

0田 楽 

神倉神社御灯祭 

（火祭り） 

鐘供養 

熊野逮玉神社祭 

（御船祭） 

熊野本宮例大祭

高野山御影供 

粉河祭 

丹生社笑祭 

（笑祭り） 

	  神社 

伊都郡花園村 

東牟婁郡本宮町 

御坊市, 小竹八幡神社 

東牟共郡古座町，河内神社 

有田郡広川町上中野，広八幡 

新宮市 

日高郡川辺町鐘巻，道成寺

新宮市, 熊野連玉大社 

東牟婁郡本宮町 

和歌山県伊都郡高野町, 金剛

峯寺 

那賀郡粉河町，粉河産土神社

日高郡川辺町．丹生神社 

 	（旧） 

1 月 8 日・ 1 月18日 

8月13日（-15日） 

10月 '1 日 （ 5日） 

7月23日（-25日） 

10月 1 日 

2月 6 日 

4 月27日 

10月15日（16日） 

4 月13日 （--15日） 

3月20日～2】日（旧） 

7月最終土・日 

10月10日 

鳥
 
取
 
県
 

 

O因幡の菖蒲網引き 

0越路の雨乞踊 

0大和佐美命神社の獅

子舞 

流し雄 

	  羽尾 

気高郡気高町宝木‘水尻，青

谷町青谷及び岩美郡岩美町大 

鳥取市越路

鳥取 

入頭郡用瀬町 

(I日） 5月 5日の近

くの土・日 

不定 

10月20日の後の日曜 

3月 3 日（~日） 
	

 一 

一 

	

一 

島
 

根
 

県
  

O大元神楽 

0隠岐国分寺建華会舞 

0佐陀神能（御座静祭） 

0青柴垣神事 

0隠岐の牛突きの習俗 

0鷲 舞 

0島後久見神楽 

〇槻の屋神楽 

0日古神社の庭の舞 

〇益田の糸あやっり人 

形 

O美田人幡宮の田楽 

山雲大社大祭 

出雲大社涼殿祭 

出雲大社例大祭 

古伝新嘗祭 

福神祭 

松江天神祭 

諾手船神事 

安来月の輪神事 

	  佐太神社 

邑智郡，那賀郡及び江津市

隠岐郡西郷町大宇池田 

八東郡鹿島町大字佐陀宮内， 

入東郡美保関町，美保神社

隠岐郡都万村，五箇村，西郷町

鹿足郡津和野町，弥栄神社

隠岐郡五箇村久見，伊勢命神

社 

大原郡木次町‘加茂神社

隠岐郡西ノ島町大字浦郷

益田市喜阿弥 

隠岐郡西ノ島町大字災日1  
鍛川郡大社町 

簸川郡大社町 

I, 

島根，出雲大社 

簸川郡大社町．出雲大社教 

松江，天満宮 

八東郡美保関町，美保神社 

安来市, 礼神社 

秋 

4 月21日 

9月25日 

4 月 7 日 

3月-10月 

7月20日 （ -27日） 

7月25日（26日） 

11月10日ほか 

q日） 9月 9 日 

不定 

9月15日（隔年） 

5月14日（-16日） 

6月 1 日 

5月14日 （-16日） 

11月23日 

q日） 1 月 1 日 

7月25日 

12月 3 日 

8月14日（-17日） 

0白石踊 笠岡市 8月13日（--15日）・ 

14日（--16日） 
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M 地域活動 
	 r イベント，まつり 

岡
 

山
 

県
  

O備中神楽 

0大宮踊 

0唐子踊と太刀踊 

O吉備津彦神社の御田 

植祭 

0千屋代城のとうや行 

事 

0ヒッタカ 

0布施神社のお田植祭

〇美作の護法祭 

西大寺会賠 

（裸まっり） 

七十五膳祭 

（御膳据祭） 

川上郡，阿哲郡，小田郡，後

月郡．上房郡，新見市，総社

市，高梁市 

真庭郡入束村，川上村 

邑久郡牛窓町．御霊社 

岡山 

新見市大字千屋小字代域

笠岡ib 

苫田郡富村 , れi施神社

久米郡中央町 

岡山，西大寺観音院 

岡山市，吉備津神社 

不定 

8月13日（~18日） 

10月第 4 日曜 

8月 2 日（3日） 

（旧）9 月19日 

（旧）5月 5 日に近 

い土曜 

5月 5 日 

（旧） 7 月14日 

2月第 3土曜 

5月第 2 日曜 

広
 

島
 

県
  

O比婆の荒神神楽 

0壬生の花田植 

0久井稲荷神社の御当 

0阿刀神楽 

0大山供義田植 

0新庄のはやし田 

01 やし田 

0本地の花笠踊 

〇弓神楽 

厳島鎮火祭 

尾道古和踊 

管絃祭 

白神神社祭 

玉取祭 

桃花祭 

べっちゃ祭 

比婆郡東城町 

山県郡千代田町 

御調郡久井町 

広島市安佐南区沼田町 

比婆郡東城町大字塩原 

山県郡火朝町新庄 

高田郡高宮町大字原田 

山県郡千代田町本地 

甲奴郡上下町井永 

広島‘厳島神社 

尾道市，浄土寺 

広島‘厳島神社 

広島 

広島, 厳島神社 

広島‘厳島神社 

尾道市，ー宮神社 

6月第 1 日曜 

10月】9日に近い日曜 

10月15日近くの土曜 

又は日曜 

不定期 

6月～ 7 月 

6月10日前後 

6月第 2 日曜 

l 月 1 日（'-P15日） 

12月31日 

8月 I日 

（旧）6 月17日 

10月29日 

（旧）7 月18日 

4 月15日 （-18日） 

11月 3日 

山
 

口
 

県
  

O岩国行波の神舞 

O周防祖生の柱松行事 

0赤崎神社半納芸能 

（赤崎祭・南条祭） 

0岩国南条踊 

0蓋非島「山の神」神

事 

0入代の花笠踊 

御鳥喰神事 

先帝祭 

防府天満祭り 

岩国市 

玖珂郡周東町 

長門iii，赤崎神社 

岩国市，古香神社

山ロ県 

熊毛郡熊毛町入代 

下松市, 鷲頭寺（妙見宮） 

下関市，赤問神宮 

防府市, 防府天満宮（松崎神

社） 

4 月 2・3日．10月 

14日 

8月15日（19・23日） 

9月10日 

10月第 2 日曜 

8月26日 

2月 9 日 

5月 3 日（ 4 日） 

n月13日 

徳
島

県
  

O西祖谷の神代踊 

0阿波の人形芝居 

0曽我氏神社神踊 

三好郡西祖谷山村，天満神社

徳島市伊賀町 

名西郡石非町 

（旧）6月25日 

8月‘不定 

（旧）7月20・21日 

阿波踊り 雄島 8月15日 

番
 
川
 
県
 

 

0綾子踊 

0流宮の念仏踊 

お田植祭 

蹴 鞠 

金刀比羅宮桜花祭 

金刀比羅宮大祭 

（御大祭） 

虫送り 

仲多度郡仲南町佐文 

綾欧郡綾南町．滝宮天満神社

仲多度郡琴平町，金刀比羅宮

仲多度郡琴平町，金刀比羅宮

仲多度郡琴平町 

仲多産郡琴平町 

小豆郡，小豆島 

8月 

8月25日 

4 月15日 

5月 5 日・ 7 月 7 日 

4 月10日 

10月 9 日（--11日） 

7月 2 日 

愛
 
媛
 
県
 

 

O伊予神楽 

0興居島の船踊 

0窪野の入ッ鹿踊 

0増田の花取踊

宇和津彦神社祭

大山紙ー人角力

和霊神社夏祭 

宇和島市・北宇和郡 

松山市 

棄宇和郡城川町窪野，三滝神

社 

	 南宇和郡一本松町，安費寺 

宇和島市 

越智郡大三島町‘大山紙神社

宇和島市 

4 月23日 

10月 6 日 

4 月17日 

(~日） 7月11日 

10月認日（29日） 

（旧）5月 5 日 

7月23日 （24日） 

高
 

知
 

県
  

0古良川の御田祭 

0土佐の神楽（池川） 

（津野山） 

（本川） 

0秋葉祭 

Oッットロト踊り 

0手結のっんっく踊 

加城まっり 

よさこい祭り 

室戸市 

吾川郡池川町，池川神社

高岡郡榔原町，三島神社

土佐郡本川村 

高岡郡仁淀村，秋葉神社 

室戸市 

番美郡夜須町 

高知

高知 

5月 3 日（隔年） 

11月22日 

11月10日 

11月～12月 

（旧）1月16日 

(-18日） 

a日） 6月10日 

q日） 9月26日 

(-30日） 

3月20日（~4月 7 
日） 

8月 9 日（-11日） 

土佐の神楽

は左記のほ

かに, 香美

郡物部村， 

長岡郡大豊

村，高岡郡

東津野村, 
幡多郡十和

村にある． 

福
 

岡
 

県
  

O幸若舞 

O戸畑砥園大山笠行事 

0博多議園山笠行事 

（追い山） 

0人幡古衰神社の塊偶

子の舞と相撲 

O入女福島の燈龍人形 

0志貿海神社神幸祭の

芸能 

0感応楽 

0等覚寺の松会 

0博多松Iまやし 

0はんや舞 

山門郡瀬高町大宇大江，天満

宮 

北九州市戸畑区

福岡，櫛田神社 

築上郡古富町大字小太丸 

人女市，福島人幡宮

福岡市東志賀町 

豊前市四郎丸．大富神社 

京都郡苅田町火宇木谷, 白山 

多賀神社 

福岡市博多区上川端町 

入女郡星野村‘麻生神社 

1 月20日 

7月13日（-15日） 

7月15日 

8月I0日（・～12日〕 

9月秋分の日 

（旧）9月 8・9日 

4 月30日・ 5月 1日 

4 月19日 

5月 3日（ 4 日） 

9月18日 

一
 
一
 
一
 
一
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、1 地域活動 
	

1 イペント，まつり 

福
 

岡
 

県
 

うそ替え（迫健祭） 

小倉紙園祭 

（紙園太鼓） 

御田祭 

番椎宮祭 

久留米高良祭 

（高良ぐんち） 

さっき大祭 

太宰府天満宮大祭 

玉取祭（玉せせり） 

博田どんたく 

（※松唯子） 

英彦山神社祭 

放生金 

宗像秋祭 

太宰府市，太宰府天満宮

北九州市，入坂神社 

田'Iは‘添田町，英彦Ill神宮

福岡 

久留米市，高良神社 

福岡‘菖崎宮

太宰府市 

福岡．答崎宮

禍岡 

田川郡添田町 

福岡，菖崎宮 

宗像郡玄海町田島，宗像大社 

1月 7 日 

7月10日（~12日） 

3月15日 

10月29日 

10月 9 日 

5月28日 

9月22日（23日） 

1月 3日 

5月 3日 （ 4 日） 

9月28日 

9月15日（~18日） 

10月1日（~3日） 

一
 
一
 

佐
 

賀
 

県
  

O唐津くんちの曳山行 

．‘ 

O竹崎観世音寺鋒正会

鬼祭 

O武雄の荒踊 

0四阿屋神社の御田舞 

0音成の面浮立 

0川原狂言 

0白最神社の田楽 

0高志の狂言 

0府招の浮立 

佐賀松原神社祭 

	 伊万皿市 

唐津市，唐津神社

藤津郡太良町大浦 

武雄市（松尾神社）,（正一位 

神社）,（人幡神社） 

栖市牛原町 

鹿島市 

藤津郡太良町大字多良字川厭 

佐賀 

神崎郡千代田町高志 

佐賀，佐嘉神社・松厭神社 

11月 2 日（~4 日） 

1 月 5 日（ 6 日） 

9月23日 

10月加日近くの日曜 

9月第3土・日阻 

9月15日（16日） 

10月恥日（粕日） 

10月13日 

10月10日 

10月12日 

長
 

崎
 

県
  

O下崎山のへトマト行

可‘ 

O長崎くんちの準納踊 

O平戸神楽 

0壱岐神楽 

0大島須古踊 

0大村の沖m踊 

0大村の寿古踊 

0オーモンデ― 

0北松前の収穫儀礼 

（きねかけ祭り） 

'I 
（お巌入れ） 

0黒丸踊 

0下五島大宝郷の砂打

ち 

0野母浦祭〔※盆踊〕 

0対馬美津島の盆踊り 

福江市 

長崎，諏訪神社 

平戸市 

壱岐郡郷之町，勝本町声辺町

及び石田町 

北松加郡大島町

大村市沖田郷 

” 寿古郷 

南松加郡三井楽町嵯峨島

北松浦郡江迎町・古井町 

I, 

大村市 

南松浦郡玉之加町，言代主神 

社 

西彼杵郡野母崎町野母 

下県郡美津島町 

1月16日 

10月7日（~9日） 

10月認日 111刀15日 

10月1‘日・12月20日 

n月 3日（ 3年に1 
回） 

'I 
（旧）7 月15日 

10月認日 

12月10日 

不定 

（旧）9月29日 

（旧） 7月15日 

q日） 7月14日～15 
日 

	

 一 
" 
】 

	

》  

長
 

崎
 

県
  

0対島の亀ト習俗 

0平戸じャんがら

軍越神事 

精霊船（精霊流し） 

中国孟蘭盆会 

長崎べ（ペ）ーロン

長崎港祭り 

（ペーロン競争） 

平戸おくんち 

長崎県 

平戸市 

壱岐郡 

長崎 

長崎, 崇福寺 

長崎 

長崎 

平戸市，亀岡神社 

 	8月18日 

1 月17日 

8月巧日 

（旧） 7月26日～28 
日 

6 月（~7月） 

4 月27日（~29日） 

10月23日（~25日） 

一
 

【
 

 

熊
 

本
 

県
  

0御田植祭 

0菊池の松唯子 

0疎磨神楽 

0古代踊 

0中江の岩戸神楽 

0古厚の岩戸神楽 

0長野岩戸神楽 

0平尾のスッ中ュン行 

事 

入代妙見祭 

阿蘇郡ーの宮町，阿蘇神社 

菊池市 

人古iii改0:球磨郡 

入代郡泉村大字久運子 

阿蘇郡波野村大字中江 

” 南小国町満願寺宇古原

阿蘇郡長陽村大宇長野

入代郡宮原町大宇早尾 

人代市‘入代神社 

7月認日 （29日） 

10月12日（13日） 

秋 

9月15日 

4 月 1 日‘ 9 月31日 

8月27・28日 

9月13日・ 9月20日 

5月20日・10月即日 

1 月 

11月18日 

大
 

分
 

県
  

O古要神社の塊偶子の

舞と相撲 

O修正鬼会 

0国東のとうや行事 

0鶴崎踊 

0古弘楽 

櫛米社ケペス祭 

神幸祭（けんか祭） 

白最田原神社のどぶ

ろく祭 

石仏火祭り 

鳩替祭 

中津市大字伊藤田字洞ノ上 

豊後高田市，天念寺 

東国棄郡国東町，成仏寺 

” 	岩戸寺 

西国東郡大田村大宇永松

同村大宇杏掛 

大分市鶴崎 

東国東郡武蔵野町吉弘 

東国東郡国見町 

宇佐市, 宇佐神宮 

西国東郡大田村 

白杵市 

宇佐市, 宇佐神宮 

	

 	（偶数年） 

10月12日 

（旧）1 月 7 日 

q日） 1 月 5 日 

（奇致年） 

a日）】月 7 日 

(11月13日～20日 9 
月巧日～10月19日） 

8月盆の土・日 

 	q日） 6月13日 

10月14日 

7月31日（~8月 2 
日） 

10月18日 

9月 3日 

3月18日 

白横田原神

社どぶろく

祭もこれに

含まれる． 

宮
 

崎
 

県
  

0五ケ瀬の荒踊 

0高千稚の夜神楽 

0米良神楽 

O椎集の神楽 

0下水流の臼太鼓踊 

0高鍋神楽 

西臼杵郡五ケ瀬町 

西臼杵郡高千秘町，高千秘神 

社 

西都市，銀鏡神社 

東臼杵郡推葉村 

西都市南方字下水流 

児陽郡高鍋町，木城町，川南 

 	日 

9月29日（30日） 

12月～ 2 月 

12月14日に近い土・ 

q日）11月 

（旧） 8月 I 日 

11月17日・19日 

(I日）12月 2 日 

》
 
一
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、I 地域活動 

宮
 

崎
 

県
  

O殿川の神舞 

鵜戸神宮大祭 

西都原古墳祭 

〔※日太放踊り〕 

	  教川 

町及び都農町 

西諾県郡高原町大宇蒲牟田字 

日南市 

宮崎県西都市 

ほか 

12月第 2土曜 

2月1日 

11月 1日 

	

一 	【 

	

】  

鹿
 

児
 

島
 

県
 

＠秋名のプラセッ行事 大島郡龍郷町 （旧）8月の初の丙 

の日 

O市来の七タ踊 日置郡市来町 8月 5 日～n日の間 

の日曜 

O諸鈍芝居（十五夜祭） 大島郡瀕戸内町．大鈍神社 （旧） 8月15日 

0甑鳥のトシドン 

O南薩摩の十五夜行事 

薩摩郡下飯村 

枕崎市‘川辺郡知覧町・坊津町 

12月31日 

a日） 8月15日 

0大浦町の旭癒踊 川辺郡大前町宮園及び永田 2月11日 
I, 川辺郡大前町越後 4 月 3 日 

0吉左右踊一太鼓踊 姶良郡加治木町西別府 8月16日（17日） 

0随摩の水からくり 川辺郡知覧町．豊玉姫神社 7 月 9 日 
'F 加世田市, 竹田神社 7月23日 

0十五夜踊 大島郡与論町戚 （旧）8月15日 

0種子島大踊 西之表市現和 3月刀日・10月27日 

0租子島宝満神社のお 

田植祭 

大隅人幡社祭 聞難郡大隅町 11月 5 日 

（大隅弥五郎どん祭） 

御田批祭り 始良郡霧島村‘霧島神宮 3月11日 

おはら祭 鹿児島 11月 2 日 （ 3 日） 

人坂神社祭 鹿児島，人坂神社 7月24日（25日） 

（鹿児島砥園祭） 

沖
 

縄
 

県
 

＠竹富島の種子取 八重山郡竹富町 （旧）10月前後の甲 

中の日から10日間 

0多良問の豊年祭 宮古郡多良問村 （旧）8月12日～13 
日 

O安田のシヌグ 国頂郡国頭村 （旧） 7月の初亥の 

0伊江島の村踊 国頭郡伊江村 

 	日 

n月の日曜 

0西表島祖内‘星立の 人重山郡竹富町字西表 8月～9月 

節祭 

0勢理客の獅子踊 前添市勢理客 （旧） 8月15日 

O那覇安里のフエーヌ 那覇，安里八幡宮 0日） 9月 9 日 安皿八幡火 
ッで まっり10/9 

0野原のマストリ＋ー 宮古郡上野村 （旧）8月15日 

0宮古のパーントウ 平良市宇島尻 9月（旧）上旬 
I, 宮古郡上野村野原 （旧）12月の最後の 

丑 

皿 マスメデイア 
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口 出版，新聞 

央 我が国の文化の多様性を反映して,書籍及び雑誌は多種多様なものが数多

く出版されている。 

書籍及び雑誌の発行部数の年次別推移を見てみると,昭和61年に「書籍」 

が約13億冊,「雑誌」が約38億冊発行されており，昭和51年に比して「書籍」 

が約 1.5倍に,「雑誌」が約 1.6 倍に増加している（①）。 

また，昭和61年の実売総金額は「書籍」が約 7,200億円,「雑誌」が約1 

兆 800億円であり,昭和51年のそれぞれ約 1.3倍，約2.0倍であり,特に「雑

誌」の売上げが急増している （②）。 

書籍のうち文学関係の新刊書籍の出版数は，昭和60年で約6,600点であり, 

このうち約 5,000点が日本文学関係である。日本文学関係の書籍が占める割

合は約'Ti％である（③）。 

雑誌のうち同人雑誌は，昭和62年で約 3,000点発行されており,このうち 

「詩誌」が最も多く約.)o 0o/oを占め，次いで「俳誌」が約25%.「短歌誌」が約 

19%,「小説・評論他」が約18％となっている。近年，特に「詩誌」の増加が

著しい（④）。 

新聞は昭和62年で約 5,000万部が発行されており，緩やかな増加傾向にあ

る （⑤，⑥）。 

山 読書時間を曜日別に見ると，「新聞」では平日，土曜日，日曜日の順に短か

くなる傾向があるのに対し，「雑誌・本」では逆に平日，土曜日，日曜日の順

に長くなる。読書時間を年次別に見ると，昭和45年から昭和50年，55年にか

けて増加してきたが昭和60年には若干減少している（⑦）。 

総務庁の調査によると，読書に関する 1世帯の年間支出額は，「新聞」では

増加しているが「雑誌・週刊誌・書籍等丁では逆に若干減少傾向にある（⑧）。 

400! (ac) 	 4001 



（万冊） 

200,000 

, 	I 	 I 	' 	'  

51 	52 	53 	54 	55 	56 

（資料） 出版ニュース社「出版年艦」 

I 	I 	I  

59 60 61（年） 

マスメディ 7 

① 書籍雑誌発行部数年次別推移 

② 書籍雑誌実売上総金額 

\
  

書 	籍 雑 	誌 

億円 億円 
51 5,335 5,327 

52 5,769 5,635 

53 6,259 6,035 

54 6,642 6.654 

弱 6,874 7,667 

弱 6,908 7,905 

57 7.031 8.413 

5
8
 
 

7.079 8,885 

59 6.978 9,4叩 

60 7.123 10,295 

61 乙157 10,829 

（注） 雑誌は．月刊紙，週刊紙である． 

（出典） 出版ニュース社「出版年鑑」 

1 出版，新聞 

③ 文学関係新刊書籍年問出版数の推移 

、

＼

\
  

出 版 数 
うち 
日本文学関係 

50 4,973 4,011 

51 5,029 3.990 

52 5,240 4.032 

53 5.516 4.327 

54 5,505 4,315 

55 乞571 4,321 

56 5,822 4,534 

57 5.993 4,775 

58 6,505 4.933 

59 6,290 4.870 

60 6,610 5,063 

（資料） 出版ニュース社「出版年鑑」 

④ 全国同人雑誌発行状況 

＼響 
年 	、、 

小説・
評論他 l寺 誌 短歌誌 俳 誌 計 

44 540 253 458 551 1.802 

49 4町 686 517 田1 2,351 

55 524 710 ‘飢 621 2.349 

62 542 Ll加 557 747 2.966 

（出典） （社）日本文芸家協会「文芸年鑑」 

44年12月調 1970 年版，491 112月調 1975年版 

55年1月調 1980 年版 ,62年 l 月調 1987年版 

⑤ 我が国の新開の発行部数 

各年10月 昭和41年 50年 60年 61年 62年 

発行部数（万部） 3.094 4.051 4.823 4.856 4,983 

（注） 発行部数は朝タ刊セットを各 I 部として討算 

（出典） 日本新聞協会「日本新聞年鑑」 
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100 一 

90 

⑧ 1 世帯平均年間書籍支出額 

I 30 

120 

昭和55年＝100 
（全国・全世帯） 

  

新聞 

110 

週刊誌・書籍等 

"“ーー一ーー一ー一ーー 
 

“ 女 ‘ 由 山 由 61 	62 由（年） 
（資料） 総務庁「家計調査年報」昭和昭年 

、1 マスメデ，‘ 7 
1 出版，析聞 

⑥ 各国の日刊新聞発行部数 

国 	別 
発 	行 	部 	数 

調 査 年 点 	数 総数（万部） 千人当たり伽 

カ ナ ダ 1984 112 554 220 

アメリカ 'I 1.687 6,326 2昭 

フランス I, 101 1,160 212 

イギリス I, 108 2,321 414 

ソ 	連 'I 724 11,610 422 

西ドイッ 1982 3昭 2,510 408 

イ夕リ7 I, 79 463 82 

（資料） ユネスコ「ユネスコ文化統計年鑑 198司

ユネスコ「ユネスコ文化統計年鑑 1985J 

① 読書時間の変化 、 平 	 日 土 	曜 	日 日 	曜 	日 

45 50 55 60 45 50 55 60 45 50 55 60 

全員平均時問 30
分 

32 36 35 21 35 37 35 31 34 40 36 

行為 者 串 53% 58 61 60 47 56 59 57 46 51 58 54 

行 為 者

平均 時問 
56 55 1.00 58 56 1.02 1.03 1.01 L町 1.06 1.09 1.06 

新
 
聞
 

全 	員 

平均時問 
19

分 
20 21 20 15 20 20 18 15 17 19 16 

行為者率 
％
忙
  

50 50 41 37 45 48 45 35 40 45 40 

行為者

平均時間 
43 40 43 42 41 43 43 40 43 42 43 40 

雑
 
誌
 

木
 

全 	員 

平均時間 
11

分 12 15 15 12 15 17 17 16 16 21 20 

行為者串 
% 

20 24 27 21 24 24 21 26 25 

行為者

平均時間 
一
 

 m
  

1.02 56 一
 

 m
  

1.09 一
 

 1.20 1.21 m
  

（資料） NIlIC世論調査所「国民生活時間調査」昭和6 年 
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図 テレビ，レコード，ビデォ等 

火 テレビ番組は,民間放送では1日平均18時間45分放送されており，そのう

ち「娯楽」番組が最も多く半数近くを占めている。次いで「教養」「報道」「教

育」番組の順である。NHKでは,「総合」テレビ，「教育」テレビとも 1日平

均18時間放送されている。「総合」テレビでは 4割近くが「報道」番組である

のに対し，「教育」テレビでは「教育」番組が 8割弱を占めている （①）。 

また，ラジォ番組は,民間放送では1日平均21時間59分放送され,その 6 

割以上が「娯楽」番組である。他方,NHKの 1日平均の放送時間は,民間放

送に比べて若千短く,18-19時間である。NHK第1ラジオは「報道」番組が

最も多く，同第 2ラジオ及び同FMラジオはそれぞれ「教育」「教養」番組を

中心に放送している （②）。 

近年では，テレビ・ラジオ等による芸術公演の放映が次第に多く行われる

ようになってきているが，N 1-1Kについてみるとオペラ公演の関東地区にお

けるテレビ平均視聴率は，昭和58年に 0.51％であったものが昭和63年には 

L27 0/I.I /0に上昇するなど，着実に高まってきている（③）。 

火 文化関係機器の普及率は，昭和63年で「テレビ」が99%,「ラジオカセット 

（テープレコーダ）」が73%,「ステレオ」と「VTR」がそれぞれ50％を超え

ている。特に近年では，IVTR」や「CDプレーヤー」の普及率の伸びが著し

い（④，⑤）。 

オーディオソフトの新譜タイトル数の推移を見ると，CDの増加が著し

く，これと対照的にレコードは減少している。ジャンル別では，「歌謡曲」 

「ポピュラー」が大幅に増加しており,「カラオケ」は減少している．（⑥）。 

ビデオカセットの発売タイトル数は年4増加しており，その 4 割以上を 

「劇映画（洋画）」が占める。次いで「劇映画（邦画）」，「アニメーション」の

順である。他方，ビデオディスクの発売タイトル数は同じく「劇映画（洋

画）」が最も多いが,次いで「カラオケ」「音楽（洋楽）」の順となっている 

(⑦)o 
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1 日平均 

放送時間 

番 組 別 割 合 	（%) 

報
 
道
 

教
 
育
 

教
 
養
 

娯
 
楽
 

広
 
止
口
 

そ
の
他
  

18時間45分 17.5 12.0 24.3 44.5 a8 a9 

1 日平均 

放送時間 

番 組 別 削 合 	（%) 

報
 
道
 

教
 
育
 

教
 
養
 

娯
 
楽
 

広
 
告
 

そ
の
他
  

21時間59分 13.0 6.1 18.3 61.5 0.8 0.3 

（資料） 日木民間放送運盟調べ （資料） 日本民間放送連盟調べ 

1 日平均放送時間 
番紀別割合（%) 

報道 教育 教養 娯楽 

総合 18時間 39.4 13.6 25.9 21.1 

教育 18時間 2.0 77.9 20.1 0 

（資料） NI-IK調べ 

番組別割合 （%) 
1 日平均放送時間 

報道 教育 教養 娯楽 

第 1 19時間 43.2 1.4 30.4 25.0 

第 2 18時間30分 12.3 69.6 18.1 0 

FM 18時間 14.1 4.2 42.1 39.6 

メディア 
	 2 テレビ，レコード, ビデオ等 

① テレビ番組の種類と放送時間 
	

② ラジオ番組の種類と放送時問 

⑦ 民問放送 	
（昭和62年1 -'.3月民放 103社平均） 

	 ケ）民間放送 	
（昭和62年1~3月民放70社平均） 

(-) NI-IK (東3t) 	
（昭和62年 4 月度） 

	 (i) NHK (JIU) 	
（昭和62年 4 月度） 

（資料） Nト1K調べ 

③ オベラTV視聴率（関東地区） 

年 	次 58$ 59年 60年 61年 6孝F 63年 

平均視聴率 
(0/
'./0 

0.51 0.59 a40 0.51 0.76 1
.
2
7
 

 

視聴者世帯 

（世帯） 
C万 7万 5万 6万 9

7
5
 

 
16万 

（資料） Ni-IK番粗についての視聴串調査 
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58 54 	 56 

（資料） 経済企画庁「消費動向調査」 

60 	 63（年） 

W マスメディア 

④ 文化関係機器の普及状況

⑦ 普及率 

(%) 
l 00 

50 

カラーテレビ 

ノ
 ノ

 /
 ノ

 ノ
 

ステレオ 

40 	45 	50 	55 	58 59 60 61 62 63（年） 

ラジオカセット 
（テープレコーダー） 

VTR 

ピアノ 

電子オルガン（オルガン） 

CDプレー 

2 テレビ，レコード，ビデオ等 

"）保有数量 (100 世帯当たり） 

（台） 
200- 

I50・ 

ラジオカセット 
ー一ーーーーーーーーーーー 

ーーーーーーーーーーーーーー 

ステレオ 

VTR 

ビアノ 
一ーーーーー” 一 

．ーーー 
 

電子オルガン 

I00 

50 

(it) 1 CDプレーャー以外は．「消費動向調査」（経済企画庁）. 
各年とも 3月現在の値． 

2 CDプレーヤーに関しては，日木レコード協会の推定． 

各年とも12月末現在の推定値． 
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③ 再生機器生産高 
	

（昭和61年） 

品 	目 数量（万台） 
前年比 

(%) 
金額（億円） 

前年比 

(%) 

カ ラ ー テ レ ビ 1,296 77 7,117 82 

ビデオ テー プ

レ コ ー ダ ー 
3,128 111 15.793 88 

ビデオデイスク

プ レ ー ャ ー 
52 104 4即 92 

ラジオ付カセプト 1,386 64 1.630 59 

テープデッ 中 547 73 1,105 72 

へ ッ ド ホ ン 

ス 	テ 	レ 	オ 
2,162 175 986 113 

カ 	ラ 	オ 	ケ 

プ レ ー ャ ー 
47 77 175 70 

カ ー ステ レオ 1.457 89 2,621 即 

ステレオセッ ト 280 104 1.326 155 

レ 	コ 	一・ 	ド 

プ レ・ー ャ ー 
557 78 512 69 

CD プレーャー 735 178 L羽6 132 

（注） 通産省機械統計による，輸出を含む総生産． 

⑥ オーディオソフト新譜タイトル数の推移

⑦ ソフト別 

（タイトル数） 
10,500 一 

9,000 

7,500 

'’・．. 

レコード 

D 

58 
	

59 
	

60 
	

61 

（賢料） 
	

11ド協会調べ 

(i) ジャンル別 

（タイトル数） 
8,000 ー 

6,000 

4,500 

3,000 

1,500 

0 62（年） 

''‘・．. 

W ●スメデ‘ 7 2 テレビ，レコ ，ビデオ等 

7,000 

歌謡曲 

58 
	

59 
	

60 
	

61 
	

62（年） 

（資料） 
	

ード協会調べ 

4086 〔文政〕4086 4087〔文政〕 4087 

6,000 

5,000 

、000 

3,000 

2,000 



“マスメデ‘ 7 
	

2 テレビ， 	 ピデオ等 

① ビデオ・カセット，ビデオ・ディスクジャンル別発売タイトル数の推移 

ビ 	デ 	オ 	カ 	セ 	ッ 	ト 

年 	度 56 57 58 59 叩 61 陀 

（全体比） 

劇 映 四（邦1助 

1
 
8
 
9
 

 

I
 

 

ー
 
1
 
8
 
5
 

 

224 229 別0 2価 9
幻
 

叩
”
  

劇 映 画（洋画） 73 113 関1 759 1.184 
(41.29w) 

昌 メ ー シ ． ン 61 119 188 206 231 
( 8.05) 

子 	供 	向 	け 31 四 印 54 1お 関 151 
(5.3%) 

音 	楽（邦楽） 

ー
 

昭
  

ー
 

叩
  

ー
 
1
 
8
 
0
 

 
鰯
  

m
 

増
  

}2o5 

141 
(4.9%) 

05
 
7
%
 

 
く
 
3
 

、
  

音 	楽（洋築） 

ビデオ カ ラ オ ケ 即 0
%
  

0
  メ ー ジ ビデオ 100 30 

(1.0%) 

芸 	能 	娯 	楽 椙 24 49 71 40 関 45
0%) 

成 	人 	娯 	楽 245 糾9 141 155 61 105 8
殉
  

2
85
,
 

 
4
  ス 	ポ 	ー 	ッ 126 51 83 111 174 85 昭 

(2.1%) 
記 	録 	報 	道 60 25 39 引 65 邸 25 

(0.9%) 

畑lミ・数農・暮しの知恵 1加 町 田 81' 1犯 119 u
9
%
)
 

 
医学・保健衛生 2 13 16 21 23 62 58 

(2.0%) 
学 	校 	教 	育 12! 70 m 1邸 弱 125 122 

(4.2%) 
企 集産 業 教 育 18 52 43 33 加 49 的 

(2.4%) 

そ 	の 	他 加 7 26 16 
(0.6%) 

計 1.073 1.007 1,155 1,聞9 2.136 2.275 2.815 

会 	社 	数 訂 叩 44 43 

ピ 	デ 	オ 	デ 	イ 	ス 	ク 

年 	 度 馴 59 即 61 62 
（全体比） 

劇 映 四（邦西） 8 46 122 148 128 
(1.2%) 

劇 映 	西（洋西） 878 1的 聞5 闘1 556 
(31.3%) 

7 ＝ メ ー ッ ． ン 7 33 137 184 5
5
%
)
 

 
子 	供 	向 	け 9 5 6

加
 

音 	楽（邦楽〕 m
 
一
 

一
 

 

m
 

 

取
 

如
  

1
6
 
1
2
 

 
く
 

%
 

、
  

音 	楽（洋築） ト 1
1
  

く
 

1
 
m

.
0
 

灼
 

ビデオ 力 ラ オ ケ 554 れ3 
(23.2%) 

イ メ ー ジ ビデオ 卵 加

一
  
%
)
 

 芸 	能 	娯 	楽 0 9 5加 4 
〔0.2%) 

成 	人 	娯 	楽 17 8 15 50 n 
(4.4%) 

ス 	ポ 	ー 	ッ 4 郎 44 器 17 
(1.0%) 

記 	録 	報 	逝 2 44 26 加 

(2.3%) 

加k・数義‘暮しの知恵 1 19 26 31 21 
(1.2%) 

医学・保健衛生 2 1 0 0 
( 0 %) 

学 	校 	数 	育 13 5 13 9 
(0.5%) 

企 果血 集数 育 4 0 0 
(0 %) 

モ 	の 	他 器 昭 23 
(1.3%) 

計 2妬 1,304 1,875 乙046 1,778 

会 	社 	散 7 22 28 加 33 

（資料） 日木ビデオ協会「ビデオソフト統相 
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田 小学生の生活習慣 

央 小学生の生活習慣の形成状況を見ると，朝食をとること，外出のあいさつ

は 9割以上の児童がほぼ習慣化している。これに続いて,朝の洗顔，食事の

あいさつ,トイレ後の手洗い,衣服の準備,お客へのあいさつ，約東を守る

こと，遊び道具を買うことを我慢することを 8割以上の児童が行っている。 

これに対し，空かん拾い，けんかの仲裁，親にていねいな言葉を使うこと, 

自分の運動靴の洗濯は 5割以上の児童がほとんどしていない．さらに食事の

後片づけ，辞書を引くこと，掃除の手伝い，朝ー人で起床すること等は 4割

以上の児童がほとんど行っていない状況にある（①）。 

また，生活技能の程度を見ると,タオルを絞ること，卵を割ること，蝶結

びをすることは,6割以上の小学生がうまくできる。 

逆に,ボタン付け，道をきちんと教えること，小刀使用の鉛筆削り，花の

首飾り作り，果物の皮むきがうまくできる小学生は，3割以下であり,果物

の皮むき,花の首飾り作り，ボタン付け,ハツを正しく持つこと」たこあげ, 

鉛筆削り,魚とりは約1割の児童がほとんどできない状況にある（②）。 

このように小学生は，日常の基木的習慣は比較的できるようになっている

が，家事の手伝い等は親にまかせている傾向がみられる．生活技能について

も，刃物を使うような,やり方によっては危険にみえる技能は比較的修得し

ていないように考えられる． 

火 小学生の1日当たりのテレビ視I脚時間は,3時間ぐらいが，全児童のうち 

29.3％と最も多く,4時間以上の児童も28.3％と多いが，ほとんど見ない子

は 3.8％と極めて少ない。 

小学生の家庭での 1日当たりの学習時間は，1時間ぐらいが32.4％と最も

多く，30分くらいが 27.2％となっている。また,ほとんどしない小学生も 

7.6％を占め，2時間以上の小学生も 10.1％を占めている（（③）% 

4301 (文 C) 	 4301 



恒 子供文化 
	

1 小学生の生活習慣 

① ハ学生の生活習慣の形成の度合い 

順
 
位
 

生活習慣にっいて「いっもしている」 

＋「するときが多い」と回答した児童の比率 

と回答した児童の比率（比率の高い順に配列） 

すると，が多い いっもしている 
~~ 

l 
I 	% 0 10 	20 	30 	40 	50 	60 	70 	80 	90 	I 00 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 I
I
 1
2
 1
3
 1
4
 I
S
 1
6
 1
7
 1
8
 1
9
 2
0
 2
1
 2
2
 2
3
 2
4
 2
5
 2
6
 2
7
 2
8
 2
9
 

 

‘ 	● 	● 	‘ 	● 	I 	' 	' 	' 	I 

朝食をとる ; 	 185.21 95.6 

外出のあいさっ ー―― ー一 	I 78.2 」92.6 

朝の洗即 

食事のあいさっ ンy、 

トイレ後の手洗い 

衣服の準備 i 	ド8.7  

宿題を自分からする  J45.6 	 ~ 79.2 

お客へのあいさっ かジ；ぐ 	、 

歯磨き .l42.5 	 I 77.4 

爪切り 

近所の人とのあいさっ りf戸： 	0fI4Q.4 	I 74.7 

約東を守る I 38.7 185.8 

学校へ行く準備をする 137.1 119.5 

遊び道具を買うのを我怪 133.9 I 83.3 

する 
道路横断の際の安全の確
認 
残さず食ペる 

~3.4 ~68.7 

132.5 	: 	 I 79.3 

ふとんのあげおろし．ペ 
ッドの整理 
好き嫌いなく食べる 

朝―人で起床する 

目上の人にていねいむ言 123.2 	; 
繁を使う 

,"1．、、I 22 .8 悪いとさはあやまる 

自分の運勤靴の洗濯 49.0 二電・I22.6 	I 

食事の後かたづけの手伝 122.5 
'S 

辞書を引く I 20.3 

掃除の手伝い 119.6 

家の人の屑たたき ーー山15.7 

親にていねいな言謡を使 魯奉小3.0 
う 

17.6 	I 37.6 けんかの仲救 

空かん拾い 一I7I4 	I 37.0 

（出典） 文部省「児童の日常生活に関する調査」昭和59年 

生活習慣にっいて「ぜんぜんしていない」又は『し4いときが多い」と回答した児

童の比率（比率の低い順に配列） 順
 
位
 
 

I00 90 	80 70 	60 	SO 	40 	30 	20 	10 	0 	%I 
' I 	I ' 	' I 	' 	, 	, 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
I
0
 I
I
 1
2
 1
3
 1
4
 1
5
 1
6
 1
7
 1
8
 '
9
 2
0
 2
1
 2
2
 2
3
 2
4
 2
5
 2
6
 2
7
 2
8
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9
 

 

4.0E ‘朝食をとる 

7.4I二 “外出のあいさっ 

I 0. L ___ トイレ後の手洗い 

朝の洗顔 I 	.61 

約東を守る 14.21 

食事のあいさっ 15.81 

遊び道具を買うのを我慢 16.6I 
する 

18.51 お客へのあいさっ 

衣服の準備 18.7J 

学校へ行く隼備をする 20.21 

宿題を自分からする 20司 

残さず食べる 20.6 I 

歯磨き 22.51 

爪切り 23.01 	 

25.1I 近所の人とのあいさっ 

悪いときはあやまる 25.21 

好き嫌いなく食ペる 26.31 

道路損断の際の安全の確 30.81 
認 

34.  8 目上の人にていねい女曾 
葉を使う 

3991 .i．とんのあげおろし．ペ 
ッドの整理 

40 .4 I 朝ー人で起床する 

40 家の人の肩たたき .91 

43 揚除の手伝い .0 ~ 

辞書を引く 45.01  

47.6,1  食事の後かたづけの手伝
し、 

50.71! 自分の運動靴の洗濯 

親にていねいむ言葉を使 57.8 I 
う 
けんかの伸数 62.2 ~ 

空かん拾い 62.81 
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ほ
と
ん
ど

見

な
い
 

4
時
間
よ
り

長
い
 

1
時
間

く
ら

い
 

2
時
間

く
ら

い
 

3
時
間

く
ら
い
 

ピ の 視 聴 時 間 

全児童数に占めるそれぞれの回答 

児童の比串（%) 
3.8 12.8 25.5 29.3 28.3 

家 庭 で の 学 習 時 間 

1
時
間

く
ら
い
 

全児童散に占めるそれぞれの回答 

児童の比率（%) 

ほ
と

ん
ど
し

な
い
 

3
0分
間

く
ら

い
 

1
時
間

3
0分
く
ら
い
 

2
時
間
よ
り

長
い
 

7.6 21.2 32.4 22.3 10.1 

恒 子供文化 	 1 小学生の生活習慣 

② 小学生の生活技能の程度 

順
 
位
 

生活の技能等の程度が「うまくできる」 と回答した児資の比率 

（比率の高い順に配列） 

%0 	W 	20 30 	40 50 60 	70 	80 	90 	I 00 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
I
0
 I
I
 1
2
 
3
 '
4
 '
5
 6
  

タオルを絞る 二三hりくり 

卵を割る 1 64. 0 

蝶結び I 63.1 

ハシを正しく持っ 48.4 ~ 

電話の受け答えをきちんとする .4 鷲和 I 46 

トンボ，セミをっかむ 

木登り 7 136. 

たこあげ 」 J33.4 

くぎを打っ 1 32.4 

魚とり ~ 30.6 

ハサミの使用 130. 4 

果物の皮むき I 24.9 

花の首飾り作り I 23. 5 

鉛筆削り 

道をきちんと教える 21. 5 ~ 

ポタン付け 21.4 」 

（出典） 文部省「児童の日常生活に関する調査」昭和59年 

③ 小学生のテレビ視聴時間と家庭での学習時間割合 

（出典） 文部省「児童の日常生活に関する調査」昭和59年 

生活の技能等の程度が「ほとんどでき女い」 と回答した児童

の比率（比率の低い順に配列） 
順
 
位
 

 
tO 	5 	0% 

i. i[ タオルを絞る 1
 
2
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4
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t
O
 I
I
 1
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 '
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2.31 電話の受け答えをきちんとする 

蝶結び 2.81 

卵を割る 2.8! 

ハサミの使用 3.司 

4.71 道をきちんと教える s 

5.5I くぎを打っ 

5.5I トンボ，セミをっかむ 声 

木登り 6.引 	；舞4事ミf享雲マ 

魚とり 8.OP 

鉛筆削り 8.2! 

たこあげ 8.2[ 

ハシを正しく持っ 8.5I 

ボタン付け 8.81 

8.8f一ー 花の首飾り作り 

果物の皮むき 9川 
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口 児童生徒の学校外の学習状況 

央 小学生，中学生の学校外の学習塾，けいこごと等の学習活動は，小学生の

男子のうち70.2％が学習しており,女子では 82.0%,中学生男子では57. 

6%，女子で 67.8％となっている。 

小学生では，けいこごとを学習する比率が高いが,中学生では学習塾で学

習する比率が高くなる（①）。 

学習者の比率を市町村の人口別でみると，人口が多いほど,比率が高い． 

また，昭和50年と昭和60年を比べると，小学生で8.5%,中学生で6.3%増

加している （（②））。 

けいこごとの学習者の都道府県別の比率では,小学生は滋賀県が82.8％と

最も高く」次いで山梨県82.5%,岐阜県81.2%.群馬県81.0%,三重県 

80.7％の順となっている。低い順では，沖縄県 45.4 %,鹿児島県54.7％と

なっている。 

中学生は京都府が 42. 7 ％と最も高く，次いで東京都 34.5%,佐賀県 

32.8％の順となっている。低い順では沖縄が 14.9％であり，次いで和歌山 

16.1%,秋田 16.3％となっている（③）。 

央 けいこごと学習者の学年別推移は,小学校1年で69.6％であり，学年進行

とともに増加し,4年で84.4％となり最高となるが，その後は減少し，特に

中学に入ると大幅に減り，中学 3年では,29.6％となる（④）。 

けいこごとの内訳は,男子では体育スポーツ,習字,そろぱん，音楽関係

の順で多く,女子では音楽関係，習字，そろばん,体育スポーツの順で多い。 

音楽関係では特にビ7ノ学習者が多いことが注目される （⑤）。 

曜日別けいこ学習日は，土曜日が多く，日曜日は最も少なく，週当たりの

学習日数は,平均2.2 日となっている（⑥）。 

―人当たりのけいこごとに支払った月謝の総額は，平均5,500円であるが, 

種目別ではバイオリンが 8,100円と高く,電子オルガン，フルートが 5,700 

円，ピアノ 5,500円の順となっている（⑦）。 

439!〔文政〕 	 4391 



什）中学校 

2 児童生絶の学校外の学習状況 
● 子供文化 

① 小中学校別「けいこごと」等，学校外学習者の比率

の 小学校 

4392 〔文政〕4392 4393〔文政〕 4393 

ツ関 

（注） 1 「けいこどと」 とは，音楽・舞踏等の文化関係，体青スポーツ関

係，習宇・そろぱん等を習うことをいう． 

2 「学習塾のみ」には，家庭教師による学習者も含む． 

（出典） 文部省「児童・生徒の学校外学習活動に関する突態調査報告害」 

（注） 1 「けいこどと」とは，音楽・舞踏等の文化関係, 体育スポ ツ

係，習字・そろぱん等を習うことをいう． 

2 「学習塾のみ」には,家庭教師による学習者も含む・ 

（田典） 文部省「児童・生施の学校外学習活動に関する央態調査報告書」 



電 子供文化 

② 学習塾，家庭教師及び「けいこごと」の組み合わせ別学習者の比率 
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2 児童生徒の学校外の学習状況 
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2 児童生徒の学校外の学習状況 

③ 都道府県別「けいこごと」の全児血生徒に占める学習者の比率 
	

④ 小中学校学年別「けいこごと」学習者の比率 

43g6 	 〔文政〕‘3g6 
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2 児童生徒の学校外の学習状況 

⑤ 「けいこごと」の種目別学習者の構成 
	

(%) 
	

⑥ 「けいこごと」の学習日数及び学習曜日別学習者の構成 	
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叫

0
.
0
0
.
1
0
.
2
 

 

0
0
0
0

0
  

1
0
0

1
1
  

.
 

.
 

．
 

●
 

・
 
 

0
0
0
0

0
  

5
5
'
5

7
  

.
 

．
 

●
 

・
 
 

2
.8
2.9
3.4
2.5
2.3
  

1
.8
2.!
2.8
」

0.8
  

一

2.0
2.8
?
0.8

  

0
0
0
0
a
  

l
l
0

l
1
  

，
 

●
 

●
 

・
 
 

8
9

8
9

3
  

3
3
2

4
3
  

．
 

●
 

‘
 
 

18.8 
21.7 
24.1 
19.8 
8.2 

0
.3
0.3
0.2
0.3
0.3

  

0.20.!0.00.10.5 

区 	分 
週当たり
平均学習 
日 	数 

学 	習 	曜 	日 	別 	構 	成 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金限日 土曜日 日曜日 不 定 

計
  

計
男
女
 
 

（日） 

2.2 
乙3 
2.1 

28 
29 
28 

.7 

.1 

.4 

29 
30 
28 

.5 

.9 

.5 

3
3
3
 
3

4
3
 
8
2
5
 

 

.
 

.
 

.
 
 

29 
30 
28 

.5 

.8 

.6 

31 
32 
30 

.0 

.1 

.2 

47 
48 
46 

.1 

.0 

.5 

19 
24 
16 

.8 

.5 

.2 

33
3
 
0
0
0
 

 

.
 

.
 

.
 
 

小
 

学
 

校
 

計 

計

男
女
  

3
4

3
 
l
l

0
 
6
6
5
 
 

2
2
2
 

2
2
2
 
2
2
2
 

 

.
 

.
 

.
 

‘
 

．
 

●
 

．
 

●
 

，
 
 

6
1
1
 
9

3

5
 
5
1

9
  

3
03
03
1
 
2
52
52
6
 
3
43
43
4
 

 

4
0
9
 

8
0

6
 
5

4
7
  

3
13
23
0
 
2
72
82
7
 
3
43
53
3
 

 

0
0
9
 

4
3
3
 
2

2

1
  

3
63
53
6
 
3
33
23
4
 
3
83
73
9
 

 

31 
31 
31 

28 
28 
28 

33 
34 
33 

.3 

.7 

.0 

.6 

.9 

.4 

.6 

.1 

.1 

33 
33 
33 

28 
28 
28 

36 
36 
36 

.0 

.0 

.0 

.8 

.9 

.7 

.5 

.4 

.6 

6

8
3
 
2

0
4
 
2
9
6
 

 

4
84
84
8
 
4
44
44
4
 
5
25
25
1
 

 

7
5
6
 
5

7
9
 

2

5

7
  

1
92
41
5
 
1
51
9I
I
 
2
32
81
8
 

 

9

8
9
 

4
3
5
 
2

1
2
  

2

2
2
 

2
2

2
 
3

3
3
  

.
 
.
 
.
 

‘
 
．
 

●
 

●
 
●
 
・
 

低

学
年
 

計

男
女
 

高
学
年
 

計
男
女
 

中学校 

計

男
女
  

1
2
1
 
7
0
6
 

 

.
 

.
 

.
 
 

19 
22 
18 

.5 

.0 

.5 

20 
22 
19 

.4 

.1 

.7 

23 
28 
21 

.3 

.1 

.3 

21 
23 
20 

.2 

.7 

.2 

21 
25 
20 

.5 

.2 

.0 

40 
42 
39 

.4 

.2 

.6 

20 
24 
18 

.2 

.6 

.5 

3
4
3
 
8
7
2
 

 

.
 

.
 

.
 
 

（注） 「迎当たり平均学習日数」 とは, 学習曜日が定まっている者についての1週間の平均

学習日数である． 

（注)1 1人で 2種目以上の「けいこどと」を習っている者がしるため 比串の合計は 100％を超

える， 

2 ( ）内は全小学生または中学生に占める比率である． 

4398 	 〔文政〕4398 
	 4399〔文政〕 
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皿 子供文化 

① 「けいこごと」の種目別にみた 1人当たり月謝（昭和60年 6 月分） 
（千円） IIIIIIIIIIlIIl'"I,I'lIil'1に＝IIIIII,IIIIIIIIIII7IIII,Il7,I''IIII‘準’IlIIl""I'Ill(lllmtmI'm町‘mIl'I('IlI"lIII胃’lII'IrII‘冒 II 子供文化 

 

  

区 分 計 

習
 
字
 

そ
ろ
ば

ん
 

音 	楽 	関 	係 

引・ 

ビ
 ア
 
ノ
 

オ
ル
ガ
ン

電
 
子
 

琴 

バ
 
イ
 
オ
 
リ
 
ン
 

コ
ー
ラ
ス
 

ギ
 声
 
ー
 
 

計 5.5 乙3 3.2 5.5 	5.5 	5.7 	4.1 	8.1 	2.0 	4.9 

小学校

低学年

高学年 

555 786 
 

. , .  2.3 
2.3 
2.3 333 222 

 

. , .  り
】0
2
  

に
》
 4
 に】
 
 

5
.4
5.2
5.5

  

5
5
5
 
4
3
5
 

一
一
一
  

.
 

.
 

.
 
 

.
 

.
 
 

中学校 5
.
0
 

2
.
4
 

3
.
0
 

6
.
1
 
6
.
0
 
6
.
5
 
4
.
9
 
1
0
.
0
 
1
.
9
 
4
.
7
 

区
 
分
 

音楽関係（っづき） 邦 洋 

舞 舞 

美術 関係 

外国

語の 会 話 

体ス関

育ポ 

1 
・ッ係 

そ・ っ他 

（民謡）  

声 楽 

フルート 

太 鼓 

計 

絵 画 

茶 道  

（生花）  

輩 道 

計
 

3.6 	5.7 	0.3 5.1 3.1 	3.1 4
.
8
 

3
.
0
 

2.6 	3.1 

小
学
校
 

低
学
年
 

高
学
年
 

0
.
4

一
 

0
.5
  

54
5
 
0

7
3
  

‘
 

●
 

．
 
 
熱
  

444 65
7  . . . 

 

3.0 
3.6 
2.5 

競  
中学校 8.0 	4.9 	- 5.4 3.4 	3.5 5.7 2

.
7
 

3
.
5
 
3
.
6
 

（注） 計期は‘学田者ー人当たりの月謝総机 

団 芸術教育（小・中・高・大学） 

央 小学校，中学校，高等学校における芸術教育は, 小学校においては, 各学

年音楽週 2時数, 図画工作 2時数行われ，中学校においては , 音楽は1,2 

年 2時数，3年1時数，美術は1,2年 2時数，3年1時数となっている。 

高等学校においては，全体として普通教科，科目の中で音楽 I ，美術 I, 

工芸 I ，書道 I のうち1科目（ 2 単位To単位時間）を選択により必修するこ

ととされているが，学科により異なり，例えば普通科は芸術については 3単

位必要とされている。 

芸術教育に携わる教員は小学校で 457,556 人, 中学校 266,918人，高等学

校 251,136人となっている（①）。 

山 大学における芸術専攻学生数は, 大学学部で昭和35年と昭和63年を比校す

ると約 5倍になるなど，ほぼ毎年増加しており，昭和63年で学部45,813人， 

短大 20,259人，修土課程 1,378人, 博土課程93人となっている。 

このうち約 9割が私立大学生であり , 約 4 分の 3が女子である。 

また，卒業生は大学学司Y 64.1％就職しているが , 卒業直後の無業者等も 

3割近くいる（②）。 

☆ 舞台芸術の実演家が教育訓練を受けた機関を調べると全般的に高学歴であ

り，特に，オーケストラ団員 , ソリスト等は，大学以上の教育を受けた者の

比率が 8割から 9割と高い。 

さらに, 舞台芸術実演家は，個人教授，各種学校教育を受けて養成される

場合も多いことも留意すべきである（③）. 

火 大学における芸術関係学科数は，学部で, 美術関係20，デザイン関係18, 

音楽関係65，その他25の計 128 である． 

短大は美術関係22，デザイソ関係12，音楽関係37, その他 5である． 

これらの大学別学科名は芸術関係学科ー覧のとおりである（⑤）. 

また，設置者男収こみると学部では国公立24，私立104, 短大では国公立4, 

私立72となっており，私立が約 9割弱を占める． 

4400(-.4500) 
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福 子供文化 
	 3 芸術敦育 

① 初等中等教育における芸術教育 
	

(c）高等学校 

⑦ 芸術科目担当数員数（昭和58年度） 
	

(1単位＝ 1個学年35i1位時間、 

\1単位時間= 50分 	ノ 

小 	学 	捜 中 	学 	校 高 	等 	学 	校 

総 	散 

（人） 

授業担任状況別

本務教員割合N 
雄 	散 

〔人） 

担任別本務数員 
割 	合 	N 

総 	数 

（人） 

担任教糾別本務教員割合 

（全日制・定時制・通信制） N 

音 楽 紫
  

音 楽 焚 術 音 楽 美 術 エ 芸 書 道 

計 457.556 8.4 16.6 266.918 6.1 7A 251.136 0.9 0.9 0.1 L1 

男 204,830 5.1 21.2 119,858 4.3 4.6 加．m 0.7 0.9 0.1 1.0 

女
  

252.726 11.1 12.9 即，叩0 9.9 7.6 44.854 2.3 0.7 0.0 1.6 

（注） 中学校，高等学校で 2数科以上担任している教員はそれぞれの数科に計上した．また, 

高等学校の音楽・並術には専門教科担任教員数を含む， 

（出典） 文部省「昭和58年度学校教員統計調査」 

"）芸術科目の年間授業時数 

（ュ）小学校 
	

(1単位時問=45分） 

辰i博と I 2 3 4 5 6 計 

音 	楽 
②
昭
  

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

418 

図西エ作 (
2
)
6
8
 

 

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

(
2
)
1
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

418 

（注） ( ）内は年『可35週換算での週当たり授業時数 

(b） 中学校 	
〔1単位時間=50分） 

なiiぐと 1 2 3 計 

音 	楽 (
2
)
7
0
 

 

(
2
)
7
0
 

 

の
3
5
 

 

1巧 

美 	術 (
2
)
7
0
 

 

②
n
  

(
1
)
3
5
 

 

175 

（注） ( ）内は年間35週換算での週当たり授築時数 

各数科に属する科 目 標準単位数 摘 	 要 

普
 
通
 
数
 
科
 
・
 
科
 
目
 

芸
 
術
 

楽
 
術
 
芸
 

道
 

音
 
美
 
エ
 
書
 

 

ー

U

■
ー

I
I
皿
ー

K

■

1

U

■
  

I
,
 I
,
 

'
S
 '
S
 

I
,
 '
S
 

'
S
 '
I
 

 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

 

「音楽 I」「美術 I」「エ芸 I」 

「書道 l」のうち1科目（ 2単位 

10単位時間）選択必修． 

但し専門教科・科目で代替可能． 

普通科は芸術にっいて 3 単位． 

105 単位時間必修． 

専
 
門
 
数
 
科
 
・
 
科
 
目
 

音
 
楽
 

音 	楽 	理 	論 

音 	楽 	史 

ソ ル フ 	＝ 	ー 	ジ ュ 

声 	 楽 

器 	 楽 

作 	 曲 

音楽に関するその他の科目 

学校設置者

が定める 

専門教科を主とする学科においては 

30単位 L050 単位時間必修． 

但し普通教科・科目で 5 単位まで代

特可能． 

英
 
術
 

英 	術 	概 	論 

焚 	術 	史 

素 	 描 

基 	木 	造 	形 

絵 	 画 

彫 	 塑 

ビ ジ ュ 7 ル デザ イ ン

ク ラ フ ト デ ザ イ ソ 

図 	法 	・ 	製 	図 

映 	 像 

総 	合 	造 	形 

美術に関するその他の科目 

I
,
 
 

I
,
 
 

（注） 学校教育法施行規則による．なお高等学校は学習指導要領による． 
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昭 子供文化 
	 3 芸術教育 

② 高等教育における芸術教育

⑦ 芸術専攻学生数の年次別推移 

（人） 

短大 
一一ー一一ー一ー一’一““一ー・一ー一一ーーー一一・一一ーーーー・ーーー一ーー一一ーーー一一’一 

修士課程 

."........．・・・・・,・・ー・・・・・‘ー””"’ーー’" 

博士課程 

● ‘ 	 ， 	 I 	 ● 	 I 	 , 	 ' 	 1 	 ' 

35 	40 	45 	50 	55 	59 	60 	61 	62 	63(年) 

（出典） 文部省「学校基本調査報告書」 

(4）芸術専攻学生入学者・在学者数 

（昭和63年度） 

区 	分 入学者 在 学 者 

大
 
学
 
（
学
部
）
  

国 	立 589人 2,393人 

公 	立 544 2,141 

私 	立 10,366 41,279 

計 11,499 (16,315) 
45,813 

短
 

大
 

公 	立 234 473 

私 	立 9,927 19,786 

計 10,161 (1,751) 
20,257 

大
一
 ナ
院
 

修士課程 663 (66の 
1.378 

博士課程 お 
(62) 
93 

（注） ( ）内は男子学生散で内数 

（出典） 文部省「学校基本調査報告書」  

(c,) 芸術専攻学生卒業後進路 
	

（昭和63年度） 

区 	分 卒業者数 進 学 者 就 職 者 
無
そ
 
業
の
 
者
他
 

就 職 率 

大 	学 10,474人 691人 6,715人 3,068 人 64.1 	% 

短 	大 9,243 1,303 5,666 2,274 61.3 % 

修士課程 622 24 226 372 36.3 % 

博土課程 17 6 11 35.3 % 

●就職者内訳再掲 

区 分 建設業 製造業 
卸売・ 
小売業， 
飲食店 

金融・
保険業 

・サーピス

業 

公 務 その他 うち 
教育 

大 学 
人 

235 
人 

1,421 
人 

733 
人 

139 
人 

3,926 1
 
d
.
 

《J
 

人

4
  

,
  

人 
105 

人 
156 

短 大 214 1,111 924 250 2,868 670 83 215 

修 土
課 程 

6 20 3 2 182 109 U 2 

博
課
 
土

程
  

6 5 

（出典） 文部省「学校基本調査報告書」 

〔参考） 東京芸術大学部昭和61年度卒業者有職状況（昭和62年4 月I日現在） 

0音楽学部 

卒業者数 228 人 有職者数 37人（16%) 進学者数 39人（17%) 

〇美術学部 

卒業者数 217 人 有職者数 34人（16%) 進学者数 104 人（48%) 

40,叩0-

30,000一 

20,000-

10,000ー 
~ 

I,叩0- 

100- 

ー一ー一ーーー／' 

大学学部 

4504 	 〔文政〕4504 
	 4505 (文 U 	 4505 



（昭和63年度） ④ 芸術関連学科数 

50 
叩 

70 
叩  

10 30 

狙 子供文化 

③ 芸術家の教育訓練機関

⑦ 舞台芸術家の最終学校 

IOO(%) 

~ 
LI.4 

8.9 一・
．
0
．・
 

一
 

.4
7

.
 
 

×・H9: 6''‘一24 	 .4~ 

‘ー‘・ー’ 	ー，”"‘、、、．
1",,,

一ーー一・一’一‘ー’一’一’ー‘' 	 1 

4
.9
  

4.5 9 	I 

ケ0」 ふ、 

・

．ーJ
'%
 
 

．
 
‘
 ●
 
・
 
 

.
 
,
 
,
 

 

．
 

二
・
，
 
 

《7
．・
．
 

 

I
 

 

.6.6 84.9 

航10.8 " ～ににこフ一一．．一 

22  .3' .7.3 68.9 

再L6 	..．一・てニ・・‘ー 

'8.  9: 84 8.4 

3 芸術教青 

学 科 区 分 
学 	科 数 

国立 公立 私立 小計 

大
学
（
学
部
）
 
 

美 術 関 係 

デザイ ン関係 

音 楽 関 係 

そ 	の 	他 

2

・1
 6
4
  

4
 
り
‘
 
り
】
。

。
 
 

14 

15 

57 

18 

20186525 

計 13 11 104 1認 

短
 
期
 
大
 
学
 

美 術 関 係 

デザイ ン関係 

音 楽 関 係 

そ 	の 	他 

1
1
1
 
 

2110365 2212375 

計 1 3 72 76 

俳 優

舞 踊 家

オケ団員

ソリスト等 

舞 台 人 

劇作・作曲家 

L L一短大程度
新制高校程度 

新制中学程度 

大学以上 

ひ）芸術活動の教育・訓練を受けた場所（国内） 

俳 	優 舞踊家 オケ団員 ソリスト 舞台人 劇作・作曲 

1
位
 

各種学校
等のみ 

55.2 % 

個人教授
のみ 

40.5 96 

公的学校 
と 

個人教授 
45.2 % 

公的学校 
と 

佃人教授 
40.9 % 

その他 

24.6 % 

公的学校 
と 

個人教授 
24.7 % 

2
位
 

各種学校 
と 

公的学校 
11.2 % 

各種学校
のみ 

19.6 % 

公的学校
のみ 

31一 7% 

公的学校
のみ 

22.0 96 

各種学校
のみ 

19.8 96 

公的学校
のみ 

22.3 96 

3
位
 

その他 

10.5 % 

各種学校 
と 

佃人教授 
7.7 90' 

個人教授
のみ 

9.3 % 

個人教授
のみ 

9.6 % 

公的学校
のみ 

16.8 96 

その他 

17.5 % 

4
位
 

公的学校
のみ 

5.4 96 

個人教授 
と 

父母 
5.4 96 

公と
授
 
校
教

母
％
 

学
人
父
7
  

的
個
と
5
'
 

 

公
と
授
 
校
教

母
％
 

学
人
父
5
  

的
個
と
7
.
 

 

個人教授
のみ 

9.6 % 

個人教授
のみ 

6.6 96 

（出典） 「日木の芸術家 4,000人調査」 
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電 子供文化 
	 3 芸衛数育 

⑤ 芸術関係学科ー覧

⑦ 大学学部 

（ュ 美術関係 

区 分 大 	学 	名 学 	部 学 	 科 

国 立 大 学 東京芸術大学 美術学部 
絵画科 

彫刻科 

公 立 大 学 

金沢美術エ芸大学 美術工芸学部 美術学科 

愛知県立芸術大学 美術学部 美術科 

京都市立芸術大学 美術学部 美術科 

沖縄県立芸術大学 美術工芸学部 美術学科 

私 立 大 学 

女子美術大学 芸術学部 絵画科 

多摩美術大学 美術学部 
絵画科 

彫刻科 

日本大学 芸術学部 美術学科 

東京造形大学 造形学部 美術学科 

武蔵野美術大学 造形学部 

日本画学科 

油絵学科 

彫刻学科 

名古屋芸術大学 美術学部 
絵画学科 

彫刻学科 

京都精華大学 美術学部 造形学科 

大阪芸術大学 芸術学部 美術学科 

宝塚造形芸術大学 造形学部 美術学科 

九州産業大学 芸術学部 美術学科 

(b） デ・ザイン関係 

区 分 大 	学 	名 学 	部 学 	 科 

国 立 大 学 東京芸術大学 美術学部 デザイン科 

公 立 大 学 
金沢美術工芸大学 美術エ芸学部 産業美術学科 

京都市立芸術大学 美術学部 デザイン科 

私 立 大 学 

北海道東海大学 芸術エ学部 デザイン学科 

道都大学 美術学部 デザイソ学科 

女子美術大学 芸術学部 産業デザイン科 

多摩美術大学 美術学部 デザイン科 

東京造形大学 造形学部 デザイン学科 

武蔵野美術大学 造形学部 

視覚伝違デザイン学科 

空間演出デザイン学科 

芸能デザイン学科 

工芸エ業デザイン学科 

基礎デザイン学科 

名古屋芸術大学 美術学部 デザイン学科 

京都精華大学 美術学部 デザイン学科 

大阪芸術大学 芸術学部 デザイン学科 

宝塚造形芸術大学 造形学部 産業デザイン学科 

九州産業大学 芸術学部 デザイン学科 

4528 
	

〔文政〕4528 
	 4529〔文政〕 	 4529 



恒 子供文化 
	 3 芸術数育 

(c 音楽関係 

区 分 大 	学 	名 学 	部 学 	 科 

国 立 大 学 東京芸術大学 音楽学部 

作曲科 

声楽科 

器楽科 

指揮科 

楽理科 

邦楽科 

公 立 大 学 
愛知県立芸術大学 音楽学部 音楽科 

京都市立芸術大学 音楽学部 音楽学科 

私 立 大 学 

宮城学院女子大学 学芸学部 音楽科 

東邦音楽大学 音楽学部 音楽学科 

上野学園大学 音楽学部 

音楽学科 

器学科 

声楽学科 

東京音楽大学 音楽学部 音楽学科 

日本大学 芸， 胃学部 音楽学科 

武蔵野音楽大学 

音
 

楽
 

学
 

部
  

a・2年次） 

器楽学科 

声楽学科 

作曲学科 

音楽学科 

音楽教育学科 

(養) 

器楽学科 

声楽学科 

作曲学科 

音楽学科 

音楽教育学科 

国立音楽大学 音楽学部 

声楽学科 

器楽学科 

作曲学科 

楽理学科 

教育音楽学科 

桐朋学園大学 音楽学部 
演奏学科 

作曲理論学科 

フエリス女学院大学 

声楽学科 

音楽学部 器楽学科 

楽理学科 

区 分 大 	学 	名 学 	部 学 	 科 

私 立 大 学 

洗足学園大学 音楽学部 音楽学科 

昭和音楽大学 音楽学部 

器楽学科 

声楽学科 

作曲学科 

名古屋音楽大学 音楽学部 

器楽学科 

声楽学科 

作曲学科 

音楽教育学科 

名古屋芸術大学 音楽学部 

声楽科 

器楽科 

音楽教育学科 

相愛大学 音楽学部 

作曲学科 

声楽学科 

器楽学科 

大阪音楽大学 音楽学部 

作曲学科 

声楽学科 

器楽学科 

大阪芸術大学 芸術学部 

音楽学科 

演奏学科 

音楽教育学科 

神戸女学院大学 音楽学部 音楽学科 

武庫川女子大学 音楽学部 
声楽学科 

器楽学科 

作陽音楽大学 音楽学部 
音楽学科 

教育音楽学科 

ュリザべト音楽大学 音楽学部 

音楽学科 

宗教音楽学科 

器楽学科 

声楽学科 

徳島文理大学 音楽学部 音楽学科 
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(d） その他  

区 分 大 	学 	名 学 	部 学 	 科 

国 立 大 学 

筑波大学 芸術専門学群 芸術専門学群 

東京芸術大学 美術学部 

工芸科 

建築科 

芸術科 

公 立 大 学 

愛知県立芸術大学 美術学部 デザイン工芸科 

京都市立芸術大学 美術学部 エ芸科 

沖縄県立芸術大学 美術工芸学部 デザイン工芸学科 

私 立 大 学 

道都大学 美術学部 建築学科 

女子美術大学 芸術学部 芸術学科 

多摩美術大学 美術学部 
建築科 

芸術科 

日本大学 芸術学部 

写真学科 

映画学科 

演劇学科 

放送学科 

武蔵野美術大学 造形学部 建築学科 

大阪芸術大学 芸術学部 

環境計画学科 

映像学科 

舞台芸術学科 

芸術計画学科 

エ芸学科 

建築学科 

写真学科 

放送学科 

九州産業大学 芸術学部 写真学科 

3 芸術数育 

(4）短期大学 

(,）芸術・美術関係 

区 分 短 	期 	大 	学 	名 学 	 科 

公 立 大 学 大分県立芸術短期大学 美術科 

私 立 大 学 

札幌大谷短期大学 美術科 

北海道女子短期大学 エ芸美術科 

宇都宮文星短期大学 美術学科 

高崎芸術短期大学 美術科 

青山学院女子短期大学 芸術学科 

女子美術短期大学 造形科 

東京純心女子短期大学 美術科 

桐朋学園大学短期大学 芸術科 

武蔵野美術大学短期大学 美術科 

トキワ松学園女子短期大学 造形美術科 

金城短期大学 美術科 

大垣女子短期大学 美術科 

名古屋造形芸術短期大学 造形芸術科 

成安女子短期大学 造形芸術科 

嵯峨美術短期大学 美術学科 

京都芸術短期大学 造形美術学科 

神戸山手女子短期大学 芸術科 

崩Il学院短期大学 美術科 

奈良芸術短期大学 美術科 

比治山女子短期大学 美術科 

九州造形短期大学 美術科 
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(b） デザイン関係 

区 	分 短 	期 	大 	学 	名 学 	 科 

国立短期大学 筑波技術短期大学 デザイン学科 

公立短期大学 福島県立会津短期大学 デザイン科 

私立短期大学 

桐生短期大学 生活デザイン科 

武蔵野美術大学短期大学部 
デザイン科 

生活デザイン科 

稲沢女子短期大学 デザイン美術科 

大阪成蹟女子短期大学 デザイン美術科 

浪連短期大学 デザイン美術科 

関西女子美術短期大学 デザイン美術科 

明石短期大学 デザイン美術科 

兵庫女子短期大学 美術デザイン科 

九州造形短期大学 デザイン科 

(c）音楽関係 

区 	分 短 	期 	大 	学 	名 学 	 科 

公立短期大学 大分県立芸術短期大学 音楽科 

私立短期大学 

札幌大谷短期大学 音楽科 

青森明の星短期大学 音楽科 

聖霊女子短期大学 音楽科 

郡山女子大学短期大学 音楽科 

宇都宮短期大学 音楽科 

高崎芸術短期大学 音楽科 

尚美学園短期大学 
音楽学科 

音楽情報学科 

上野学園大学短期大学 音楽科 

東邦音楽短期大学 音楽科 

東京純心女子短期大学 音楽科 

フエリス女学院短期大学 音楽科 

昭和音楽大学短期大学部 音楽科 

洗足学園魚津短期大学 音楽科 

仁愛女子短期大学 音楽学科 

大垣女子短期大学 音楽科 

名古屋自由学院短期大学 音楽科 

松坂女子短期大学 音楽科 

大阪音楽大学短期大学部 音楽科 

神戸山手女子短期大学 音楽科 

奈良文化女子短期大学 音楽学科 

作陽短期大学 音楽科 

中国短期大学 音楽科 

広島文化女子短期大学 音楽学科 

下関女子短期大学 音楽科 

山口芸術短期大学 音楽科 

四国女子大学短期大学 音楽科 

徳島文理大学短期大学部 音楽科 

高松短期大学 音楽科 
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3 芸衛教育 

〔参考〕 学校数，在学者数，数職員数 	
（昭和63年度） 

区 	分 短 	期 	大 	学 	名 学 	 科 

私立短期大学 

聖カ夕リナ女子短期大学 音楽科 

九州女子短期大学 音楽科 

福岡女子短期大学 音楽科 

活水女子短期大学 音楽科 

熊本音楽短期大学 音楽科 

宮崎女子短期大学 音楽科 

鹿児島短期大学 音楽科 

(d） その他 

区 	分 短 	期 	大 	学 	名 学 	 科 

私立短期大学 

郡山女子大学短期大学部 生活芸術科 

尚美学園短期大学 音楽ビジネス学科 

跡見学園短期大学 生活芸術科 

宝仙学園短期大学 生活芸術科 

山口芸術短期大学 生活芸術科 

区 	分 .“, 
在 学 	者 数 職員数 

（本務者） 

女の割合（%) 
ナ“皿 

計 男 女 在学者 教員 

幼小中高盲聾養高短大く専各一通信制一盲高 
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65.724 
15.115 
24.901 
11,266 
5.512 

70 
107 
754 
62 

571 
490 

(294) 
3.191 
3.685 

27,087,146 
2.041.820 
9,872,520 
5,896.080 
5,533,393 

6.257 
8,538 

81.030 
50.934 

450.436 
1.994,616 

(82.476) 
699.534 
451,988 

156,222 
20,796 

118,818 

95.825 
2,463,947 

14,086.368 
1,039.452 
5.056.424 
3.017.363 
2.787,641 

4,018 
4,764 

51,000 
47.937 
41,340 

1,486.559 

(70.323) 
323.772 
226,098 

17.668 
7.484 

64,555 

59,782 
1,545.987 

13,000,778 
1,002,368 

4,816,096 
2.878.717 
2,745.752 

2,239 
3.774 

30.030 
2,997 

409.096 
508,057 
(12. 153) 
375,762 
225,890 

78.554 
13,312 
54.263 

36.043 
917,960 

449,281 
20,656 

107,488 
42,011 
65,317 
2.037 
2.331 

10.838 
3,486 

12,035 
160.390 

14,004 
8,688 

363 
80 

502 

15.206 

175.911 

48.0 
49.1 
48.8 
48.8 
49.6 
35.8 
44.2 
37.1 
5.9 

90.8 
25.5 

(14.7) 
53.7 
50.0 

50.3 
64.0 
45.7 

37.6 
37.3 

41』 

93.8 
56.9 
35.1 
19.6 
39.8 
50.0 
51.9 
1.0 

38.1 
8.9 

(3.8) 
51.2 
38.6 

25.6 
6.3 
7.9 

50.8 
12.6 

‘短大一義 

校学学一校育 

等期 一護教 
呼吠 一岸【・  

,  
等  

85(72) 
10(10) 
13(12) 

931 
1.123 

（出典） 文部省「学校基本調査報告書」 
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